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　イントロ　焦しよう点てん







　男は、蠅はえが死体を喰くらう様子をもう丸一日、見つめ続けていた。

　すでに白かった幼おさない少女の亡なき骸がらは変色し、腐ふ敗はい臭しゆうが漂ただよいつつある。

　男は手にしていた古いライカのレンズを遺い体たいに向け、シャッターを切った。

　フラッシュが一いつ瞬しゆん、闇やみの中に遺体を浮うき上がらせる。

「これじゃ駄だ目めだ……僕ぼくの求める芸げい術じゆつからは……まだ遠い」

　男の爪つま先さきが、牛ぎゆう乳にゆうのパックを蹴けり倒たおし、半分凝ぎよう固こした中身が床ゆかにこぼれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊





　　変だよね

　　笑ってお別れするはずなのに




　　出で逢あったのは二年前の今日

　　お互たがいが片かた思おもいだったと思ってた

　　あの頃ころは

　　もっと幸せだったよね

　　あなたのいない明日なんか

　　考えたこともなかったのに




　　手をつないで歩くのも

　　もう　ここまで

　　お互い背せ中なかを向け合って

　　自分の道を歩き始めなきゃ




　　ずっと一いつ緒しよだよって

　　約束

　　とうとう守れなかったけど




　　たとえ

　　たったひとつでも

　　二人　信じられるものがあるのなら

　　きっとまた出逢えるの

　　きっと




　　たとえば

　　たったひとつだけ

　　二人　信じる気持ちがあるのなら

　　もう一度巡めぐり逢える

　　きっと……






「……どう？」

　彩あや乃の二ふ美み花かはマーティンのギターを繊せん細さいに爪つま弾びく手を止めて、一いつ心しんの顔を見上げた。

「さっきよりはマシになったけど、まだ音がブレるとこがあるな」

　大だい地ち一心は、ギターのネックに添そえられた二美花の左手の角度を直す。

「Ｂｍは人差し指……こう、フレットの少し手前を……真まっ直すぐ……」

「痛いたいよ……もっと優やさしく……」

　唇くちびるを尖とがらせる二美花。

　短くカットした髪かみが揺ゆれ、甘あまい匂においがかすかに漂ってくる。

　飾かざり気のないＴシャツとジーンズに包まれた、無む駄だな贅ぜい肉にくの一いつ切さいない長身。

　大物女じよ優ゆう、蓮はす見み八や重えを母に持ち、幼い頃から芸げい能のう界かいで活かつ躍やくし続けている二美花には、同年代のただのアイドルとは全く違ちがうオーラがある。

「我が慢まんしろって……すぐに慣なれる」

「こうかな？」

　と、唇の間からチラリと舌したを覗のぞかせる二美花。

「そう……そんな感じ」

　一心の手が、二美花の白い手を包み込こむ。

「……あの～」

　さっきから二人の会話を黙だまって聞いていた女郎花おみなえし茜あかねは、恐おそる恐る割わり込んだ。

「何か、台詞せりふだけ聞いてると、すっご～くイヤらしいんだけど？」

「お前な」

　一心はこめかみに指を当てて、月給九十五円の自分の付き人を振ふり返る。

「その雑ざつ誌しから仕入れた妄もう想そう癖へき、何とかしろ」

　一心と茜が来ているのは、友人であるアイドル彩乃二美花のマンション。

　二美花が今度の新曲で、自分でギターを弾ひきたいというので、相談を受けた一心が教えることになったのだ。

「お前、陽気が暖あたたかくなってきてから、脳のうが相当腐ふ敗はいしてるだろ？」

　冷たい目を茜に向ける一心。

「そ、そこまで言うか!?」

「この前の小テストの点見たら、誰だれだってそう思うぞ。お前のヒアリングの能力、三丁目の野の良ら猫ねこ以下だぜ」

「ううううっ！　……否ひ定ていできない自分が憎にくい」

「……なんか、久ひさしぶりだよね、こういうの」

　二人を見て、練習の手を休めた二美花が微笑ほほえんだ。

「こういうのって？」

　一心は怪け訝げんな表ひよう情じようを見せる。

「三人だけで話すこと。しばらく一緒の番組もなかったし」

「そっか？」

「そうだよ。あたしだってここんとこ、メールでしか連れん絡らく取ってなかったもん」

　と、茜。

　クラスメートの矢や代しろ夏なつ紀きや一心を別にすれば、茜にとって一番仲のいい芸能人は、このひとつ年上のアイドル、二美花だった。

　だから、スケジュールの都合が合えば、よく二人で買い物に行くし、このマンションを訪おとずれるのもこれが初めてではない。

　一度、ここに泊とまったこともあるのだ。

「ま、お互たがい、忙いそがしかったからな」

　一心は素そっ気けなく肩かたをすくめた。

「ねえ、そう言えば、イッシンと私って、知り合ってからどのくらいになるっけ？」

　ふと思いついたように、二美花は一心に質しつ問もんする。

「……忘わすれた」

「ちょっと、ひどいでしょ？　こういうヤツなの」

　二美花は茜を振り返った。

「ははは……よく知ってる」

　茜は強こわ張ばった笑顔を返す。

「Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーがデビューしてすぐよ。スタジオの隅すみでタロット・カードをやっていた私に、イッシンが声をかけてきたの」

　二美花は説明した。

「……げ、それってナンパ？」

「違う！　ちょっと気になっただけだ！　……何か、淋さびしそうにしてたから」

「……やっぱ、ナンパじゃん」

「……お前、よっぽど今度の期末に自信があるんだろうな？　もう、特訓してやんね～ぞ！」

　一心は茜の頰ほっぺたを両方から引っ張る。

「ふいいいっ、しょりはきょみゃるそれはこまる！」

「そういや最近、やらないのか、タロット？」

　一心は二美花の方を見て尋たずねた。

「あまり頼たのまれなくなったわね。当たり過すぎて気持ち悪いって」

「じゃあ、あたしやってもらおう……」

「やめとけ。どうせロクな未来は出てこない」

「……ちょっと視みてみようか、息抜ぬきに」

　二美花はギターを置き、テーブルの上のタロット・デッキを手に取った。

「これ、切るの？」

　黒いタロットのうち、大アルカナ─それぞれ違った絵え柄がらのついた二十二枚まいの重要なカード─を渡わたされた茜は、適てき当とうに混まぜて二美花に返す。

「面おも白しろいのはね」

　デッキを並ならべながら二美花は言った。

「それぞれのカードに、誰かが重なって見えるの。たとえば……イッシンは戦車。勝利、強さの象しよう徴ちよう。シローくんは信しん頼らい、忍にん耐たいを表す教きよう皇こう。トオルくんは希望、芸げい術じゆつ的なひらめきを示しめす星のカード。玲れいさんは生と死、意い志しを現あらわす魔ま術じゆつ師しで、ニコちゃんは愛と自由の恋こい人びとたち」

「じゃあ、お母さんの八重さんは？」

　茜が尋ねると、二美花はちょっと考え込むような表情になる。

　二美花の母、蓮見八重は今年デビュー二十五年を迎むかえるベテラン女優だが、茜の知る限かぎり二美花と八重はかなり疎そ遠えんである。

　住むマンションも別。

　時々、Ｓ＆Ｓの番組にも出る八重は娘むすめの話をするが、二美花の方は母親の話をすることを極力避さけているように茜は感じていた。

（あたしだったら……あんなお母さんなら自じ慢まんするんだけど）

　茜はここに来る度たびに不思議に思うのだが、マンションのどこにも八重の写真は一枚もなかった。

「……あの人は……そうね、女じよ帝ていかしら？　女じよ性せい原理の支し配はいを示す」

　しばらくしてそう答えた二美花の目には、何の感情も浮うかんではいなかった。

「とすると、さしずめこいつは愚ぐ者しやだな」

　一心は茜を指さす。

「なにおう！」

「違ちがうわよ」

　デッキを並べ終わった二美花は笑った。

「アカネちゃんは転機を示す運命の輪よ。それから、愚者は愚おろかさを現わすカードじゃないわ。愚者の象徴するのは神しん秘ぴとまやかし。これが示す人は……」

　テーブルに置かれた愚者のカードを指さした二美花の顔が曇る。

「私の知らない人。……たぶん、外国の人ね。並んだ位置からして、玲さんと関係が深い人みたい」

「玲と……関係が？」

　思い当たる人物がいるのか、一心は眉まゆをひそめた。

「……で、あたしの運命なんだけど？」

　恐こわ々ごわと尋ねる茜。

「そうね……」

　デッキを見た二美花は考え込む。

「過か去こ……現げん在ざいの要よう因いん……そして未来。……よくもなし……悪くもなし……平へい均きん点ってところかしら？」

「運命まで……平均点ですか～！」

　茜は愕がく然ぜんとする。

「ま、所しよ詮せん、お前に波は乱らん万ばん丈じようの人生を期待するのが無理だって」

　一心は仰のけ反ぞって大笑いする。

「未来永えい劫ごう、平へい凡ぼん、平均の凡人生活だな」

「だ、だ、大地くんの……ばかぁぁぁーっ！」

　バッ！

　茜は乱らん暴ぼうに扉とびらを開けて、マンションを飛び出していった。

「……あいつ最近、キレやすくなったよな？」

　一心は開けっ放しになったドアを見て、頭を搔かく。

「カルシウム不足か？」

「ホントに不器用なんだから」

　二美花はため息をつく。

「でも、説明する前に出て行っちゃったけど、あの子の運命、面白いわよ」

「へえ、どう？」

「確たしかに全体的に見れば、本当に平均的だけど、いい時と悪い時の振しん幅ぷくが大きいの。並なみの人間の比ひじゃないわ」

「人間離ばなれしている？」

「ふざけないの」

「本当に当たるのか？」

「……今回は、外れていて欲ほしいわね」

　二美花はタロットをしまうと、再ふたたびギターを手に取り、爪つま弾びきながら唄うたい始めた。





　　赤い靴くつ

　　履はいてた女の子

　　異い人じんさんに

　　連れられて

　　行っちゃった






「……童どう謡ようなんて聴きくの、久ひさしぶりだな」

「私も。小さい頃ころ、童謡なんてほとんど聴く機会なかったし……でも、この曲だけはずっと耳について離れないの」

「淋さびしい唄、だよな」

「……ええ。本当はこの唄、恐こわくて好きじゃない。でも、私にとっては、歌わずにはいられない唄なの……」

　二美花はポロリと弦げんを弾はじくと、ギターの上で指を組み、小さなあごを乗せた。

　静せい寂じやくの時間が静かに流れる。

「二人きりになっちゃったね。もう少し、続ける？」

　しばらくして、二美花は言った。

「……いや」

　一心は立ち上がる。

「そろそろ俺おれ、帰るわ」

「アカネちゃん、ひとりで帰したのが心配なんでしょ？」

「馬ば鹿か言うな」

「外まで送るね」

　二美花はギターを置いた。




「アカネちゃん、屍し桜ざくら屋や敷しきに帰れたかなあ？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ？　……いや、そうとも言えないか」

　エレベーターから玄げん関かんまで歩きながら、二人は話した。

「そんなに心配？」

「だから、別に心配してないって」

「……何かあったら、私のこともそのくらい心配してくれるのかな？」

「からかうんじゃない」

　一心は頭を振ふり、ガラスの扉から外に出る。

　その瞬しゆん間かん。

　ババババッ！

　一いつ斉せいにフラッシュが焚たかれ、無数のシャッターが切られた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　四日後。

「このドジ！　何のためにあんたを一いつ緒しよに行かせたと思ってるのよ！」

　放課後、一心より一足先にＳ＆Ｓの事じ務む所しよに入った茜は、マネージャー、朔さく月づきみさおの罵ば声せいを浴びていた。

「あの、一体何を怒おこってらっしゃるんでしょうか～？」

「これよ、これ！　まだ見てないの!?」

　みさおは、茜の目の前に写真週刊誌しを投げ出した。

「うわ……」

　開いたページに現あらわれたのは、マンションを出る一心と二美花のツーショット。

　さらに二美花のマンションに一心と茜が入ってゆくところの写真と、茜がひとりだけで帰るところの写真が載のっている。

　つまり、この一連の写真は、一心と二美花が二人きりでマンションにいたことを証しよう明めいしているのだ。

「あたし、写真誌にフォーカスされたの、初めてですよ。……これ、記念に十冊さつほど買っとこ」

「あほーっ！」

　みさおは、丸めた写真誌でパコーンと茜の頭を叩たたいた。

「あれほど釘くぎ刺さしといたのに、どうしてイッシンと二美花を二人きりにしたのよ！」

「大丈夫ですよ。あの二人に何かある訳わけないじゃないですか～」

　この時になって、茜は学校の門の前と事務所のまわりに、いつもよりもかなり多い数の芸げい能のうレポーターが張はり込こんでいたことを思い出す。

　何か嫌いやな予感がして、裏うら門もんから学校を出たのだが……。

「あんたはそう信じてても、世間はそう思わないの！　だいだい二美花って子は、前からイッシンに馴なれ馴れしかったでしょうが！」

「で、でも二美花ちゃんは……まさか？」

　だんだん茜も不安になってくる。

「……あたし、ひょっとしてとんでもないことを？」
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「気がつくのが遅おそいわ！」

「でもなあ」

　と、頭を搔かきながら茜たちのところにやって来たのは、Ｓ＆Ｓのリード・ボーカル兼けんベーシスト、火ひ之の杜もり亨とおる。

「普ふ通つう、こんな記事出す前にうちの事務所に確かく認にん取るだろ？」

「まあ、何しろ三流ゴシップ誌だからね」

　そう微笑ほほえんだのは、コーヒーの自じ販はん機きの前にいる眼鏡めがねの少年。

　Ｓ＆Ｓのリーダー、キーボード担たん当とうの風かざ峰みね士し郎ろうだ。

「それに、否ひ定ていのコメントしかもらえないことは分かってるし。……だけど、イッシンのヤツ、ずいぶん間ま抜ぬけな顔して写ってるな。もう少しアイドルとしての自覚を持って欲ほしいよ」

　士郎は自分が売店で買ってきた写真誌を、ドラム担当、Ｓ＆Ｓメンバーで最年少の宏こう太たに回した。

「どれどれ……へえ～。……あ、二美花さんの方のコメントは出てますよ。……あの時、二人だけだったことは事実です……ですって」

　その写真誌を開いた宏太が、記事を読み上げる。

「なあに考えてんのよ、あのアバズレ！」

　みさおはビリビリと写真誌を引き裂さいて、事務所中に撒まき散らした。

　と、その時。

「なあ、二美花のこと、そういう言い方、やめろよな」

　ちょうど事務所に入ってきた一心が、バッグをソファーに投げ出して顔をしかめた。

　遅ち刻こくしてきた割わりに態たい度どが大きいのはいつものことだが、今日、遅刻したのは学校と事務所のまわりをマスコミが取り囲んでいたせいだ。

「……なるほど、原げん因いんはそれか」

　写真誌を見た一心はつぶやく。

「そういう他ひ人と事ごとみたいな口きけた立場!?　だいたい、あんたのガードがゆるいから！」

　みさおは一心の胸むな倉ぐらをつかみ、ガクガクと揺ゆらした。

「……でも、おかしいな」

　紙コップのコーヒーを口に運びながら、士郎がつぶやく。

「何が？」

　キッと振り返るみさお。

「このスキャンダル、イッシンより、二美花ちゃんの方がイメージ的なダメージは大きいだろう？　なのに、二人きりだったことを肯こう定ていするコメントを出すなんて」

「それは……そうですねえ」

　宏太も首を傾かしげる。

「先せん輩ぱい、本当に何もなかったんですか？」

「コータ……俺が信用できないのか？」

　一心は宏太に逆ぎやくエビ固めをかけた。

「痛いたたたたたたたたっ！　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい～っ！」

「……二美花ちゃんは信用できるが、イッシンは信用できないと思う人？」

　亨が事じ務む所しよを見み渡わたして言うと、スタッフを含ふくめた一心以外の全員が手を挙げる。

「……お前ら、そういうやつらだよ」

　と、一心はちょっと傷きずついた様子だ。

　そこに。

　プルルルルルッ！

　事務所の茜の机つくえの電話が鳴った。

「もしもし、こちらは…」

　電話に出る茜。

『アカネちゃん？』

　切せつ羽ぱ詰つまった感じの声。

　茜はすぐに、声の主が二美花のマネージャーであることに気がつく。

「ああ、ど～もです。……ていうか、この度たびは」

『二美花、そっちに行ってない!?』

　二美花のマネージャーは言った。

「へ？　来てませんけど？」

『じゃあ、あの子の居い場ば所しよ、知らない!?　知ってたら、教えて！』

「な、何があったんです？　ちょっと落ち着いて」

『二美花が行方ゆくえ不明なの！　昨日、歌番組の収しゆう録ろくが終わってから姿すがたが見えなくなって、マンションにも帰ってないのよ！』

「二美花ちゃんが!?」

『どうしよう!?』

「ど、どうしようって言われたって!?　と、とにかく、大地くんにも聞いてみます！　何か分かったら、お知らせしますから！」

　茜はそう告げて、いったん受話器を置いた。

「どうした？」

　パニック寸すん前ぜんの茜の顔を見て、一心が尋たずねる。

「ふ、二美花ちゃんが消えたって！」

「もしかして、このスキャンダルのせいですか？」

　と、宏太。

「実は事務所サイドが、マスコミ逃のがれで雲くも隠がくれさせてるんじゃないの？」

　みさおは、ゴロワーズに火をつけながら鼻を鳴らす。

「失しつ踪そうの方が、熱愛報ほう道どうよりも問題だよ」

　士郎が首を振ふる。

「探さがしに……！」

　外に向かおうとする一心。

「何考えてんの！　んなの、ダメに決まってるでしょ！」

　みさおがその背せ中なかを羽は交がい絞じめにする。

「あんたはスキャンダルの渦か中ちゆうの人なんだからね！　そのあんたが二美花のマンションの近くをうろついてみなさい、たちまち芸げい能のうレポーターのいい餌えさよ！」

「じゃあ、どうすんだよ!?」

「あの子がどうなろうと、うちの事じ務む所しよには関係ない！」

「あのな！」

「……とはいっても、本当に事じ件けんに巻まき込まれたんなら放っても置けないか」

　みさおは手を離はなした。

「アカネちゃん、ここはあんたが適てき任にんよね」

「は、はい？」

「向こうのマネージャーと直ちよく接せつ会って、詳くわしい事じ情じようを聞いてきて」

「分かりました！　……と、レポーター避よけに非ひ常じよう階かい段だん使わなきゃ！」

　茜は雑ざつ誌しの付録のトートバッグをつかむと、事務所を飛び出して行った。
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　情報通信、メディア関連では米国トップクラスに立つクラドック・グループ。

　その日本支し社しやの経けい営えい最高責せき任にん者しやであるジョシュア・クラウン氏は、ロシアからの電話に応おう対たいしていた。

『女王は君の働きに満足している』

　ユーロ・マフィアの幹かん部ぶ、イワンは、クラウン氏─その正体はユーロ・マフィアの若わか手て幹部アレクセイ─に告げた。

『次のプロジェクトの準じゆん備びも整っていることと思うが？』

「もちろん。盛せい大だいにマスコミにも情報を流していますよ。今度の計画では、レギナの来日もありうると聞いていますからね」

　クラウンこと、アレクセイは答える。

『それだけではない。幹部のほとんどが集まるのだよ。今度のプロジェクトでは、重要なのは動く金きん額がくではない。各国の有力者との間に築きずかれる信しん頼らい関係なのだからな』

「お会いできるのを楽しみにしていると、レギナにはお伝えください」

『……ところで、レイ・タツミの方はどうなっている？』

「もう少し、といったところでしょうか」

　受話器を握にぎる手が、かすかに熱くなるのをアレクセイは感じ取った。

『君にしては歯切れが悪いな。レイ・タツミは、欧おう州しゆうにおいて我われ々われの顧こ客きやくを何人も裁さい判ばん所しよに送り込んでいる。組そ織しきにとっては、大きな障しよう害がいとなり得うる要よう素そだ。それを、君がこちらの味方につけるという条じよう件けんで排はい除じよを待っていた。今まではな』

「今までは、というと？」

『レギナは気が短い。この件に関しては、別の人間を派は遣けんした。タツミを取り除のぞくために』

「それは話が違ちがう」

『レギナは絶ぜつ対たいだ。ともかく、外科医サージヤンがすでに来日している。もし、タツミを引き込むつもりなら、急ぐべきだな』

　イワンは電話を切った。

「……サージャンか。急ぐべきなのだろうな」

「どうしたの？」

　傍かたわらのソファーで肩かたを寄よせ合っていた双ふた子ごのうち、女の子の方が不思議そうな顔でアレクセイを見上げる。

「大したことじゃないよ、ビアータ」

　アレクセイは微笑ほほえみ、少女の隣となりに座すわった。

「近いうちに屍桜屋や敷しきを訪ほう問もんしよう。二人とも、ニコルちゃんに会いたいだろう？」







　戸と惑まどい　失しつ踪そう第二日～三日







「部屋に帰った様子はないの。昨日の朝、出た時のまま」

　茜あかねが二ふ美み花かのマネージャーと待ち合わせたのは、二美花の事じ務む所しよでもマンションでもなく、汐しお留どめのカフェだった。

　マスコミの目を避さけるためである。

「あの子の字で、心配しないでって書き置きがあったから、誘ゆう拐かいじゃないと思うの。だけど、何で姿すがたを消したのか、理由が分からないわ。写真誌のスクープにしても、全然気にしてなかったのに」

　昨日からあちこち駆かけ回って、寝ねていないのだろう。

　二美花のマネージャーは化け粧しようっ気けのない、やつれた顔をしていた。

「蓮はす見み八や重えさんのところには行っていないんですか？　お母さんの？」

　茜は尋たずねる。

　彩あや乃の二美花の母である蓮見八重とも、茜は面めん識しきがあった。

「一いち応おう確かく認にんしたけど、顔を見せてはいないそうよ」

「一応？」

　茜は眉まゆをひそめる。

「あの子が八重さんのところに行く訳わけがないの。あの子、八重さんのこと嫌きらってるから」

「そう言えば……」

　茜も時々、二美花と話していて、その言動の端はし々ばしに八重への敵てき意いを感じることがあった。

「どうしてなんです？」

「それは……今は勘かん弁べんしてくれない？」

　二美花のマネージャーは口ごもる。

（そうだよ。やっぱ、こういうことは本人に聞くべきだよね）

　茜はそう思い直し、うなずいた。

「……そう言えば、二美花ちゃんのお父さんって？」

「亡なくなったらしいの、二美花の生まれる何か月か前に」

　二美花のマネージャーは声をひそめた。

「八重さんとは籍せきも入れてなかったそうよ」

「複ふく雑ざつなんですね」

　茜は、二美花が時々見せる、陰かげのある表ひよう情じようの理由がほんの少しだけ分かったような気がした。

「数日は急病で通すけど、それにも限げん界かいがあるわ。最悪の場合、こんなことがスクープされたら、芸げい能のう人じん生命を絶たたれるかも。早くあの子を見つけて仕事に復ふつ帰きさせないと」

「あ、あたしでよければ、できるだけのことはします。うちの事務所にも許きよ可かは取ってきました」

　茜はうなずく。

「二美花ね、この世界にほとんど友だちがいないけれど、あなたのことは本当に親友だと思ってるのよ」

「知ってます。二美花ちゃんは口先だけで親友だなんていう子じゃありませんから」

「お願い、あの子を助けてやって」

　二美花のマネージャーは乱みだれた髪かみを搔かき上げて、茜に頭を下げた。




「とは言ったものの……」

　二美花のマネージャーと別れた茜は、途と方ほうに暮くれていた。

「どこから探さがせばいいものやら」

　芸能関係の知り合いを当たってみようかと思ったが、下手に聞き回ると二美花の失踪を世間にバラすことにもなりかねない。

　結局、最初に連れん絡らくしたのは、クラスメートでもうひとりの親友、新人アイドルでもある矢や代しろ夏なつ紀きだった。

『そう言えば、昨日、来なかったわね』

　同じバラエティー番組に出しゆつ演えんするはずだった夏紀は、ラジオ番組の収しゆう録ろくを前に携けい帯たいで茜に答えていた。

「何か聞いてないかな？」

『ごめん。私、アカネと一いつ緒しよの時以外、あまり彩乃さんとは話さないから』

「そ、そうなの？」

『別にあの人が嫌いってことじゃないんだけど……うん、何でかなあ？　明るいし、スタッフにも威い張ばり散らさないし、それでいて変に媚こびたところはないし……』

　夏紀は考え込こむ。

『……あ、ごめん、もう収録始まる』

「うん。じゃあ、何か思い出したら連絡して」

　電話を切った茜は時計を見た。

　すでに六時を回っているが、もう一度、二美花のマンションと最後に姿が目もく撃げきされたＴＶ局に立ち寄よってみることはできそうだ。

「それでダメだと、やっぱ、頼たよれるのは……」

　つぶやいた茜は、夕ゆう陽ひを浴びながら駅を目指した。




　その夜。

　屍し桜ざくら屋や敷しきに帰った茜は、玲れいに二美花の一いつ件けんを相談していた。

「消えた理由はまったく分からないんだね？」

　居い間までハーブティーを飲みながら話を聞いた玲は、茜に確かく認にんする。

「はい。でも、誘ゆう拐かいされたんじゃないと思います。最後に目撃された控ひかえ室も、マンションの方も荒あらされた様子はありませんでしたから」

　答える茜。

「やっぱりイッシンと一緒のところを撮とられたのが原げん因いんよ。姿すがたを消したのも無理はないと思うわ。ワタシだって、こんな馬ば鹿かアイドルと噂うわさになったら、シベリアかアマゾンにでも逃にげたくなるもの」

　一いつ心しんと二美花の写真が載のっている写真誌しを、ニコルがつまらなそうにソファーの上に投げ出した。

「一緒に写真に撮られてやるから、とっとと宇う宙ちゆうの果てにでも消えてくれ」

　と、一心。

　あれからマネージャーにずっと事じ務む所しよに足止めされていたせいもあって、機き嫌げんが良くない。

　東上野の自じ宅たくの方も、芸能レポーターが取り囲んでいる。

　何とか解かい放ほうされて屍桜屋敷にやって来られたのは、無む茶ちやは絶ぜつ対たいにさせないという士し郎ろうの口添ぞえがあったからだ。

「……前に二美花さんは誘拐されたことがあったね？」

　玲はモバイルを手元に引き寄せる。

「そ、そういえば、そんな話を聞いた気が……」

　茜は大だい脳のうの奥おくから、おぼつかない記き憶おくを搾しぼり出した。

「記録があるはずだ」

　玲はモバイルを起動させ、ファイルを探す。

「……これだ」

「どれどれ？」

「ショウ・ミー」

　一心とニコルが画面を覗のぞき込む。

「当時の新聞記事だよ」

　三面に載った記事の見出しは、




　女じよ優ゆうの娘むすめ、誘拐か？




　と、なっている。

　添えられた写真には、記者会見の場で泣き崩くずれる八重の姿が写っていた。

「八重さん、キレイだね」

　茜が、素す直なおだが場ば違ちがいな感想を述のべる。

「こっちの記事は、二美花さんが帰って来た時のものだ」

　こちらの見出しには、




　少女、無事保ほ護ご

　犯はん人にんは逃とう走そう中ちゆう




　と、ある。

　写真は、まだ小さな二美花を抱だきしめる八重の姿だ。

「……この頃ころのフミカって、ワタシより年下だったのね」

　つぶやくニコル。

「何だろう……」

　一心は写真を見ながら眉まゆをひそめた。

「どうした？」

　玲が一心の顔を覗き込む。

「いや……妙みように冷静な目をしてんだよな、この二美花。いや、冷静っていうか、冷たいって言うか……」

「ああ。感動の再さい会かいという雰ふん囲い気きからは程ほど遠いね。蓮見さんの方は、演えん技ぎ過か剰じように見えるほどの喜びようだが……」

「でも、このことが今回の失しつ踪そうと関係あるとは限かぎらないですよね？」

　茜は反はん論ろんする。

「確たしかにね。誘拐の線も完全に消えた訳わけじゃない。最悪の場合……」

「玲！」

　厳きびしい表ひよう情じようを兄に向ける一心。

「……済すまない」

　レイはモバイルを一いつ旦たん閉とじた。

「でも、乾いぬいさんには事情を説明して助言を仰あおいだ方がいいかもしれないな」

「あの自じ堕だ落らく女に？」

　乾の名前が出た途と端たんに、ニコルが嫌いやな顔をする。

　乾七なな瀬せは警けい視し庁ちよう捜そう査さ第一課、特とく殊しゆ犯はん捜査係、つまり誘拐を担たん当とうする部ぶ署しよの警部補ほ。

　一週間のうちの半分は、この屍桜屋敷に入り浸びたっている。

「とにかく、まだ情じよう報ほうが足りない。まずは、自主的に姿を消した場合と、誘拐の両方の場合を考えて、周囲の人間からそれとなく話を聞いてみて欲ほしい」

「姿すがたを消す理由があいつにあったか、又または不ふ審しんな人物をまわりで見かけなかったか、だな？」

　一心が補足する。

「分かりました」

（ともかく、二美花ちゃんが消えたことをマスコミに知られる前に何とかしないと）

　と、茜が心に誓ちかってうなずいたその時。

　サイドボードの上に置かれた、アンティーク調の電話のベルが鳴った。

「いいよ。僕ぼくが出よう」

　ニコルが手を伸のばすのを遮さえぎり、近くにいた玲が受話器をとる。

「……はい。僕は兄です」

（兄って言ってるってことは、ニコちゃんの話だよね……）

　どうやら、二美花の一いつ件けんに関するものではないようで、茜は少し安心する。

「父と母は現げん在ざい、仕事でベルギーにいますが。……はい……はい……ええ、構かまいません。……では、その時に」

「どこからだ？」

　玲が電話を切ると、一心は尋たずねた。

「区の児童相談所」

　珍めずらしく戸と惑まどいの表情を浮うかべる玲。

「ニコルのことで話があるそうだ。明日、担当の人がここに来るらしい」

「ワタシの……こと？」

　ニコルは自分の鼻先を指さした。
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　茜たちの恐おそれていたことが現実のものとなったのは、翌よく日じつのことだった。

　この日。

　朝から『Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリー　世界征せい服ふく！』の収しゆう録ろくがあり、茜と一心はＴＶ局入りしていた。

「また遅ち刻こくだよ～、罰ばつゲームだよ～！」

　二美花との熱愛の噂うわさを追うレポーターたちを振ふり切り、スタジオに向かって走りながら、非ひ難なんの目を一心に向ける茜。

「何であと十分早く出られないかな～!?　取材攻こう勢せい避けるために、遠回りしなくちゃいけないの分かってるくせに！」

「ええい、黙だまれ！　文もん句くを言う暇ひまがあったら走らんか！」

「う～、そうやっていっつも……」

　と、茜が唇くちびるを尖とがらせたその時。

「……あ、蓮見さんだ」

　廊ろう下かの向こうから、こちらに向かってまっすぐ歩いてくる蓮見八重の姿に、二人は気がついた。

「おはようござ……」

　足を止めて頭を下げる茜を無視して、八重は一心に詰つめ寄よった。

「知ってるんでしょ、あの子の居い所どころ!?」

（やっぱり聞いたんだ、二美花ちゃんのマネージャーさんに）

　茜は表情を曇くもらせる。

「八重さん、今は……」

　マスコミ関係者が多いこの場所で二美花のことを話すのは拙まずいということを、伝えようとする一心。

　だが。

「教えなさい！」

　八重は涙なみだを浮かべながら、一心の腕うでをつかんだ。

「教えなさいよ！　あの子は私がいないとダメなの！　ダメなのよ！」

「ごめん、知らないんだ」

　一心は頭を振った。

「噓うそ！　教えて！　お願い、あの子を返して！」

　取り乱みだした八重のマニキュアの爪つめが、一心の頰ほおを引っ搔かく。

　八重の声を聞きつけた野や次じ馬うまが、何事が起きたのかと集まってきて二人を取り囲んだ。

　その中にはワイドショーのスタッフや、さっきやっとのことで振り切ったレポーターたちもいる。

　ＡＤに指し示じを出し、慌あわててカメラを呼よぶワイドショー・スタッフ。

「駄だ目めですよ、蓮見さん！」

　慌てて割わって入る茜。

「こんな騒さわぎになって、困こまるのは二美花ちゃんなんですよ！」

「お願い、あの子を……！」

　だが、八重の耳には茜の声はとどかない。

「やめて！　八重さん！」

「も、申し訳わけありません！」

　ようやく、八重の付き人が飛んで来て、八重を一心から引き離はなした。

「明あ日す香か！　明日香！」

　泣き喚わめく八重は、スタッフやマネージャーらしい人に抱だきかかえられるようにして去っていった。

「あれが……あの蓮見さん」

　茜は信じられないようなものを見た気分になっていた。

「あたし、ちょっと子こ供どもっぽいところはあるけど、冷静な人だと思ってた」

「ああ、あの人のあんなとこ、初めて見たな」

　一心は呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようで、八重に引っかかれた頰を軽く手で撫なでた。




「……明日香、か。明日香って確たしか、二美花さんの本名ですよね？」

　ドラマで共きよう演えんしたことのある宏こう太たが、スタジオ入りした茜たちに事情を聞いて頭を振った。

「蓮見明日香っていうんですよね。本人、あまり気に入ってなかったみたいですけど」

「イッシン、気にするな。八重さん、二美花ちゃんがいなくなって、まいってるんだって」

　士し郎ろうが自じ販はん機きで買ってきたウーロン茶の缶かんを一本、一心に差し出す。

「ああ、分かってる」

　缶を受け取ったものの、一心の表情は珍しく暗い。

（やっぱりショックだよね、八重さんって優やさしい人って印象だったから）

　茜は思う。

「問題は、ワイドショーのクルーにその場を撮とられたことだな」

　腕を組んで考え込こむのは亨とおるだ。

「……って、シロー、俺おれにはウーロン茶ないのか？」

「自分で買って来いよ」

「ケチな金持ちだな」

「ケチだから金持ちになる」

「あっそ」

「……明日のワイドショーで流されちゃいますよね」

　茜はうつむき、唇くちびるを嚙かむ。

「どうしよ。これじゃ二美花ちゃん戻もどりにくくなっちゃう」

「本人に戻ってくる意思があれば、の話だけどね」

　士郎はそう言い、ウーロン茶の缶の蓋ふたを開けた。
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　その頃ころ。

「あなたが巽たつみ玲さんね。初めまして、児童相談所の飯いい塚づかです」

　ひとりの女じよ性せいが屍桜屋や敷しきを訪おとずれ、カーテンを閉しめ切った居い間まで出で迎むかえた玲に名めい刺しを渡わたしていた。

「そして、そちらがニコル・エマーソン・巽さん」

「……そうよ」

　ニコルはまるで、侵しん入にゆう者しやを警けい戒かいするチワワのような目で女性を見ながら、玲の隣となりにピッタリくっついて座すわる。

「単刀直入に話すわね」

　長い髪かみを後ろでまとめた眼鏡めがねの女性は、資し料りようをテーブルの上に広げながらニコルを安心させるように微笑ほほえんだ。

「近所の方から報ほう告こくが来ているの。あなた、学校に通っていないのね？」

「いけない？」

　挑ちよう戦せん的な口調になるニコル。

「通信教育は受けているし、問題はないはずよ」

「ええ、そうした特例はいくつもあるわね。ごく普ふ通つうのことで、別に恥はずかしいことじゃないわ」

「誰だれも恥ずかしいなんて思っていないわ！」

「でも、あなた、一度もこちらの学校に通ったことはないでしょう？　楽しいところよ、小学校って」

「……人の話を聞いてる？」

「ねえ、こうしない？」

　飯塚は話を聞いていなかった。

「明日、私と一いつ緒しよに小学校に見学に行ってみるの。体験入学なんて大げさなものじゃないけど、きっと気に入ると思うわ」

「いやよ！」

　ニコルは玲の腕うでにしがみつく。

　まるで、そうしないと玲がどこか遠くへ行ってしまうかのように。

「ワタシはレイと一緒にいるの！　いなきゃいけないの！」

「巽さん」

　飯塚は玲の顔を見た。

「あなたの方に特とく殊しゆな事情があるのは理り解かいしています。でも、このまま、閉とじこもる生活がニコルちゃんのためにいいと思いますか？」

「……ニコル」

　玲は優しく妹の頰ほおを撫でる。

「飯塚さんの仰おつしやることももっともだよ」

「レイ!?」

「学校、行ってみよう。通うかどうかは、その上で君が決めればいいから」

「嫌いやよ！」

「ニコル、これはお願いだ、僕からの」

「レイはワタシがいなくていいの!?　ワタシが必要じゃないの!?」

「そんなことはない。分かっているだろう、ニコル・エマーソン・タツミ。僕の大切な妹」

　玲はニコルの頰に手を当てたまま、忍にん耐たい強く繰くり返す。

「どうか、一度でいい」

「……わかった」

　ニコルは唇を嚙み締しめながらうなずいた。
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　収しゆう録ろくの休きゆう憩けい時間に入って……。

「誘ゆう拐かい事じ件けんと今回の失しつ踪そうか」

　茜が玲に見せてもらった記事のことを伝えると、士郎は眼鏡めがねのチタン・フレームをつっと指で押おし上げた。

「確たしかに、関係があるかも知れないな」

「けどな、誘拐は十年前の話だぜ」

　と、懐かい疑ぎ的な亨。

「そう言えるのは、当事者じゃないからだよ」

　士郎は眉まゆをひそめる。

「だが、その馬ば鹿かの言うことにも一理ある」

　一心は亨を指さした。

「十年前の事件に関係あるとしても、じゃあ、何な故ぜ、今になってなんだ？」

「……その馬鹿とか言って俺を指さすな！　俺よっか八割わり増ましのアホのクセしやがって！」

　亨は一心の胸むな倉ぐらをつかむ。

「ほほう、自分のアホ度を自覚してないようだな？」

　胸倉をつかみ返す一心。

「恥ずいから、女性ファンに囲まれた時にシローの陰かげに隠かくれるくせ、いい加か減げんにやめろっての！」

「余よ計けいなお世話だ！　少なくとも俺は、雑ざつ誌しの〝理り不ふ尽じんでワガママそうな芸げい能のう人じんトップ10〟にランク入りしたことはないぜ！」

「お前は〝私生活が怪あやしそうな芸能人トップ10〟の常じよう連れんだろうが！」

　いつものようにいがみ合う二人。

「二人とも！　話を元に戻もどしましょうよ！」

　見かねた宏太が、その間に割って入る。

「……ともかく」

　士郎が咳せき払ばらいした。

「事じ務む所しよは別だけど、二美花ちゃんは俺たちの仲間みたいなものだからね。できるだけのことはしてみよう」

「ねえ、亜あ希き美みさんに聞いてみるのはどうかな？　あの人、あれでも夕方のニュースやったりしてるから、誘拐事件のこと、調べてくれるかも？」

　茜が局アナの弓ゆみ塚づか亜希美の名前を持ち出すと、Ｓ＆Ｓの全員が、不ふ可か、というような顔をする。

「あのな」

　一心がこめかみを押さえる。

「有史以来、いや、宇う宙ちゆう創そう生せい以来、あいつほど当てにならない生物が存そん在ざいしたか？　役立たず度じゃ、お前と双そう璧へきだ」

「……ごめん。不用意な発言でした」

　確かに茜も、もっともだと思う。

　弓塚亜希美は、どちらかと言うと深夜のバラエティーの顔。

　局内でも、入社試験に受かったのが、ＴＶ放送始まって以来の奇き跡せきと噂うわさされるスチャラカ女子アナなのだ。

　茜でさえ、亜希美と同列に扱あつかわれることは心外に思えることがある。

「そうだ、理さと子こさんなら、知ってるかも知れませんよ？」

　宏太がポンと手を打った。

　上かみ川かわ理子は亜希美の先せん輩ぱいで、現げん在ざいはフリーの人気ニュース・キャスター。

　確かに、何かを頼たのむには、こっちの方がずっと妥だ当とうな線だ。

「だな。おい、理子さんに連れん絡らく」

　一心は亨に言った。

「俺が？」

　意外なことに、亨は顔をしかめる。

「他ほかに誰が？」

　と、他の一同。

　理子と亨は、一いつ緒しよにアーケードに通い詰つめたこともあるゲーム仲間。

　女性恐きよう怖ふ症しようをなかなか克こく服ふくできない亨にとって、理子は緊きん張ちようせずに接せつすることのできる数少ない女性の一人なのだ。

「あ、あのな、別に俺でなくたって……」

「どうしたの？」

　渋しぶる亨の様子を見て、茜は怪しむ。

「……まさか、喧けん嘩かでもしてたり？」

「いや、別に喧嘩ってほどじゃ」

　亨は顔を引きつらせた。

「ただ……ここんとこ口きいてない」

「……何かあったのか？」

　士郎が尋たずねる。

「いや、こないだ二人でアクション・ゲームの二人同時プレイやろうとして、どっちがどのキャラやるかで揉もめて……」

「……子こ供どもですよ、この人たち」

　宏太が呆あきれ果てて頭を振ふった。

「……二人同時……プレイ……？」

　ＴＶでは放送できないような妄もう想そうが頭を過よぎり、頰ほおを赤くする茜。

「お前も妙みような想そう像ぞうするな！」

　一心は茜の鼻を指で弾はじく。

「という訳わけだから、俺、パス」

　亨はため息をついた。

「へえ～。じゃあ、いいのかなあ、俺が連絡して」

　ニヤリとする士郎。

「彼女が俺に乗り換かえても、文もん句くは言わないでくれよ」

「す、すりゃいいんだろ！」

　こと女性に関することでは、亨や一心は知ち識しき面めんでも実じつ践せん面めんでも、士郎の足元にも及およばない。

　ちょっと焦あせった亨は不ふ貞て腐くされた様子で携けい帯たいを取り出すと、一心たちに背せを向けて理子にコソコソと電話する。

「……あ、理子さん。俺……この間はごめん」

　一いつ瞬しゆん前までとは全く違ちがった声。

「……こいつ、尻しりに敷しかれるタイプだな」

　一心は冷ややかな目を向けた。




　幸いにも、理子はニュース特番の打ち合わせで早めに局入りする予定だったので、三時過すぎには局内の喫きつ茶さ店で落ち合うことができた。

　茜推すい薦せんの、ケーキが安くて美お味いしい店。

　その店の奥おくのテーブルを、一心たちは占せん領りようしていた。

「……で、理子さんなら、その誘ゆう拐かい事じ件けんについて知ってんじゃないかと思ってさ」

　亨がざっと、今までの経けい緯いを説明する。

「私自身はこの世界に入る前のことだから、さすがに詳しよう細さいは知らないけれど」

　話を聞いた理子は言った。

「その事件に多少なりとも関かかわっている報ほう道どう関係者を、ひとり知ってるわ」

「誰です？」

　と、身を乗り出す茜。

「あなたたちも知ってる人よ。法のり月づき源げん一いち郎ろう」

「って、あの芸げい能のう記者か？」

　理子とのことを前にスキャンダルにされかかったことがある亨が、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「理子さん、前にＴＶカメラの前であの人殴なぐり飛ばしたんですよね？」

　宏太がうなずく。

　理子が局アナからフリーになるきっかけとなった、ドーム球場の核かく汚お染せん未み遂すい事件に絡からんでの出来事だ。

　もっとも、Ｓ＆Ｓのメンバーや茜は、全国放送されたその時の様子をリアルタイムでは見てはいないのだが。

「元はあれでもトップ事件記者だったのよ。私たちの世代のジャーナリストから見れば、伝説の人」

　理子は、ウエイトレスが置いた紅こう茶ちやのカップにミルクを注いだ。

「それが何で？」

　運ばれてきたケーキを茜の方に押しやって、一心は尋たずねる。

「だから、二美花ちゃん誘拐監かん禁きん事件なのよ。あの事件の時に、法月は犯はん人にんと直ちよく接せつ接せつ触しよくして、犯人の手から二美花ちゃんを取り返したの。それも、異い常じよう犯はん罪ざいに至いたる動機を説明した犯人のインタビュー付きでね。その記事を載のせた雑ざつ誌しは発行部数を数倍に伸のばし、法月は一時期、ＴＶでも引っ張ぱりだこの存そん在ざいになったわ。でも……」

　カップを艶つやのいい唇くちびるに運ぶ理子。

「犯人はとうとう捕つかまらなかった。法月は、取材源げんを明かすことは報道人としてできないと言って、警けい察さつの協力要よう請せいを突つっぱねたの。結果、事件は迷めい宮きゆう入り。法月は犯人逃とう亡ぼうの幇ほう助じよをしたのではないかという疑うたがいを受け、ヒーローが一転して、疑ぎ惑わくの人になった。結局、法月が犯人を助けたという証しよう拠こは何もないまま、彼は事件記者の第一線を外され、雑誌社もクビになったわ」

「……法月。突けばいろいろと出てきそうだな」

　と、一心。

「ほだね」

　二人分のケーキを頰ほお張ばりながらうなずく茜。

「……って、何で俺おれのミルフィーユまでお前が食ってる!?」

「だっふぇ、こっちに押ひてくふんだもん、要いふぁないのふぁと思っふぇ」

「俺がお前にやるってひとことでも言ったかよ!?」

「そこ、痴ち話わ喧げん嘩かは後にしてくれ」

　士郎が遮さえぎり、話を続ける。

「法月の住所、分かりますか？」

「今年に入って、事務所、移い転てんしたみたいなの。新しい住所はこっちよ」

　理子はメモに住所録の記録を書き写して差し出すと、茜とケーキの皿を奪うばい合う一心を見て尋ねる。

「でもいいの、こんなことして？」

「いいのって？」

　問い返す一心。

「あなた、例の写真誌の一件で追いかけられているんでしょ？　うかつに動けば、スキャンダルにさらに火がつくわよ」

「マネージャーにも同じようなこと言われたな」

　一心は肩かたをすくめる。

「けど、それで走るのを止める野や郎ろうじゃない」

　亨がこぶしを一心の頰に押おしつける。

「俺たちの仲間の、大だい地ち一心はな」

「やっぱり、仲がいいのね、二人って。ちょっと羨うらやましいくらい」

　微笑ほほえむ理子。

「「な訳わけあるか！　こいつは敵てきだ！」」

　一心と亨の声は見事にハモった。

「……分かったわ。私の方でもできるだけ調べてみる」

　理子は立ち上がりかけてから、ちょっと考えて座すわり直す。

「あと、もうひとつ助言。法月だけじゃなく、蓮見八重の方も当たってみる価か値ちはあるかもよ」

「んぐ！　……八重さん？」

　ミルフィーユを喉のどに詰つまらせ、カフェ・オ・レで流し込こんだ茜が、問いかけるような目で理子を見る。

「あの誘拐事件は蓮見さんにとってはある意味、転がり込んできた幸運だったの」

「どういうことですか？」

　と、茜。

「あの事件の頃ころ、蓮見さんは女じよ優ゆうとしての低てい迷めい期きにあったわ。もともとアイドル的な存在で主役級じゃなかったけど、未み婚こんの出産でファンは離はなれ、その上、もっと若わかい女優に押されて映えい画が、ＴＶに出る機会もどんどん減へっていってた。ところが、あの事件は蓮見八重を一いち躍やく、悲ひ劇げきのヒロインの地位に押し上げたのよ」

「理子さん、あのさ、そういう言い方は」

　言い過すぎではないかと、表ひよう情じようを曇くもらせる亨。

「でも事実よ」

　理子は頭を振ふった。

「シングル・マザーを襲おそった悲劇。二美花ちゃんの姿すがたが消えていた二週間、ワイドショーや週しゆう刊かん誌しが嘆なげき悲しむ蓮見さんを取り上げない日はなかったわ。二美花ちゃんが戻もどってきた時だって、涙なみだを流して喜ぶ彼女の姿を、民放は通常の番組を中ちゆう断だんしてリアルタイムで放送したの」

「う～ん」

　確たしかに、玲に見せてもらった記録にも、八重の姿が大きく写っていたことを茜は思い出す。

「とにかく、あの事件で蓮見さんは芸げい能のう界かいの第一線に復ふつ帰きするきっかけを作ったのよ」

「娘の事件を利用した、か？」

　あごの先に指を当てて考え込む士郎。

「或あるいは誘拐自体、八重さんが……」

　と、一心。

「大地くん！」

　茜が一心を睨にらみつける。

「そう思っている人もいるわね」

　理子は時計を見て、今度こそ立ち上がった。

「今度の失しつ踪そうが十年前の誘ゆう拐かいと関係あるという話、私にはかなりの信しん憑ぴよう性せいがあるように感じられるわ。打ち合わせがあるから行くけど、また連れん絡らくして」

「うん」

　亨が自分の肩に触ふれた理子の手に、自分の手を重ねてうなずいた。




「……てことは」

　理子の姿が消えると、一心はメンバーを見み渡わたした。

「二手に分かれて調べるべきだろうな。俺とアカネが法月、シローとトオル、あとコータは八重さんの方」

「やっぱ、八重さんのこと、疑うたがうんだ」

（あの新聞に出てた八重さんの姿。さっきの取り乱みだした八重さんの様子。あれ、あたしには噓うそに見えなかった。八重さんが二美花ちゃんを誘拐させたなんて……絶ぜつ対たいにないよ！）

　茜はうつむきながら、宏太のケーキの皿を自分の方に引き寄よせる。

「落ち込みながら盗とらないでくださいよ！」

　皿を奪うばい返す宏太。

「大地くん」

　皿の上の生シュークリームを素す手でで奪い取った茜は、一心を振り返った。

「あたし、八重さんの方、やる」

「お前、八重さんのこと、信じてんだろ？　だったら……」

「だから、よ。あたしが八重さんの無実、証しよう明めいしてみせる」

　パク！

　茜は一気にシュークリームを口に放り込む。

「う～」

　目に涙を溜ためる宏太。

「イッシン、トオルと行け」

　士郎が言った。

「法月の方は、事じ務む所しよの場所からして危き険けんが伴ともないそうだからな」

「……ああ」

　渋しぶ々しぶうなずく一心。

「じゃあ、とりあえず次の収しゆう録ろく、向かうか？」

　亨が席を立ち、局のロビーへと向かう。

「そろそろマネージャーがバンで迎むかえに来っぞ？」

「あの人をどう誤ご魔ま化かすかって問題もあったな」

　一心の口からため息が漏もれる。

「うん。仕事と仕事の間、二美花ちゃんの事じ件けんに首を突つっ込まないようにずっと監かん視しされてるもんね、大地くん」

　うなずく茜。

「まあ、そこはこのリーダーにお任まかせあれ」

　士郎は自信たっぷりにウインクした。
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　地下鉄大おお江え戸ど線の上野御お徒かち町まち。

　この駅は、完成からまだそう年月を経へていないにもかかわらず、下町の繁はん華か街がいに共通した、あのこもったような、饐すえた臭においを吸きゆう収しゆうし、さらにそれを通行人に向かって強きよう烈れつに放っていた。

　駅の階かい段だんを上り、山手線と京けい浜ひん東北線が通るガードの下に出たサングラスの少女は、その街の臭いにわずかに顔をしかめながら、ある雑ざつ居きよビルに入っていった。

　入居者のほとんどは、怪あやしい通つう販はんの会社や闇やみ金きん融ゆう。

　靴くつ底ぞこが張はり付くような感覚を覚える汚よごれたリノリウムの廊ろう下かが、狭せまい入口から階段まで続いている。

　エレベーターはないので、少女は目指す三階まで階段を上ってゆく。

　そして、目的の扉とびらの前に立つと、少しためらってから、正体不明の茶色の汚れが付着したインターフォンを指で押した。

　部屋の明かりがついているのは、外から確かく認にんしている。

　だが、部屋の中からは返事がない。

　もう一度インターフォンを押したが、結果は同じ。

　少女は方ほう針しんを変え、インターフォンを押しながら告げてみた。

「借金取りじゃないわよ」

「………」

　壁かべ一いち枚まい隔へだてた向こうで動く人の気配。

「いるのは分かっているわ」

　しばらくして。

　ドアが五センチほど渋々開かれ、隙すき間まから草臥くたびれた中年男が顔を見せる。

「法月……源一郎さんね、芸げい能のう記者の？」

　少女は、中年男に向かって確認するように問いかけた。

「ここは君みたいな若わかい子が来るような所じゃないぞ。それとも、付き合ってた芸能人に関する情じよう報ほうでも買って欲ほしいのか？」

　午後になっても昨さく晩ばんの酒が抜ぬけ切っていない法月は、しかめっ面を少女に向けると、ボサボサの髪かみを搔かく。

「私。分からない？」

　少女─彩乃二美花─は、サングラスを外した。

「……このくらいの変へん装そうで誤魔化されるようじゃ、芸能記者失しつ格かくね」

「おい、どうして？」

　啞あ然ぜんとした表情の法月。

「驚おどろいた？」

「ああ。誰だれだって驚くだろう、熱愛報道の渦か中ちゆうにあるアイドルが、突とつ然ぜん、家や賃ちん滞たい納のう気味の自分の事務所に現あらわれたんだからな」

　法月はとにかく、ドアを開いて二美花を事務所に招まねき入れる。

「で、あんたら芸能人が嫌きらう芸能ゴロのところに何の用だ？」

「十年前の誘ゆう拐かい事件」

　煙草たばこを吸すおうと、ジャケットのポケットを弄まさぐっていた法月の手が止まった。

「……何のことかな？」

　ライターと煙草を探さがし出し、火をつけてから法月は尋たずねた。

「とぼけないで」

　二美花は腕うでを組んで、法月を見上げる。

「あなたの記事を見つけたわ。あなたがあの時、私を誘拐した犯はん人にんと会って書いた記事を」

「……そんなこともあったかも知れないが、覚えていないな」

　法月は紫し煙えんを一口吸い込んだだけで、煙草を灰はい皿ざらに押し付けた。

「私は……」

　二美花は法月の手を取った。

「ぼんやりとだけど、覚えているのよ。あの暗い穴あなから私を助け出してくれた、この優やさしい手を」

「子こ供どもの時の記き憶おくなんて、あいまいなものさ」

　法月はさりげなく、二美花の手を解とく。

「それに……そう、あれは記者としての功名心からしたことだ。今さらあの事件の資し料りようを見せてくれといわれても、ほとんど残っちゃいないよ」

「私が必要としているのは、黄色く変色したあなたのファイルじゃない。あなたがその目で見た真実よ。協力して。私は自分の封ふう印いんされた記憶のすべてを取り戻もどしたい。あの時、何があったか、すべてを知りたいの」

「……どういうことだ？」

「記憶がないの」
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　二美花は窓まどのそばに行くと、ブラインドの隙間から外のネオンに目をやった。

「私、犯人に何をされたか、全く覚えてないの。自分を助けてくれた手の記憶以外には、真っ白な空白があるだけ。けど、その時の恐きよう怖ふだけは心の奥おくに張り付いてて、今でも私を苛さいなむの」

「いいかい、それは臨りん床しよう心理学者の分野だ。一いつ介かいのジャーナリストに……」

「いいえ。あなたは知っている。あなたはあの時、警けい察さつよりも犯人に近づいていた。真実に迫せまっていたのよ」

「真実に迫っていれば、今いま頃ごろは大手の新聞でコラムを書いている」

「お願い」

　二美花は真まっ直すぐに法月を見つめた。

「……私だってすべてを知ってる訳わけじゃない。知っているのは犯人だけだ」

　法月は眩まぶしそうに、二美花の視し線せんから目をそらす。

「じゃあ、犯人に会わせて」

「断ことわる。何度も言うが、今の私は三流の芸能ゴロでね。金でしか動かん」

「報ほう酬しゆうは用意してあるわ」

　二美花は、銀行から下ろしたばかりの紙し幣へいが入った封ふう筒とうを差し出した。

　かなりの厚あつみのある封筒である。

「……これじゃ足りないな」

　法月は内ない容ようも確かく認にんせずに頭を振ふった。

「それなら……」

　二美花はコートを脱ぬぐと、ブラウスのボタンに指をかける。

「好きにしていいわ」

「くだらないことはやめろ」

　慌あわてて二美花の腕をつかむ法月。

「……お願い。あなたしか手がかりはないの」

「何な故ぜ、過か去こを掘ほり返そうとする？　今の君のアイドルとしての生活には関係ない、遠い昔の出来事だろう？」

「関係はあるわ！」

　二美花は声を荒あららげる。

「今でも夢ゆめに見るの！　夜中に悲鳴を上げて飛び起きることもある！　夜が恐こわい！　暗くら闇やみが恐い！　ひとりになるのが恐いし、誰かと一いつ緒しよにいるのも恐い！　私の中では、まだあの事じ件けんは終わっていないのよ！」

「……真実を知って後こう悔かいすることもあるぞ」

「それでも……構かまわない」

「………」

　法月はブラインドの下りた窓まど際ぎわのデスクのそばに向かうと、灰色に塗ぬられた金きん属ぞく性せいのキャビネットの引き出しを開けた。

「犯人、いや、俺おれが犯人だと確信している男は……」

　法月はキャビネットから変色したファイルを取り出して、二美花の前に広げた。

　ファイルにはクリップで写真が留とめてあり、その写真には神しん経けい質しつそうな長ちよう髪はつの男が写っている。

「泉水いずみ宗そう太た郎ろう。当時、大学生だ」

「この……男が……」

　二美花は震ふるえる手で写真を取った。

　覇は気きのない虚うつろな瞳ひとみが、まるで自分を写真の内側から覗のぞき見ているような感じを覚え、身体からだが震え出す。

　あの時の犯人の息の臭におい。

　首くび筋すじを這はう冷たい舌した。

　肌はだをまさぐる湿しめった手。

　フラッシュ・バックが五感を襲おそい、二美花は写真を投げ出して顔を覆おおう。

「こいつよ……間ま違ちがいないわ。どうして？　どうして、この男は捕つかまらなかったの？」

「当時から、泉水の犯はん行こうを窺うかがわせる証しよう言げんが幾いくつかあった。だが、結局警察は動かず、あいつはアメリカに留りゆう学がくしてそのままだ」

「何故、そんなことが？」

「ヤツの父親は与よ党とうの大物政せい治じ家かだ。警察官かん僚りようとのコネもあった。結局、被ひ害がい者しやである君が無事に戻もどったことで、事件に幕まくを引く雰ふん囲い気きになった、てなところだろう」

「馬ば鹿かげてる」

「世の中は、馬鹿げた現げん実じつで満ち満ちているんだよ」

　皮肉な笑えみを浮うかべる法月。

「もっとも、これは私の憶おく測そくの域いきを出ない。真犯人は別にいる可か能のう性せいだってある」

「そんなはずはないでしょう、あなたは現実に彼に会っているんだから」

「……いいや、会ってはいない」

　法月は言い難にくそうに告白した。

「……まさか？」

「泉水、いや、泉水らしき犯人とのやりとりは、すべて電話だった。私は電話での犯人の話を、さも目の前で聞いたかのようにインタビュー記事としてまとめた。君を発見したのも、犯人の電話の指し示じの場所に行っただけのこと。それだけのことだ」

　法月は吐はき捨すてるように付け足す。

「……何が独どく占せん取材だ、笑わせる」

「……私、この人に会わなきゃ」

　二美花は写真を拾い上げてつぶやく。

「何だって？」

「この人に会って聞かなきゃ。私が一体何をされたのかを。それに、どうしてそんなことをしたのかを。でないと、私は前に進めない」

　二美花は写真を法月に返した。

「この人の居い所どころを教えて。まだアメリカにいるの？」

「……いや、数年前に帰国したという話は聞いた」

「どこ？」

「そこまでは分からんよ」

「噓うそ」

「噓じゃない。ただ……」

「ただ？」

「調べる伝つ手てがない訳わけじゃない」

　法月は諦あきらめたように言った。
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「それで、どうしたんです？」

　風かざ峰みねグループから回してもらったリムジンの中で、宏太は士郎に尋たずねていた。

「どうって？」

「マネージャー対たい策さくですよ」

「ああ」

　茜や宏太と向かい合うシートに座すわっている士郎は肩かたをすくめた。

「風峰の社員でイケてそうなのを紹しよう介かいした。今いま頃ごろ一いつ緒しよに映画でも見ているんじゃないか？」

「い、いいんですか、そんなことして？」

　社員の方が心配になる茜。

「ん～、適てき当とうなところで逃にげてくるように言ってあるから、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？　何かあったら、野の良ら犬いぬにでも嚙かまれたと思って諦めるように言ってある」

「自分のところの社員を生いけ贄にえにするとは……この人、鬼おにです」

　宏太はため息をつく。

「まずは八重さんの居所を確かく認にんしないと」

　士郎はシステム手帳を開きながら、携けい帯たいでどこかの番号にかける。

「……やあ、久ひさしぶり。……分かる？　ごめん、忘わすれてた訳じゃないよ。……うん……うん……」

「な～んか、親しそう」

「誰でしょう？」

　ささやき合う茜と宏太。

「……ところで、今日の八重さんのスケジュール、教えてくれないかな？　……ご褒ほう美び？　極上のディナーを用意するさ。　……そう？　分かった、ありがとう。……言えないよ、そんなこと」

　茜たちがジ～ッと見ている前で、士郎は携帯を切った。

「今の、誰です？」

　と、宏太。

「八重さんの事じ務む所しよの人。八重さんが主しゆ宰さいする劇げき団だんの新人で、前に何度か……」

　士郎はシステム手帳をポケットに戻そうとする。

「見せて！」

　すかさず奪うばい取る茜。

「……ったく、この人は」

　開いてみると、そこには女の子の名前がビッシリ。

　それぞれ、誕たん生じよう日びから服や指輪のサイズ、お気に入りのブランドなどが事細かに書き込こんである。

　当然ながら、そこには夏紀や二美花の名も。

（ま、まさかあたしは!?）

　アルファベット順のリストのＯのところを見る茜。

　だが、そこに女郎花おみなえし茜の名前はない。

　要するに、対象外ということなのだろう。

（うう、ちょっと悔くやしい！）

「……コメントのしようがありませんね」

　覗のぞき込んだ宏太も頭を振ふる。

「けど、今回はこれで助かったろ？」

　士郎は弁べん明めいする。

「まあ、ともかく八重さんは仕事をキャンセルして自じ宅たくにいるらしい。そっちに向かって話を聞こう」

　士郎は運転手に声をかけ、リムジンを青山に向かわせた。




　蓮見八重は、高こう層そうマンションの最上階を全室借り切っていた。

　一階ロビーのインターフォンで付き人と話をして部屋に入る許きよ可かを取った茜たちは、直通のエレベーターで最上階に向かう。

　八重の付き人の女じよ性せいに通された部屋は、厚あつい絨じゆう毯たんが敷しかれた応おう接せつ間ま。

　茜はアンティークのソファーに縮こまって座った。

「……お待たせ」

　八重が現あらわれたのは、出された紅こう茶ちやがかなり冷めた頃だった。

「今朝はごめんなさい」

　八重はまず、茜に頭を下げる。

「突とつ然ぜん、二美花のことをあちらの事務所から聞かされて、もう、どうしていいか分からなくなって」

「い、いいえ」

　茜は慌あわてて手のひらを左右に振った。

「無理もありませんよ。あたしだって心配ですから、二美花ちゃんのこと」

「そう言ってくれると、ありがたいわ」

　八重はホッとした顔をして、茜たちと向かい合うように座る。

「少し、お聞きしたいことがあるんですが……」

　士郎がさらりと切り出した。

「よろしいですか？」

「ええ。あなたたち、二美花を探さがしてくれているんでしょう？　協力するのは当然よ」

（……え？）

　茜はふと、士郎に答える八重の表ひよう情じように、いつもの彼女とは違ちがう印象を受ける。

（何だろ？　こんな感じの八重さん、見た記き憶おくが……）

「二美花さんが姿すがたを消した理由に、心当たりはありませんか？」

　士郎がまず尋たずねたのはそれだった。

「分からないの。そんな兆ちよう候こうは全くなかったわ」

「芸げい能のう界かいに疲つかれたとか、そういう話が彼女から出たことは？」

「ないわ。あの子、仕事を楽しんでいたもの」

「そうですよねえ」

　と、世間話のような口調の士郎。

「普ふ段だん、二美花さんとはどんな話を？」

「主に仕事の話かしら？　次にどこにロケに行くとか、新曲のレコーディングをしたとか……」

「他ほかにはどんな話を？　親子ですから仕事以外の話題も出るでしょう、たまには？」

「他には……」

　八重は言葉に詰つまる。

「すぐには思い出せないわ」

「じゃあ、具体的にいきましょうか？　しばらく前に、雑ざつ誌しのグラビアにお二人で出てらっしゃいましたよね？　あの時には確たしか、週に一度は一いつ緒しよに食事に行かれるとか？　この前、食事した時にはどんな話題が？」

「ええ、……あの、ごめんなさい。あれは雑誌の取材の上での話なの」

「分かります」

　士郎はうなずいて見せた。

「僕ぼくなんかも、あまり両親とは一緒に食事なんかしませんから」

「前はなるべく時間を取るようにしてたのよ、本当。でも最近はあの子が……」

「最後に二美花さんと会われたのは？」

「二か月くらい前かしら？　お互たがいにスケジュールが合わなくて」

「……失礼ですけど、親子の仲はよろしいんですよね？」

「良かったわよ。当たり前でしょう？」

　ほんの少し、眉み間けんにしわを寄よせる八重。

「あの子は私の言うことをよく聞くいい子だわ。こんな、みんなに迷めい惑わくをかけるようなことをしたのは初めてよ」

（……そっか。十年前の事じ件けんの時の新聞写真の八重さん。あの時の八重さんと同じなんだ）

　茜はようやく思い当たる。

（確か、玲さん言ってた、演えん技ぎ過か剰じようだって。そうだよ、八重さん、演技してる）

　もう一度、茜は八重を観察する。

　きちんと手入れされた髪かみ。

　完かん璧ぺきなメイク。

　十年前の写真と、ほとんど変わらない美しさだ。

（あの写真の八重さんきれいだった。ううん、きれい過すぎた。子こ供どもを誘ゆう拐かいされて嘆なげき悲しんでるお母さんが、どうしてあんなに完璧なメイクができたの？　今朝だって、半はん狂きよう乱らんになって二美花ちゃんのこと心配してたはずなのに、全然メイクは崩くずれてなかった）

「ところで、二美花さんが芸能界に入ったきっかけは？」

　士郎は穏おだやかな口調を崩さない。

「……話が跳とぶのね」

　八重は士郎の慇いん懃ぎんな態たい度どの裏うらにあるものを感じ取り、警けい戒かいの色を強める。

「私が最初にＣＭの仕事をやらせたの。そのあと、すぐにバラエティーのレギュラーが入って、十二歳で写真集と歌手デビュー。あの子は私の期待に応こたえてくれたわ」

「二美花さんはそれを喜んでいたんですよね？」

「芸能界入りを？　当然でしょう？」

「僕もそう思いますよ」

　理り解かいを示しめすように少し身を乗り出した士郎は、次し第だいに質しつ問もんを核かく心しんに近づけてゆく。

「でも、そのことについて、二美花さんと話し合ったことは？」

「何が言いたいの？」

　八重は立ち上がり、サイドボードの上の煙草たばこに手を伸のばしかけて止める。

「私が選ばせた道よ。あの子に不満がある訳わけがないでしょう？」

「なるほど」

　士郎はまたもうなずく。

「つまり、二美花さんに不満があるかどうか尋ねたことがあるんですね？」

「……ないわ」

「それなら、どうしてそう言い切れるんです？」

「あの子は私に逆さからったことがないからよ！」

「一度も？」

「一度もよ」

「でも、別べつ居きよなさってる？」

「学校の関係で、そうさせたの」

「そうですか？　別居は、二美花さんが言い出したことですよね？」

「違ちがうわ」

（噓うそ。二美花ちゃんが前に言っていたことと違う）

　茜の心の中で、次第に八重に対する疑ぎ惑わくが大きくなっていった。

（これも演技。どうして？　何を隠かくしているの？）

「……八重さん」

　士郎は頭を振ふった。

「ちょっと気になったんですけど、さっきからのあなたの言い方、まるで二美花さんが自分の所有物であるかのようですよ？」

「いけない？」

　もはや八重は、いらつきを隠そうともしなかった。

「あの子は私のものよ！　私が生んだ子なのよ！」

「二美花さんは確かにあなたのお嬢じようさんです。だけど、あなたとは別の人じん格かくを持つひとりの人間だ。所有物じゃない」

　士郎は眼鏡めがねを外し、真まっ直すぐに八重を見る。

「十年前の誘拐事件のことを覚えていますか？」

「あれは今回のこととは関係ないわ！」

「それはまだ分かりませんよ」

　士郎はテーブルの上で手を組む。

「二美花さんのＣＭデビューは九歳の時。誘拐事件はその三年ほど前です。これはちょうど、引いん退たいを囁ささやかれていたあなたが、奇き跡せきの大ブレイクを成し遂とげた時期と重なる」

「それが何！」

「二美花さん、どこから誘拐されたんでしたっけ？　ご自じ宅たくから？　それとも、学校の帰り道？」

「………」

「答えたくない？　答えられない？　どちらです？」

　そう尋ねる士郎の瞳ひとみに、静かな怒いかりの炎ほのおがあるのを茜は見た。

「二美花さんは、児童保ほ護ご施し設せつから誘拐されたんですよね？　二美花さんが小さい頃ころ、あなたと一いつ緒しよに暮くらした時間は決して長くはない。施設と親しん戚せきの間を行ったり来たりしている期間の方が長い」

（二美花ちゃんが施設に？）

　茜は初めて耳にする話である。

（どうして？）

「……帰りなさい」

　八重はドアを指さした。

「帰りなさい！　さもないと警けい察さつを呼よぶわよ！」

「ご、ごめんなさい！」

　茜は立ち上がり、頭を下げると、士郎と宏太の腕うでを引っ張ぱる。

「二人とも、行こ！　八重さん、本当に済すみませんでした！」

「二度と来ないで！」

　背せを向けてそう怒ど鳴なった八重の声は、かすかに震ふるえていた。




「シローさん？」

　帰りのリムジンの中で、茜は無言の士郎に向かってそっと声をかけた。

「二美花ちゃんが施設にいたって話……」

「玲さんの真ま似ねをして、俺おれも調べてみたんだよ。施設の方でも理由は説明してくれないけど、二美花さんがいたことは事実だ」

「リーダー、言葉が穏おだやかな割わりには、怒おこってましたよね？」

　宏太が、士郎が応おう接せつ間まに忘わすれかけた眼鏡を返す。

「ごめん。冷静にやるつもりだったけど、途と中ちゆうで我が慢まんできなくなった」

「らしくありませんよ」

「ああいう風に、子こ供どもをまるで物みたいに考えているのが見えると、どうしても怒りが抑おさえきれなくなる。俺もまだまだだね」

「……シローさん？」

　茜は士郎が怒るのを見るのも、こんな悲しそうな瞳をするのを見るのも初めてだった。

「そうだよ」

　士郎は眼鏡をかけ直す。

「俺は風峰グループの総そう裁さいの長男として生まれ、後こう継けい者しやとみなされている。そして、その通りに振ふる舞まうことを、数十万のグループ関係者から期待されているんだ。俺も、風峰という組そ織しきの所有物に過すぎない……」

「そんなことない！　シローさんは風峰の所有物なんかじゃないよ！」

　茜は思わず声を張り上げていた。

「だって、シローさんはＳ＆Ｓの、あたしたちみんなのリーダーなんだから！」

「ありがとう、アカネちゃん。俺は二美花ちゃんを自分と同じにしたくない。わがままだね」

　士郎はふっと微笑ほほえむと、運転手に向かって告げた。

「阿あ佐さヶが谷やの屍桜屋や敷しきにやってくれ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ここ、お前んちに近くないか？」

　ＪＲの御徒町駅を出た亨は、一心に言った。

「まあ、遠くはないけどな。ここいらあんまし来たことねえぜ」

　一心と母のかおるが住むマンションは、東上野になる。

　上野は隣となりの駅だが、一心が幼おさない頃に帰国してから遊び場にしていたのは、もっぱら動物園や博物館が並ならぶ界かい隈わい。

　アメ横のある、雑ざつ然ぜんとした御徒町とは反対側に当たる。

「土地鑑かんなしかよ、使えねえ」

「放っとけ」

　一心は理子のメモと地図を見み比くらべながら、法月の事じ務む所しよを探さがす。

「……この地図、どっちがこの道だ？　ええと、これが不忍しのばず通り……違ちがった」

「貸かせ！　俺が見る！」

　イライラして地図を引ったくろうとする亨。

「よせ！　このへんは俺の方が詳くわしい！」

「さっき土地鑑ないって認みとめたのは、お前だろうが！」

「お前よりマシだってんだよ！」

「なんだと！　俺は人間カーナビって呼ばれてんだぞ！」

「最近のカーナビは、女の子が寄よってくると真っ赤になるのか！」

「ここでそれを持ち出すか！」

　揉もめ出した二人を、通つう勤きん、通学の人たちが囲み始める。

「……あれ、Ｓ＆Ｓの？」

「そうだよ！　イッシンくんとトオルくん！」

「何かの撮さつ影えいかな？」

「きっとさ、『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』だよ！」

「あたし、サイン貰もらいた～い！」

　カメラ付き携けい帯たいを向ける女の子たち。

　数が増ふえてきた野や次じ馬うまに、ようやく一心たちは気がついた。

「………」

「……ヤバイな」

「一いつ旦たん逃げるぞ」

「おう」

　ささやき合う二人。

　そして。

「あ！　あれは！」

　二人は同時に、駅の方を指さした。

　一いつ瞬しゆん、野次馬たちの目がそっちに集まる。

「今だ！」

「逃げろ！」

　二人は姿し勢せいを低くすると、一目散に反対方向に向かって走り出していた。




「……で、結局一時間かよ」

　ようやく野次馬を振ふり切った一心は、膝ひざに手を置いて呼こ吸きゆうを整えた。

「ここ、どこだ？」

　あたりを見み渡わたす亨。

　そこに。

「こんなところで何やってるのよ？」

　二人の背せ中なかでよく知っている声がした。

「夏紀？」

　振り返る一心。

　そこには、自分たちを見つめる矢代夏紀と菊きく地ち美み紗さの姿すがたがあった。

　美紗も、夏紀と同じく一心たちのクラスメート。

　一心たちの事務所で、キャラクター商品の制せい作さくを手伝っているのだ。

「お、お二人はやっぱり、そういう関係だったんですか～」

　啞あ然ぜんとした表情の美紗は、抱かかえていた大きな紙かみ袋ぶくろをアスファルトの上に落っことした。

「あんたねえ」

　こめかみを押おさえる夏紀。

「アカネが相手ならともかく……トオルくんとなんて」

「何言ってんだ、お前ら」

　眉まゆをひそめる一心。

　その一心の肩かたを、亨が叩たたく。

「……これ」

「ん？」

　振り返った一心の目に飛び込こんできたのは、
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　という文字。

「どわ！」

「ここ、ラブホテル街の真ん中だぜ……」

　亨は思わずしゃがみ込む。

　二人はいつの間にか、上野のやや西に位置する鴬うぐいす谷だにのラブホテル街に迷まよい込んでいたのだ。

「不ふ潔けつです、大地くん！」

　泣き崩くずれる美紗。

「あのな！　誤ご解かいだ、誤解！」

　隣となりの亨は、女じよ性せい恐きよう怖ふ症しよう。

　同年代の女の子が二人もそばにいると顔が真っ赤になって何も言えないので、それが余よ計けいに美紗の誤解を招まねく。

「聴きく耳持ちません！」

　美紗は耳をふさいでイヤイヤをする。

「……夏紀、こいつを何とかしてくれ」

「まあ、それはそれとして……」

　夏紀は、美紗を放っておいて尋たずねる。

「本当のところはどうしたの？」

「いや……」

　茜が夏紀に二美花のことを話したことは聞いていたので、一心はかいつまんで説明する。

「……じゃあ、御徒町にいるはずなのに、どうして鴬谷にいるのよ？　上野を挟はさんで真反対じゃないの？」

　話を聞き終わった夏紀が腕うでを組んで睨にらむ。

「それが俺も不思議だ。……って、お前らだって女二人でこんなところにいるの、おかしいだろ？」

「私たちは、美紗が今度のキャラクター商品で使う布ぬのを、日につ暮ぽ里りまで見に行った帰りよ。私の家、この近くだもの」

「そうなんですよ～。これから夏紀ちゃんの家で、新しん製せい品ひんの〝Ｓ＆Ｓドール・ホラームービー篇へん〟を作るんです～」

　ようやく誤解の解とけた美紗が、ニコニコしながらうなずく。

「ちなみに、イッシンくんはミイラ男で、トオルくんは狼おおかみ男おとこですよ～」

「そ、そっか」

　一心のマンションも、ここからはほんの十分の距きよ離りだ。

「そう言えば、さっきマネージャーを見たわよ」

　夏紀がふと思い出したように告げた。

「どこで？」

　と、一心。

「この近く。男の人と一いつ緒しよだったんで、声をかけるのは止やめにしたけど」

「……おいおい」

「でも～」

　首をひねる美紗。

「デートというよりは、男性を拉ら致ちしている印象でしたねえ～」

「……必死だな、あの年になると」

　一心は憐れん憫びんの表ひよう情じようを浮うかべた。

「まあ、それはいいから、住所のメモと地図」

　夏紀は一心の手からメモを奪うばい取ると、それを見ながらサッと略りやく地図を描かき上げる。

「ほら、ちゃんと行きなさいよ」

「ああ、サンキュ」

　一心は軽く手を振ふると、再ふたたび御徒町に向かう。

「じゃあな」

　亨もようやくそれだけ言うと、ホッとしたように一心に続いた。




「留る守すか？」

　雑ざつ居きよビル三階の法月の事じ務む所しよの前に立った一心は、亨を振り返った。

「窓まどは暗かったからな」

　と、亨。

「ま、一いち応おう」

　一心はインターフォンを押す。

　返事はない。

「……ダメだ」

　五回、インターフォンを押してから一心は頭を振った。

「とりあえず、今日は帰ってアカネたちの方の収しゆう穫かくを聞くか？」

「そうだな」

　と、亨がうなずいたその時。

「ちょっと」

　誰だれかが、一心たちの背せ中なかに声をかけた。

　二人が振り返ると、そこには厚あつ化げ粧しようの男の大きな顔があった。

「！」

　思わず跳とび退すさる一心たち。

「何よぉ、失礼ねえ」

　事務所の社長、芹せり沢ざわ忍しのぶの一いち卵らん性せい双そう生せい児じのようなその男は、脂あぶらぎった額ひたいにしわを寄よせたが、すぐに二人が誰なのか気がついて顔を明るくする。

「……あら、あなたたち、Ｓ＆Ｓのトオルちゃんとイッシンちゃんじゃな～い！　あたし、あなたたちのファンなのよぉ～」

「は、はあ、そうですか。……それはどうも」

　呆あつ気けに取られながらも一礼する亨。

「どうしたの、法月の源ちゃんに何かご用事？」

　男は香こう水すいがプンプン臭におう顔を一心に寄せる。

「源ちゃんなら、さっき出かけたわよ」

「あの、あなたは？」

　男の顔の圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに、一心も思わず言葉遣づかいが丁てい寧ねいになる。

「あたし？　あたし、このお隣となりの部屋で派は遣けん業をやってるの。派遣業って分かる？　全国のイベントとかにコンパニオンを送って、仲ちゆう介かい料を頂いただくお仕事。けど、バブルが崩ほう壊かいしてからさっぱりでねえ～。おまけに若わかくて売れそうな子はすぐに引き抜ぬかれ……」

「あの、法月さんはどこに出かけたのか聞いていませんか？」

　長くなりそうな話を遮さえぎって、亨が尋たずねる。

　女の子はダメでも、オカマは平気らしい。

「ごめんなさいね、聞いてないの。……けど、ずいぶんと若い女の子と一緒だったわぁ」

　男はあご先に指を当てて言った。

「サングラスで変へん装そうしてたけど、あたし、仕草とか歩き方で女の子の年ねん齢れい、大体分かるのよねえ。背が高くてぇ、髪かみの短い子。そう、アイドルでいえば……彩乃二美花みたいな感じかしら？」

（……本人だ）

（二美花に間ま違ちがいないな）

　調べた範はん囲いでは、法月のまわりに二美花と同世代の少女がいるという話は聞いたことがない。

　二人は顔を見合わせてうなずく。

「それ、どのくらい前のことです？」

　身を乗り出して尋ねる一心。

「ん～と、一時間……半ぐらい前かしら？」

　駅前での騒そう動どうがなければ、間に合った時間である。

「くそっ！　どうする？」

　亨が壁かべにこぶしを叩たたきつけた。

「今からじゃ、足取りは追えないな」

　一心も唇くちびるを嚙かむ。

「……あの～」

　悔くやしそうな表ひよう情じようの二人に、派遣業者の男がオズオズと声をかける。

「もしかしたら、どこに行ったのか、分かるかも知れないわよ？」

「心当たりがあるのか!?」

　と、一心。

「違うわよ。だけどね……」

　男は法月の事務所の前のドアマットをめくった。

「源ちゃん、ズボラだから鍵かぎを忘わすれた時のために合鍵をここに置いているの」

「いいのかな？」

　一心は床ゆかの鍵を拾い上げる。

「不法侵しん入にゆうだろ？」

　眉まゆをひそめる亨。

「大だい丈じよう夫ぶよ。黙だまってりゃ分かりっこないわよ」

　男は根こん拠きよもなく請うけ合う。

「あたしは口が堅かたいしね。それじゃ、あたしは戻もどるけど、何かあったら呼よんでくれてもいいわよ」

「……この際さい、できることは何でもやるか」

　男がウインクして自分の事じ務む所しよに戻ると、一心は鍵を鍵かぎ穴あなに差し込んで回した。

「どうせここまでやったんだ」

　亨が大だい胆たんにも照明をつける。

　机つくえとキャビネット、接せつ客きやく用ようの応おう接せつセット。

　奥おくには、給湯設せつ備びらしいものもある。

　どうやら法月は普ふ段だんここに寝ね泊とまりしているらしく、ソファーのそばには毛もう布ふもある。

「大地一心、熱愛報ほう道どうの後は事務所荒あらし、と」

　部屋の奥から調べ始めながら亨がつぶやく。

「お前も同どう罪ざい。理子さんのニュースで名前が出るぜ」

　と、机とキャビネットを開いてみる一心。

「出ねえよ。未成年だから、せいぜいアイドルＡだって。……二美花が来た割わりには、お茶を出した様子もない。接客がなってねえな」

　二人はしばらく狭せまい事務所内を探たん索さくしていたが、やがて……。

「おい、これ」

　一心がキャビネットから分ぶ厚あついファイルを見つけ出し、デスクの上に開いた。

　先ほど、法月が二美花に見せたファイルである。

「……二美花が誘ゆう拐かいされた時の記事の切り抜きか？」

　ページをめくりながら亨が言った。

「これは？」

　一心は写真がクリップで留とめられた一枚まいの紙を取り出した。

　どうやら、探たん偵てい社しやの調ちよう査さ報告らしい。

「泉水宗太郎？」

　顔をしかめる亨。

「事じ件けんと関係が？」

「プロフィールに目を通してみろよ。アメリカ留りゆう学がくが、二美花の誘拐事件の直後。その後の記録はない」

「親父は政せい治じ家かかよ」

「らしいな」

　一心は泉水のプロフィールをコピー機で複ふく写しやし、ポケットに入れる。

「これだけ分かれば、今んとこは十分だろ」

「ああ、玲さんには十分な手がかりだな」

　二人は部屋をなるべく元の通りに戻すと、外に出て鍵を閉しめた。
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　　窓まどから差し込こむ朝の日差しが

　　翼つばさ折られた背せ中なかを

　　血のように染そめる

　　愛の茨いばらに締しめつけられて

　　苦く悶もんの叫さけびを上げる

　　恋こい人びとたち

　　燻くすぶり続ける猜さい疑ぎ心しん

　　瞳ひとみに映うつる裏うら切ぎり




　　悲しみの来る場所を探さがしても

　　虚むなしさが募つのるだけ

　　僕ぼくらは見えない糸に

　　操あやつられたｍａｒｉｏｎｅｔｔｅマリオネット

　　ここにない理由

　　誰も知らない原理

　　揺ゆれ動く基き準じゆん

　　作り物の感かん情じよう

　　借り物の理り性せい

　　自分の目では何も見ず

　　人の言葉に耳を閉とじ

　　暗くら闇やみを心の殻からにして

　　夢ゆめの奥へと閉じこもる




　　今、どこに立っているのかさえ

　　定さだかではないのに

　　誰もが見えない鎖くさりに

　　縛しばられたｍａｒｉｏｎｅｔｔｅ

　　ここにない理由

　　誰も知らない原理

　　揺れ動く基準

　　作り物の感情

　　借り物の理性

　　自分の目では何も見ず

　　人の言葉に耳を閉じ

　　暗闇を心の殻にして

　　夢の奥へと閉じこもる

　　悪あく夢むの奥へと






　午後九時の渋しぶ谷や公会堂。

　プラティウムはサマー・ツアー開かい幕まくのライブ、アンコールの曲を終え、歓かん声せいを浴びながらステージ袖そでに戻もどっていた。

「ねえ」

　スタッフに挨あい拶さつして控ひかえ室に向かう響ひびきの背中に、純じゆんが躊躇ためらいがちに声をかけた。

「イッシンのアホが、彩乃二美花とフォーカスされたの、見た？」

「ああいう雑ざつ誌しは趣しゆ味みじゃないからね」

　響は歩きながら答える。

「その記事がどうかしたのかい？」

「あのさ」

　純はちょっと困こまったような顔になる。

「あの前の日、俺おれたち、同じ番組に出てたろ？　二美花とイッシンがギターの練習するって話をどこかでしてたの、聞いてたんじゃ……？」

「それで？」

　はぐらかすように肩かたをすくめる響。

「……まさか、その話、響が写真誌に流したんじゃないよね？」

「純」

　響は足を止めて振ふり返り、笑え顔がおを見せた。

「僕はそんな話は聞いていないよ。それに、彩乃二美花さんを、プラティウムとＳ＆Ｓの間の問題に巻まき込むつもりはない」

「なら、いいんだけど……」

「やれやれ、信用がないな、僕も」

「ご、ごめん、響」

「それより、純、今日は僕、これから用があるんだ」

「一いつ緒しよに行っていい……用事じゃないんだよね？」

　響の口調に、自分を拒こばむ雰ふん囲い気きを感じ取った純は顔を伏ふせる。

「すまない」

　響は純の頭を軽く撫なでた。
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　新宿。

　午後十時過すぎ。

　法月は二美花とともに、安酒場が並ならぶゴールデン街と呼よばれる一画を訪おとずれていた。

「こんなところに何の用？」

　二美花は安酒と吐と瀉しや物ぶつの臭においに辟へき易えきした顔で法月に声をかけた。

「ヤツの居い所どころが知りたいんだろ？　ならば黙だまってついて来るんだな」

「………」

　二美花は足元のおぼつかなくなったサラリーマンや学生の酔よっ払ぱらいを避よけながら、法月の背せ中なかから離はなれないように歩き、一いつ軒けんの縄なわ暖の簾れんをくぐった。

「あいつはいるか？」

　カウンターしかない狭せまい店内に入ると、法月は主人に声をかける。

「見りゃ分かんだろうが」

　主人は素そっ気けなく答え、あごで奥おくを示しめす。

「よっ」

　よれよれのダークイエローのジャケットを着た小こ柄がらな男が、法月の姿すがたを認みとめて手を挙げた。

　法月と二美花は、その傍そばの椅い子すに座すわる。

「注文」

　と、店の主人。

「酒。あとは適てき当とうに」

「わ、私も」

　店の主人が背中を向けると、法月はジャケットの男を指さして二美花に説明する。

「こいつは俺の古いダチでね」

「ま、いわゆる事じ件けん屋やだ」

　男は猫ねこ背ぜになり、コップの底にわずかに残った酒を舐なめていた。

「あんたが俺のところに来るってことは、相当切羽詰つまってるってこったな」

「まあな」

「そっちのお嬢じようさんは……」

　法月の肩越ごしに二美花を見る事件屋。

　二美花がほんの少し、サングラスをずらすと、事件屋の口から、楊よう枝じが落ちた。

「おいおい、冗じよう談だんだろ？　あんた、雑誌に出てた……」

「このことは内ない密みつにな」

　法月が釘くぎを刺さす。

「分かった。余よ計けいな好こう奇き心しんは持たないってのが俺の処しよ世せい術じゆつだしな。で、用件は？」

「泉水宗太郎」

「おいおい」

「頼たのむ」

「泉水か……」

　事件屋は、〝バヤリース・オレンジ〟という白い文字の入ったコップを振って、お替かわりを催さい促そくする。

　法月は主人の袖そでを引っ張ぱり、事件屋のコップに酒を注がせた。

「深くは詮せん索さくしねえよ。けどあんた、確かく実じつにヤバいところに足突つっ込みかけてるぜ」

　縁ふちから溢あふれそうになる酒を啜すすりながら、事件屋は言った。

「ああ、そうだな」

　法月は認める。

「で、商売をする気はあるのか？」

「まあ、待てよ。心当たりを当たってみる」

　事件屋は携けい帯たいを取り出しながら、一いつ旦たん店の外に出た。

「信しん頼らいできるの、あの人？」

　こっそり尋たずねる二美花。

「代金分の仕事はする。……たまにな」

　数分後、戻もどってきた事件屋は、襟えりのあたりを爪つめで搔かきながら同じ席に座った。

「やばい仕事には手を出さないっていう、あんたの普ふ段だんのポリシーからは、外れてるよな？」

　と、事件屋。

「金さ」

　法月は肩かたをすくめる。

「……まあ、いい」

　事件屋は、箸はし袋ぶくろに鉛えん筆ぴつで何かを書き込んだ。

「ここに住んでたって情じよう報ほうがある。もっとも、先月までの情報で、今は分からんがね。幾いくつか偽ぎ名めいを使っているが、この部屋は鈴木の名前で借りている」

　法月は黙だまって五枚まいの紙し幣へいを事件屋のコップの下に置くと、立ち上がって二美花を振ふり返る。

「さっそく行ってみるか？」

「ええ」

　二美花も、べとつくビニール張りの椅子から腰こしを上げる。

「ここの勘かん定じよう、今の金の中から払はらっといてくれ」

「ああ」

　事件屋は背を向けたまま法月たちに手を振ると、コップ酒をもう一いつ杯ぱい注文した。
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　同じ頃ころ。

　村むら雨さめ響は、紀き尾お井い町の高級ホテルの最上階ラウンジにやってきていた。

「お父さん」

　窓まど際ぎわのテーブル席から夜の街を見下ろしていた中年の男だん性せいに声をかけ、響は向かい合う席に座る。

「お久ひさしぶりです」

「やあ」

　どのような距きよ離りを保たもてばいいのか、途と方ほうに暮くれているような微笑ほほえみを男は見せた。

「何か飲むかい？　いや、君はまだ、未成年だったね」

「カプチーノを」

　響はウエイターを自分で呼よんで注文する。

「……母は……御ご迷めい惑わくをおかけしていませんか？」

「とんでもない。お互たがい子連れで再さい婚こんして四年になるが、君のお母さんに対する私の尊そん敬けいの念は深まるばかりだ」

「達たつ郎ろう君は？」

「来年は中学に入るんだ。君のＣＤはすべて買っているよ。我わが家では、一番熱心なプラティウム・ファンじゃないかな？　そう言えばどうだね、ツアーの方は？」

「チケットが完売して、追加公こう演えんをやらないかっていう話が出ているところですよ」

　近きん況きようを語り合っているうちに、薫かおり高いコーヒーが運ばれてきた。

「……それで？」

　ソーサーから摘つまみ上げたシナモン・スティックでカップを攪かく拌はんしながら、響はまっすぐに義ぎ理りの父親の顔を見ながら切り出す。

「何があったんです？」

「真ま希きを殺した男が……弁べん護ご士しを通して連れん絡らくしてきてね」

　義父は口元で手を組むと、声を絞しぼり出すようにして言った。

「自分は唆そそのかされただけだ。もうひとり、別の人間がいて、真希に直ちよく接せつ手を下したのはそいつだというんだ」

「何をいまさら！」

　静かなラウンジで張り上げた声が、まわりの注意を引いた。

「……噓うそに決まっていますよ。裁さい判ばんで情じよう状じよう　酌しやく量りようを勝ち取ろうという」

　響は冷静さを取り戻そうと、カップを口に運ぶ。

「私もそう思う。警けい察さつもそう考えて、新たな捜そう査さはしない方ほう針しんだ。だがね、響くん、本当のところは誰だれにも分からない」

　義父は、ルビー色の液えき体たいに満たされたグラスに視し線せんを落とした。

「ただ、彼は真ま面じ目めで熱心な教きよう師しだったし、真希も尊敬していた」

「その熱心な教師が無言電話に脅きよう迫はく状じよう、真希の部屋への侵入を繰くり返し、誘ゆう拐かい、監かん禁きんした上に命まで奪うばったんです」

「確たしかにそれは事実だ。だがね、響くん、あの先生が何のきっかけもなくあんな行動に出たとは、今でも信じられないんだよ」

「……それで、ヤツは共きよう犯はん者しやの名前を？」

「いや、名前は知らないそうだ。その男の方から近づいてきて、真希を自分のものにするよう唆したらしい」

「噓だ。噓に決まっている」

　響は自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「そうであって欲ほしいと思うよ。もう誰も憎にくみたくはないからね。復ふく讐しゆうをたくらむ者の傷きず口ぐちは、いつまでもふさがらない……思想家のフランシス・ベーコンの言葉だ」

　二人はしばらく、そのまま無言で向かい合っていた。

　いつの間にか時間が経たち、ラウンジの客も、響たちを含ふくめて二、三組にまで減へっている。

「君が真希に対して妹以上の感かん情じようを抱いだいていることを知った時、私は正直戸と惑まどったよ」

　義父は話題を変えた。

「でも、君は誠せい意いを尽つくしてあの子を愛してくれた。ありがとう、あの子は幸福だった」

「真希がいてくれて幸福だったのは僕ぼくの方です。真希が僕の作った歌を好きだと言ってくれたから、僕は音楽を続けられた。真希がプラティウムを創つくったんです」

「君がそれほどまでに真希を想おもってくれていることは嬉うれしい」

　義父の目がふと、哀かなしみの色を帯びる。

「……それでも、君が今やろうとしていることは間ま違ちがっているよ」

「何の話です？」

　響の表情がわずかに曇くもった。

「達郎から聞き出した。君が、ある人物に対してしようとしていることについてね」

「……彼には」

　響は認みとめた。

「真希を救えるだけの力があった。彼は、真希を見み捨すてた。ある意味、直接手を下した人間よりも罪つみは深い」

「その人物への復讐が終わったら、次は誰だい？　何度も相談に行ったにもかかわらず、動いてくれなかった警察？　同どう僚りようを止められなかった学校の先生たちかい？　それとも、真希のクラスメートかな？」

　義父は頭を振ふる。

「違う。罪を背せ負おうべきは私や達郎。一番身近にいた家族だよ」

「お父さん……」

「家に帰っておいで。家族三人はやはり淋さびしい。君の母親の再さい婚こん相手であっても、私は本当の息子むすこのように君のことを思っているんだ」

「ありがとうございます」

　響は席を立って一礼した。

「でも、もう引き返せないところまできているんですよ」

「響くん……」

「母のこと、よろしくお願いします」

　響はそのまま背を向けると、ラウンジを出て行った。
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「東京の〝吹ふき溜だまり巡めぐり〟ツアーにでも参加しているようだわ」

　日本語とほぼ拮きつ抗こうする割わり合あいで中国語とスペイン語が飛び交かう新大久保の街。

　その雑ざつ踏とうを歩きながら、二美花もさすがに辟へき易えきした表情を見せた。

「まあ、近場で助かったじゃないか」

　法月は肩かたをすくめる。

　新大久保は、新宿から一駅。

　事じ件けん屋やから手に入れた情じよう報ほうによれば、泉水宗太郎の住む場所はこの近くの安マンションらしい。

「政せい治じ家かの息子が、こんなところに？」

「親からは見捨てられたらしいな。尻しり拭ぬぐいに飽あき飽きしたか？」

　箸はし袋ぶくろに書かれたお世辞にも達筆とは言えない文字を解かい読どくした法月は、ゴミ捨て場を突つつくカラスに睨にらまれながら、五階建てのマンションの前に立つ。

「四階の二号室」

　変形してペンキの剝はげた郵ゆう便びん受けで部屋を確かく認にんするが、住人の名前はない。

「……どうした？　ここまで来て怖おじ気けづいたか？」

　法月は、入口のところに立つ二美花を振り返った。

「………」

　二美花は頭を振り、法月に続いてエレベーターに乗る。




「いないようだな」

　部屋の前に来た法月は、電気のメーターが動いていないことを確認して頭を振った。

「まだ帰っていないだけか、それとも、他ほかの場所に移うつったか？」

「近所に聞いてみる？」

「こんな時間にか？　明日出直そう」

「……待って」

　試ためしにドアノブを握にぎってみた二美花が、法月を引き止める。

「開いてる」

「……何だって？」

　そっとドアを開く二美花。

　途と端たんに、奥おくからむせ返るような臭においが吹き出してくる。

「電気はつけるな。泉水が外から戻もどってきた時に、部屋に誰かがいるのが分かる」

　部屋に入ってゆく二美花に声をかけた法月は、愛用のジッポーに火をつけて室内を小さな炎ほのおで照らし出す。

「何なの？」

　薄うす暗ぐらい部屋の床ゆかには、ダンボールが何重にも敷しき詰つめてあった。

　壁かべにもダンボールが、ガムテープで止めてある。

　台所には、即そく席せきラーメンのカップやレトルト食品のプラスティック容よう器きが、洗あらいもせずに積み重ねられ、蠅はえが集たかっている。

「少なくとも泉水は、潔けつ癖ぺき症しようではないらしい」

　と、法月。

　二美花は靴くつのままダンボールの上を進み、奥の部屋へと進む。

「……あれは」

　障しよう子じを開けた二美花の目に飛び込んできたのは、カーテンの隙すき間まから漏もれ込むネオンの明りに照らされた赤い物だった。

「赤い靴……！」

　それはダンボールの上に転がる一組の赤い靴だった。

「私……これと同じ靴を……！」

　赤い靴を履はいた脚あしを撫なで回す、見知らぬ手。

　不ふ快かいな感かん触しよくが突とつ然ぜん、二美花の脳のう裏りに甦よみがえる。

「おい！」

　崩くずれ落ちそうになる二美花を支ささえる法月。

　だが。

　法月も赤い靴の方を見ると、手にしたライターを思わず落としそうになる。

　落ちていたのは、靴だけではなかった。

　その靴は、幼おさない少女の素す足あしに履かれたまま、血で赤黒く染そまったダンボールの上に転がっていたのだ。

「むごいことを」

　少女の白い四し肢しは妙みような形に捻ねじれ、恐きよう怖ふの表情を浮うかべた顔は殴なぐられたのか、かなり腫はれ上がっていた。

　法月は部屋に充じゆう満まんしていた臭いが、腐ふ敗はい臭しゆうであることに気がつく。

「吐はくならトイレに行ってからにしろ」

　口を覆おおう二美花を、法月が制せいした。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　何とか吐き気を堪こらえることに成功した二美花は、法月を振ふり返る。

「これ、どういうこと？」

「あいつは君を誘ゆう拐かいした時から、全然変わっちゃいなかったってことさ。……くそ！」

　法月は、部屋の中で自分たちの触ふれた場所の指し紋もんを拭ふき取りにかかった。







　悪意　失しつ踪そう三日目深夜～







「抜ぬき差しならない状じよう況きようだな」

　泉水いずみのマンションを出た法のり月づきは深しん呼こ吸きゆうをすると、携けい帯たいを取り出した。

「警けい察さつに」

「やめて」

　二ふ美み花かはその手をつかむ。

「そうはいかない」

　法月は頭を振り、二美花の手を解ほどこうとする。

「私たちの足あし跡あとが、あの部屋のダンボールの上に残っているんだ。下へ手たをすれば犯はん人にん扱あつかいされるぞ」

「今、警察に連れん絡らくしたら、私、もう動けなくなる！　泉水を探さがせなくなるわ！」

　二美花は、法月の腕うでをつかんだまま離はなさない。

「……公こう衆しゆう電話から、匿とく名めいで知らせる」

　とうとう法月は根負けした。

「それならいいだろう？」

「……分かったわ」

　二美花はやっとうなずいた。
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　村むら雨さめ響ひびきはいつの間にか小さな公園にたどり着いていた。

「……ブランコ、か」

　響はペンキの落ちかけたブランコを見つけるとそれに座すわる。

　キイッと軋きしむ小さな音。

「そうだ、確たしかあの日も……」

　響はつぶやいた。




　一年半近く前のある朝。

　響と義ぎ妹まいの真ま希きは、家の近くの公園に来ていた。

　夜明けから間もない時間なので、ほとんど人ひと影かげはない。

「ね、あれ乗りたい！」

　真希はブランコに乗ると、勢いきおいよく地面を蹴ける。

「中学生にもなって、近所でブランコなんて」

　ブランコの支し柱ちゆうに手をかけて響は笑った。

「しょうがないよ、響くんレッスンで忙いそがしくて、一いつ緒しよの時間なかなか作れないんだもの」

「う……それを指し摘てきされると辛つらいな」

「ねえ、押おして！」

　真希はブランコを漕こぎながら響に声をかける。

「恐こわがるなよ」

　響は真希の背せに回りこみ、軽くその背中を押した。

　二人はしばらくそのまま、黙だまってブランコで遊び続ける。

「……明後日からまたアメリカ？」

　しばらくして、真希は尋たずねた。

「うん……今度は四か月くらいかな？」

　響は背中を押す。

「……遠いね、アメリカ」

「手紙書くし、電話するし、メールする」

「……この前の時、連絡するの時々忘わすれたよ」

「ごめん」

「ねえ、響くん」

「何？」

「お願いがある」

「お土産みやげ？」

「今度じゃないよ」

　真希はブランコの上から振ふり返って微笑ほほえんだ。

「もし、デビューして響くんが有名になったら」

「なったら？」

「私のこと、忘れてもいいから一回だけ」

「絶ぜつ対たいに忘れない」

「……一回でいいから、私だけのために唄うたって」

　真しん剣けんな眼まな差ざし。

「……分かったよ。真希のために唄う」

　響は背中を押す手を止めてうなずく。

「ありがと」

　真希は響に寄よりかかり、どこまでも青い空を見上げた。
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「これが終わったら……約束を果たすよ、真希」

　響は星のない夜空に目をやると、足元の空き缶かんを蹴った。
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「新大久保のマンション、埼玉県けん警けいの方から連れん絡らくが来ていた女の子に、間ま違ちがいないのかい？」

「らしいっスね」

　一時間後。

　警けい視し庁ちよう第一課特とく殊しゆ犯はん捜そう査さ係の結ゆう城き政まさ宗むね管理官は、珍めずらしく自分のデスクに着きながら、あくびを嚙かみ殺す乾いぬい七なな瀬せ警部補ほから報ほう告こくを受けていた。

「あのね、アホの乾君。間違いないのかと聞かれたのに、〝らしい〟って返答はないだろう？」

「はいはい」

　七瀬は上司への尊そん敬けいの念を欠片かけらほども感じさせない態たい度どで、現げん場ばからの報告を読み上げる。

　事じ件けんの概がい要ようはこうだ。

　通報があり、異い臭しゆうがするというマンションに警官が行ってみると、そこには腐ふ乱らんしかけた少女の全ぜん裸ら死体が転がっていた。

　もっとも、全裸とは正せい確かくではない。

　赤い靴くつだけは身につけていたのだから。

　年齢は八歳から十歳。

　絞こう殺さつらしき跡あとが首に残っている他ほか、全身に殴おう打だの痕こん跡せき。

　どうやら暴ぼう行こうも受けているらしい。

　誘ゆう拐かい殺人と睨にらんだ強行犯係の刑けい事じが、誘拐事件を担たん当とうする特殊犯捜査係の七瀬に連絡。

　埼玉で捜そう索さく願の出ている八歳の少女であることを、七瀬がリストから調べ上げたのだ。

「匿とく名めいの通報は、マンション近くの公こう衆しゆう電話から。男の声で、四階の２号室から異臭が漂ただよってくるので注意して欲ほしい、との内ない容ようだったっス」

「関わり合いを恐おそれたな」

　唸うなる結城。

「または、犯人自身からか」

「げっ、こいつが珍しく頭使ってる」

　小声でつぶやく七瀬。

「ともかく、これは埼玉県警の事件っスよね？」

「そ～も言ってられないでしょ？　こっちも面子メンツがあるから、たぶん、合同捜査本部の設せつ置ちってことになるよ」

「……かったるいっすね」

　帰りかけた七瀬は、ため息をついた。

「おや、珍しく気が乗らないようだね」

「この手の事件、苦手なんっスよ。胸むなくそが悪くなるっつ～か」

「それは僕ぼくも一いつ緒しよだよ」

　結城は真ま面じ目めな顔になる。

「……けど、戒かい名みようはどうなるんだろうねえ？　まさか所しよ轄かつの署しよ長ちよう、赤い靴少女全裸殺人事件、なんて言い出さないと良いけど？」

　戒名というのは、捜査本部に掲かかげる事件の呼よび名を示しめす符ふ丁ちようだ。

「それじゃ二時間ドラマのタイトルっスよ」

　七瀬は腕うで時計を見る。

　時じ刻こくはすでに零れい時じを回っていた。
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「今夜はみんな、ここに泊とまることになりそうだね」

　屍し桜ざくら屋や敷しきの居い間まの柱時計を見た士し郎ろうは、済すまなそうにニコルの顔を見た。

「シローたちは歓かん迎げいするわ」

　眠ねむ気けで半分トロンとした目のニコルは答える。

「食事してくるだけ、どこかの誰だれかさんよりマシ」

「るっせえな」

　一いつ心しんは、玲れいの作ったビーフ・ストロガノフを胃に流し込こみながらニコルを睨む。

「お前の世話にはなってないだろうが！」

「レイに迷めい惑わくかける方がよっぽど悪いわ」

　あくびを嚙み殺しながら言い返すニコル。

「そんな難むずかしい料理じゃない、気にすることはないよ」

　玲は微笑ほほえむ。

「それよりニコル、明日は早いんだから、もう寝ねた方がいい」

「……分かってる」

　ニコルはブツブツ言いながらも、居い座すわり続ける。

（へえ、玲さんにあんな言い方するなんて、今日はニコちゃんずいぶんと不ふ機き嫌げん）

　と、三皿目のビーフ・ストロガノフを平らげながら思う茜あかね。

　実は屍桜屋敷に戻もどる前に、士郎や宏こう太たと一緒に夕食はしっかり取っている。

　それも、士郎行きつけの高級フレンチで。

　つまりこれは二度目の夕食なのだ。

「それで、俺おれたちの調べたこと、何か役に立ちそうかな？」

　亨とおるが玲に尋たずねる。

「もちろん」

　法月の事じ務む所しよから取ってきた資し料りようを見て、玲はうなずく。

「今夜中に、この泉水という人間について調べてみるよ。だが、恐らく……」

「恐らく？」

　茜が聞き返す。

「この男、十年前の事じ件けんの犯はん人にんだろう」

「え～！」

　と、素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、もちろん宏太。

「どうして二美花さんが、自分を誘拐した犯人を追いかけているんです？」

「過か去この自分と決着をつけるため……かも知れない」

　遅おそい夕食を終えた一心が、皿をテーブルに置いてソファーに寄よりかかる。

「ま、俺はあいつじゃないから確たしかなことは言えないけどな」

「……大だい地ちくん、その言い方、ちょっと冷たくない？」

　不服があることを視し線せんで示す茜。

「じゃあお前はあいつのこと、本当に知ってるって断だん言げんできるか？」

「……う」

　二美花は、今度の一件について何も自分に相談しようとはしてくれなかった。

（けど、それでもあたしは……）

　芸げい能のう人じんでも何でもない、ひとつ年下の自分に、ごく普ふ通つうに接せつし、親友だと言ってくれた二美花。

　その言葉を、茜は信じたいと思うのだ。

「いずれにしろ、何な故ぜ今になって、という疑ぎ問もんは残りますね？」

　士郎が玲を見た。

「今日の八や重えさんの態たい度どは明らかに不ふ審しんだったし」

「八重さん、警けい察さつには捜そう索さく願、出してないみたいですよ」

　宏太が八重の付き人から聞いたことを報ほう告こくする。

「二美花ちゃんの事務所の方にも、八重さん、警察に届とどけを出すのは待つように働きかけたみたい」

　と、茜。

「誘ゆう拐かい事件の際さい、蓮はす見み八重さんと二美花さんの間に何かがあったことは確かだろう。それが今回の失しつ踪そうにつながるものなのか、単なる親子の確かく執しつなのかは別として」

「親子の確執の悪い例が、ここにいますけど？」

　茜は一心を指さした。

　離り婚こんした父親と一心の折り合いは非ひ常じように良くない。

　一心が初めて屍桜屋や敷しきを訪おとずれたのも、実は父親に喧けん嘩かを売るためだったのだ。

「ど～してお前はこういう時に余よ計けいな話を持ち出す？」

　ギュウウウウウ！

「お前、このところ生意気！」

「痛いたひゃひゃひゃひゃひゃひゃ～！」

　一心は茜の頰ほっぺたを、伸のびるだけ引っ張ぱる。

　最近は引っ張られるのに慣なれて、以前より心持ち、頰っぺたの伸しん縮しゆく力りよくが増ましている気がする。

「しかし、こんな時に限かぎってあの女刑デ事カはいないのか？」

　茜の頰から手を離はなした一心は、玲に尋ねる。

「七瀬さんかい？　そう言えば、今日は姿すがたを見せないね」

「来なくて幸せ」

　ニコルはつぶやく。

　乾七瀬は、毎日のように屍桜屋敷にやって来ては飲み食いをする上に、一週間の半分以上は泊とまってゆき、その間、玲にべったりくっついている。

　ニコルにとってはまさに天てん敵てきだ。

「夕食を毎回ただで食べられたら、こっちの家計が苦しくなるもの」

　と、ニコルが鼻の頭にしわを寄せたその時。

「ただいま～、お腹なか空いたっス～！」

　玄げん関かんの方から七瀬の声がした。




「保ほ護ご者しやからの捜索願がないんじゃ、警察は動き難づらいっスよ」

　二美花の失踪を玲から聞いた七瀬は、頭を搔かいた。

「まあ一いち応おう、その泉水って男、洗あらってみるっスけど」

「ありがとう、助かるよ」

　玲はうなずいた。

「今日、遅おそかったですね？」

　茜が、温あたため直した玲特とく製せいのビーフ・ストロガノフを七瀬に差し出す。

「面めん倒どう臭くさい事件が入ったんスよ」

　七瀬はたっぷりとサワークリームをストロガノフに入れる。

「こっちじゃアレクセイの動きも張らなきゃいけないっていうのに」

　本来なら、アレクセイの監かん視しは公安外事一課の仕事。

　七瀬が首を突つっ込んでいるのは、縄なわ張ばり荒あらしの越えつ権けん行こう為いだ。

「太るぜ」

　と、ほとんど真っ白になったストロガノフの皿を見て顔をしかめる一心。

「余計なお世話っス」

「でも、面倒臭い事じ件けんってなんです？」

　宏太もそろそろ眠ねむくなってきたらしく、目を擦こすりながら尋たずねる。

「それが、埼玉県警との合同捜そう査さのヤマなんスけど、どうやら、もっと複ふく雑ざつになりそうで……」

　七瀬はスプーンを口に運びながら、頭を振ふった。

「いやあ、こっちも玲くんの手を借りたいと思ってたんスけど、それどころじゃないようっスね」

「泉水のことを調べてくれれば、こちらもできるだけのことはしますよ」

「だから玲くんって好きっス！」

　どこまでが本気なのか、七瀬は投げキスをし、事件の概がい要ようを説明する。

「半月ほど前に、埼玉の戸田で八歳の少女の行方ゆくえ不明事件があったの、覚えてるっスか？」

「ええ」

　うなずく玲。

「確たしか、下校途と中ちゆう、母親が事じ故こに遭あったと聞かされて、車で連れ去られた。途中まで一いつ緒しよだったクラスメートが、そう証しよう言げんしている事件ですね」

「そう、それ。こっちにも照会が来てたんスけど、その子が今夜、新大久保のマンションで遺い体たいで見つかったんスよ」

「それのどこが複雑なんだ？」

　一心が肩かたをすくめる。

「まあ、黙だまってきれいなお姉さんの話を聞きなさいって」

　七瀬はチッチと指を振る。

「変へん質しつ者しやの犯はん行こうらしく、被ひ害がい者しやはひどく殴なぐられ、暴ぼう行こうの跡あともあり。特とく徴ちよう的なのは、被害者はほぼ全ぜん裸らであったにもかかわらず、ただひとつだけ身につけていたものがあったこと……」

「それは何です？」

　チタン・フレームの眼鏡めがねを押おし上げる士郎。

「赤い靴くつ」

「靴……だけ？」

　その無残な光景を想そう像ぞうした茜は、ゴクリと唾つばを吞のみ込む。

「そう。被害者の両親に確かく認にんしたところ、その子が出かける時に履はいていた靴とは別物。で、もしやと思って、赤い靴に関連した事件が他ほかにも起きていないか、資し料りようを当たってみたら……」

　軽い口調だが、七瀬の瞳ひとみには犯人に対する激はげしい怒いかりがあるのが茜にも分かった。

「これがビンゴ。ここ五年ほどの間に、ほぼ一年に一件ずつ、神奈川、千葉、群馬の各県で類るい似じの事件が発生し、未み解かい決けつのままになってるんス」

「特定の品に執しゆう着ちやくし、定期的に衝しよう動どうを抑おさえられなくなる秩ちつ序じよ型の連続殺人犯……」

　玲はつぶやく。

「……分かりました。調べてみます」

　一方。

「……赤い靴、か」

　と、考え込む様子の一心。

「どしたの？」

　茜が顔を覗のぞき込む。

「いや、何か記き憶おくに引っかかってるんだが……」

　一心は頭を振った。

「……駄だ目めだ、思い出せない」

「お前、記憶力悪いからな」

　やれやれという顔をする亨。

「お前にゃ言われたくないっての！」

「はいはい、御お徒かち町まちの一件のことを思い出して、二人とも反省」

　話が別の方向に流れ出す前に、士郎が割わって入った。

「それで、どうします、玲さん？　明日もこのままで？」

「……いや、少し方ほう針しんを変えよう」

　玲は頭を振った。

「蓮見八重さんの方は、イッシンと女郎花おみなえし君。トオルくんとシローくんは、法月と二美花さんの足取りを直ちよく接せつ追って欲ほしい」

「妥だ当とうな組み合わせですね。この二人は別にしておきましょう」

　士郎は冷ややかな視し線せんで亨と一心を見た。

「……お前のせいだぞ」

「……そっちが悪いんだろが」

　正面切って反はん論ろんできない二人は、小声でお互たがいを責せめ合う。

「……ねえ、明日、『Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリー　Ｊポップ・カウントダウン　夏の特番スペシャル』の収しゆう録ろくがあるけど？」

　システム手帳でスケジュールを確認した茜が言った。

「今日、そのリハとダンスのレッスン、サボってるよね？　マネージャーさんに怒おこられないかな？」

「そ～いや、あの人、あれからどうしたんだ？」

　一心を見る亨。

「夏なつ紀きたちの話じゃ、まあ、うまくいきそうだったけどな」

「……お前、あの状じよう況きようをうまくいきそうって言うか？」

　と、その時。

　タララ、ラ、ラ、ラ～ラ～、タラ～ラ～ララララ～ラ～

　茜の携けい帯たいが、ＳＯＭＥＤＡＹの着メロを奏かなでた。

「はい！」

　電話に出る茜。

『女郎花茜！』

　次の瞬しゆん間かん、マネージャー、朔月みさおの声が茜の鼓こ膜まくをつんざいた。

『イッシンを出しなさい！　ど～せそこに全員いるんでしょ！』

「……やば」

　茜が手を伸のばして突つき出す携帯を、一心は渋しぶ々しぶ握にぎる。

「やあ、元気？」

『リハとレッスンをサボって、あんたら何やってたのよ！』

「分かってるくせに……」

　と、一心。

　みさおのこの荒あれ方、どうやらデートは不ふ首しゆ尾びに終わったようだ。

『二美花のこと助けようとするのは勝手だけど、自分たちのやるべきことをやってからにしなさい！　あんたたちがサボると、どれだけの数のスタッフが迷めい惑わくすると思ってんのよ！』

「……悪い」

　そのことに関してはマネージャーの怒いかりも当然だと思った一心は、素す直なおに謝あやまった。

「俺おれたち、そのこと忘わすれちゃいけないんだよな？」

『スタッフだけじゃないわよ。あんたたちはファンも裏うら切ぎろうとしてんの』

　一心の反省を感じ取ったみさおの声が、ほんの少し、柔やわらか味を帯びる。

『Ｓ＆Ｓは、何があってもそれだけはしちゃいけないんだから。分かってる？』

「分かった。明日、ちゃんと行くよ。で、空き時間に二美花のことは調べる。それでいいかい？」

『……明日、早めに来て、澤さわＰプロデユーサーやスタッフに頭下げて回んなさい。……バンで迎むかえに行く？』

「いいよ、夏紀を拾いに行かないといけないんだろ？　……ところで、デート、どうした？」

『……ふ』

　携帯の向こうで虚うつろな笑い。

『せっかく既き成せい事実を作ろうとしたのに』

「……襲おそったのか？」

『許ゆるしてって泣いて懇こん願がんするから、逃にがしてやったわよ』

「よかった」

『何が！』

「あんたに寿ことぶき退たい社しやでもされたら、俺たちみんな困こまるんだよ」

『馬ば鹿か！』

　電話はプツリと切れた。

「……ということなんだが？」

　一心は玲を振ふり返る。

「大体内ない容ようは分かったよ。君たちのマネージャー、声が大きいからね」

　玲はうなずく。

「時間は限かぎられているが、できるだけのことはやろう」

「スタジオ、二人ずつぐらいなら、何とか抜ぬけられますから」

　士郎が提てい案あんした。

「だな。まずは俺と士郎、次が一心と茜か」

　と、腕うで組ぐみをする亨。

「僕ぼくはいつもみたいに連れん絡らく役ですか？」

　宏太はちょっと不満顔だ。

「という訳わけで。玲、俺、明日の朝はトーストとスクランブル・エッグのベーコン添ぞえでいいからな」

　背せ伸のびをしながら告げる一心。

「……でいいや、て。……すっごい偉えらそう」

　ボソリとつぶやく茜。

「偉そうで悪かったな！　お前だって玲に作ってもらってるくせに！」

　耳だけはいい一心は、茜の頭を脇わきに抱かかえて髪かみの毛をクシャクシャにする。

「玲く～ん、自分は和食がいいっス」

　便乗する七瀬。

「温おん泉せん玉子に、海の苔りとアジの干ひ物もの、お味み噌そ汁しるはワカメと油揚あげで」

「ご希望に添えるよう、努力しますよ」

　玲は笑って快かい諾だくする。

「俺も和食の方がいいな」

「僕はイッシン先せん輩ぱいと同じがいいです！」

　亨と宏太までもが、好き勝手なことを言い出す。

「何て言うか……うちのメンバーときたら……申し訳ない」

　士郎は小さくなって頭を下げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　一心の携けい帯たいが鳴ったのは、午前二時をわずかに過すぎた頃ころだった。

「はい？」

　ベッドから身体からだを起こし、携帯に出る一心。

『………』

　電話の相手は、しばらく無言だった。

　だが、一心には相手が誰だれであるか、すぐに分かる。

「……二美花か？」

『ごめん』

「無事、なんだな？」

　一心はまずそれを確かく認にんした。

『うん』

「なら、いいさ。……何か、理由があんのか？」

『ごめんね。ホントにごめん』

「俺の方は気にしなくていい。法月と一いつ緒しよなのか？」

『……うん』

「泉水って男、探さがしてんだろ？」

『………』

　電話の向こうで緊きん張ちようする様子が、一心にも伝わる。

「悪いけどな、法月の事じ務む所しよを調べさせてもらった」

『……さすがね』

　先ほどまでより、距きよ離りを置いた感じの声。

「あのな、茜やみんなも心配してんだぜ？　一回、会えないか？」

『あなたはどうなの？』

「……え？」

『イッシンは……心配してくれた？』

「馬鹿なこと聞くな。当たり前だろ？」

『それは……友達として？』

「ああ。お前は俺たちが芸げい能のう界かい入りした時からのダチだからな」

『ダチ、か。……そうよね、それだけ』

「何を言ってるんだ？」

　一心は会話を続けながら、背はい景けいの音で二美花の居い場ば所しよを特定しようとする。

　だが、二美花は室内にいるらしく、ヒントになるような音は聞こえてこない。

『何でもない』

　泣き笑いのような声。

『……さよなら、お節せつ介かいさん』

　電話は突とつ然ぜん切れた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……何か、悪いもの食べたか？」

　翌よく朝あさ。

　一階に下りてきた一心は、ニコルの姿すがたを見るなり顔を強こわ張ばらせた。

「うわ……」

　ほぼ同時に居間に来た茜も、思わず言葉を失う。

　それもそのはず。

　居間の奥おく、鏡の前に立っていたニコルは、黄色い帽ぼう子しに白いブラウス、サスペンダー付きのチェックのスカートに、白いソックス、そして、背中にはランドセルという姿だったのだ。

「父さんと母さんが、去年帰国した時に買い揃そろえたものだけど、サイズ的には問題ないね」

　ニコルの強張った表ひよう情じように気がつかないのか、玲はちょっと満足そうだ。

「……ま、まるで小学生」

　そうとしか感想の述のべようがない茜。

「胃薬ないか、玲？　朝っぱらから消化に悪いもの見たぜ」

　一心は座すわりながら、疲つかれた様子で目を押おさえた。

　結局、二美花の電話以い降こう、一いつ睡すいもできていない。

　目のまわりには、珍めずらしく隈くまができている。




　お節介さん




　二美花に最後に言われた言葉が、ずっと胸むねの底に引っかかり続けているのだ。

「く、屈くつ辱じよく的」

　ニコルは握にぎり締しめたこぶしを、ワナワナと震ふるわせた。

　玲に着るように言われた服なので、脱ぬぎ捨すてる訳わけにもいかないのだ。

「イッシン……呪のろい殺してやる」

　ニコルは、背景に黒いオーラが漂ただよいかねないほどの怒いかりを蓄ちく積せきさせてゆく。

「とても可愛かわいいと思うけど？」

　玲には、一心たちが硬こう直ちよくしている理由が分からないらしい。

「でも、ニコちゃんが学校なんて……」

　昨日遅おそくにその話を聞いた茜は、コスプレのようなニコルの姿を目まの当たりにしてもまだ信じられない。

「今日は、体験入学だけなんですか？」

「午前中に二時間。学校までは、児童相談所の人が付き添そってくれるんだ」

「ワタシがいない間、ひとりで大だい丈じよう夫ぶなの？」

　もう一心のことは無む視しすることに決めたのか、ニコルは玲の方を振ふり返る。

「何とか頑がん張ばるよ」

　平気だと言っても傷きずつくだろうし、大丈夫ではないと答えれば心配する。

　玲は無ぶ難なんな答えを選んだ。

「自分の目で見て、これから通うかどうかを決めるんだよ。強きよう制せいはしないからね」

「レイ、ワタシ……」

　唇くちびるを嚙かむニコル。

「……うう、何でもない」

（やり難にくいだろうなあ、ニコちゃん）

　茜は思う。

（ずっと、年上の人たちの間でやってきたんだもの。急に同じ年の子こ供どもの間に入れって言われても、大変だよ。……玲さん、そこんとこ、分かってるのかな？）

「……ところで」

　一心は茜を見る。

「俺たち、何時に出りゃいいんだっけ？」

「……う！　すでに遅ち刻こくギリギリのタイミング！」

　そう言えば、すでに士郎の姿がない。

　先にＴＶ局に向かったようだ。

「あんにゃろ、抜ぬけ駆がけしやがったな」

　亨と宏太を呼よびに二階に向かう一心。

「！」

　慌あわてて茶ちや碗わんのご飯を搔かき込こむ茜には、朝食を残して出かけるという選せん択たく肢しは存そん在ざいしない。

「シローなら、一時間も前に出たわよ」

　と、呆あきれ顔のニコル。

「な、七瀬さんは？」

「まだ寝ねてる。冬とう眠みん中ちゆうのヤマネみたい」

「うう、公こう務む員いんのくせに～」

　そこに、一心に起こされた亨と宏太がドタドタと下りてくる。

「げ、マジ遅刻だ！」

「これじゃイッシン先せん輩ぱいですよ～！」

　二人は居い間まで時間を再さい確かく認にんすると真っ青になった。

「行くぞ、お前ら、アカネ！」

　結局、一心は紅こう茶ちやに口をつけただけで屍桜屋や敷しきを飛び出していった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……こっちですよ」

　宏太は一心たちを振り返って手て招まねきした。

「こっちは部外者が入って来れませんからね。このルートでスタジオに入りましょう」

　ＴＶ局に着くと、一心の予定を知っている芸げい能のうレポーターやカメラマンたちが百人以上、二美花との熱愛報ほう道どうと失しつ踪そうの事実を確認しようと手て薬ぐす煉ねを引いて待っていた。

　一いち応おう、急病ということになっている二美花だが、八重が一心に詰つめ寄よるところをワイドショーのスタッフが撮さつ影えいしていたこともあり、一部では失踪の噂うわさも流れ始めている。

　混こん乱らんを避さけたい一心と茜は、通用門から入りスタジオに向かうことにしたのだ。

「表の方は、トオルくんが囮おとりになってくれてますから」

　資し料りよう室しつなどが並ならぶ狭せまい通路を、宏太が先頭になって進む。

「なんだか局の前はすごいことになってたけど、ここまで来れば大丈夫……」

　と、スタジオが見えたところで茜が言いかけたその時。

「見～つけた！」

　何者かが、ガバッと一心を羽は交がい絞じめにした。

「は～い、イッシンくん！」

「亜あ希き美み！　てめ～っ！」

　それは、女子アナの弓ゆみ塚づか亜希美だった。

「一時の『ワイド・ワイド・ワイド』のリポーター、弓塚でっす！」

　どうやら亜希美、ずいぶん細かい仕事もしているようだ。

「部外者以外にも、注意すべき人物がいましたか……」

　ため息をつく宏太。

「そりゃ番組のためですから～、たとえ友だちだろうと親兄弟だろうと、容よう赦しやありませ～ん！」

　亜希美はハンディカムのカメラマンを呼び寄せ、一心にマイクを突つきつける。

「で、早さつ速そく直ちよく撃げきインタビュー！　今回の二美花ちゃんの失踪騒さわぎ、実は、イッシンくんが二美花ちゃんをマスコミの目から守るために失踪させたって噂があるんですけど？」

「なら、いいんだけどな」

　一心は仕方なく答える。

「熱愛の事実はあるんですよね？」

「……知ってて聞いてるだろ、お前」

「なるほど、否ひ定ていはしない、と」

「否定してるっての」

「矢や代しろ夏紀ちゃんとの三角関係のもつれと言う噂は？」

「………………はあ？」

「いえね、イッシンくんが二美花ちゃんから夏紀さんに乗り換かえたのが原げん因いんで、二美花ちゃんが腹はらいせに消えたとか、イッシンくんが亡なき者にしたとか言う噂が」

「それ、お前が作った噂だろ」

「と、動どう揺ようを見せるイッシンくんでした」

　ハンディカムに向かって〆る亜希美。

「妙みようなところで切らないでくださいよ～！」

　宏太が脇わきから抗こう議ぎする。

「ところで……」

　すでに一心の言葉が耳に入っていない亜希美は、今度は茜の方を振ふり返る。

「二美花ちゃんの親友という話がある、付き人Ａさんにも話を聞いてみましょうか？」

「あ、あたし!?」

　思わず自分を指さす茜。

「そ～、そのあたしさんです」

　亜希美はニッと笑った。

「二美花ちゃんの失踪について、何かコメントを」

「あたしは……」

　茜は困こん惑わくする。

「ほれほれ、結けつ構こう言いたいことあるでしょ？　ぶちまけてみ？」

　こういう時の亜希美は、少し意地が悪い。

「あたしは」

（……うん、そうだよ。親友として、あたしは言わなきゃいけないことがある）

　茜は覚かく悟ごを決めて、ハンディカムを見み据すえた。

「あたしは……二美花ちゃんのことを親友だと思ってます。親友だと信じているから、今回姿すがたを消したのも、ちゃんとした訳わけがあると信じているんです。二美花ちゃんはみんなを決して裏うら切ぎったりはしません。ファンや関係する番組のスタッフのみなさん、きっと、きっと二美花ちゃんは戻もどってきます！　だから、もう少しだけ。もう少しだけ待ってあげてください！」

　茜は深々と頭を下げる。

「お願いです！」

「……以上、弓塚でした」

　亜希美はマイクを切ると、真ま面じ目めな顔になって茜の肩かたに手を置いた。

「戻ってくるといいね、二美花ちゃん」

「亜希美さん……」

「イッシンくん」

　亜希美は振り返ると、一心にプリントアウトした資し料りようの束を渡わたした。

「これは？」

「警けい視し庁ちよう記者クラブに、一いつ緒しよによく合コンする子がいるの。十年前の二美花ちゃんの事じ件けんを担たん当とうした刑けい事じさんに、いろいろ聞いてもらったから」

「お前……」

「あたしだって、少しは役に立つかもよ。仲間なんだし」

　亜希美はウインクする。

「……ありがとな」

「ま、たまにはね」

　そう言うと亜希美は、カメラと一緒に引き上げて行った。




「澤さん、昨日はどうもすいませんでした」
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　スタジオに入った茜たちは、プロデューサーの澤和かず枝えの姿を見つけると最初に声をかけた。

「ああ、いいって。シローから事じ情じようは聞いたから」

　スタジオ内は禁きん煙えん。

　ヘビースモーカーの澤は、火のついていない煙草たばこを咥くわえたままで答える。

　どうやら士郎が先に屋や敷しきを出たのは、スタッフや澤に詫わびを入れるためだったようだ。

（やっぱり、シローくんはリーダーだよ）

　茜は心の中で感かん謝しやする。

「でも、気をつけなよ、イッシン」

　澤は声をひそめた。

「ワイドショーの連中、虎こ視し眈たん々たんとあんたのこと狙ねらってるから」

「分かった」

　一心はうなずく。

　と、その時。

「へえ、逃にげずにやってきたのか？」

　と、言いながらこっちにやって来たのは、プラティウムの霧きり生お純じゆんだった。

「レポーターが恐こわくて、隠かくれてるかと思ったけどな」

「……そういえば、今日はこの人たちと共きよう演えんでしたね」

　うんざりとした表ひよう情じようになる宏太。

　昨日、ライブでリハがなかったプラティウムは、一心たちよりも一足早くスタジオ入りしてリハを済すませていたようだ。

「今は馬ば鹿かの相手をする気分じゃない」

　一心は野の良ら犬いぬでも追い払はらうかのように、シッシッと手を振ふった。

「てめえ！」

　いつものように突つっかかってゆく純。

「……マジでうざいぞ」

　一いつ瞬しゆんの殺気。

「うっ」

　いつもとちょっと様子の違ちがう一心に、純は思わず怯ひるむ。

（大地くん、今朝からちょっと刺とげ々とげしい感じがする。二美花ちゃんのことが気になるせいかな？）

　深夜の電話のことを知らない茜は思う。

　そこに。

「夏紀さんから聞いた。二美花さんが失しつ踪そうしたんだって？」

　響がやってきて、心配そうに一心に尋たずねた。

「あのおしゃべり女」

　眉まゆをひそめる一心。

「いや、もう結けつ構こう噂うわさになってるよ。たぶん、どこの局も午後のワイドショーのトップはそのニュースだろうね」

「うちのところも二美花さんの事じ務む所しよも、噂止めるだけの実力、ありませんからねえ」

　宏太がため息をつく。

「ともかく、僕ぼくもできるだけのことはするから、何でも言って欲ほしい」

　響は真しん剣けんな表情で一心を見た。

「ああ。そうだな」

　一心は素そっ気けなくうなずくと、士郎や亨のいる方に向かう。

「……どうしたんだろう、彼？」

　響は声をひそめて茜に尋ねた。

「マスコミに追い回されて、疲つかれているのかな？」

「ど、どうなんでしょう？」

　響が気づくくらいなのだから、やっぱり一心の様子は少し変なのだろう。

「……あの、響くん」

　茜は恐おそる恐る頼たのみ込こむ。

「今日、Ｓ＆Ｓのメンバー、時々収しゆう録ろくを抜けることがあると思うけど……」

「分かってる。フォローするよ。二美花さんのためだからね」

　話を全部聞く前に、響は快こころよく引き受けた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どう、学校は？」

　体験授じゆ業ぎようを終えて校長室に戻もどったニコルを、児童相談所の飯いい塚づかは笑え顔がおで迎むかえた。

「楽しいところでしょう？」

「退たい屈くつ。家の書しよ斎さいで本を読んでいる方がよっぽど勉強になるわ」

　ニコルは鼻を鳴らす。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が珍めずらしいのか、授業中ずっと視線が集まり、休み時間になるとわっと囲まれたのは、ニコルにとっては不ふ快かいな経けい験けん以外の何物でもなかった。

「学校は勉強だけをするところじゃないのよ。算数や国語の他ほかにも、大切なことを教えてくれるところなの」

　飯塚はニコルの手を取る。

「……うっ」

　ニコルはこの手のスキンシップが大の苦手だ。

「学校、通ってみない？　慣なれれば友だちもできるし、きっと楽しくなるから」

「友だちなら……いるもの」

　ニコルが思い出したのは、ミハウとビアータ。

　ユーロ・マフィア幹かん部ぶ、アレクセイのもとで働く双ふた子ごである。

　しばらく会ってはいないが、アレクセイが偽ぎ名めいで日本に滞たい在ざいしている現げん在ざい、双子も日本にいることをニコルは確かく信しんしていた。

「よく考えて。あなたは賢かしこい子だから、難むずかしいことを言わせてもらうけど」

　飯塚はニコルの目を真まっ直すぐに見つめる。

「海外のご両親も、あなたが普ふ通つうの小学生として生活することを望んでおられるはずよ。それにお兄さんのこともあるわ。お兄さんの玲さんは、どう思っているのかしら？　もしも自分のために妹の生活が犠ぎ牲せいになっているとすれば、お兄さん、きっと辛つらいと思うの。違うかな？」

「……レイのことを持ち出すのはずるい」

　とうとうニコルは折れた。

「分かったわ。もう一回だけ体験入学に付き合ってあげる。けれど、それでおしまいよ」

「ありがとう、ニコルちゃん」

　飯塚はニコルの頭を抱だきしめた。

「……あ」

　ニコルは不慣れな感かん触しよくに戸と惑まどいを覚える。

　それはまさに、母親の、母の胸むねに抱かれた時の感触だった。
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　午後。

　ＴＶ局をひとりで出た村雨響は、義ぎ妹まいを殺害した犯はん人にんの弁べん護ご士しを訪たずねていた。

「至し急きゆう面会を、とはどういうことですかな？　私はこの後、幾いくつか所用を抱かかえているのですが？」

　初老の弁護士は汗あせを白いハンカチで拭ふきながら、上目遣づかいに響を見た。

　人じん権けん派はで知られる弁護士の事務所は神田のオフィス街の一角にあり、革かわ表びよう紙しの判はん例れい大たい系けいが並ならぶ本ほん棚だなに囲まれた接せつ客きやく室は、小さいながらもきちんと整せい頓とんされ、清せい潔けつ感かんが漂ただよっている。

「お手間は取らせませんよ」

　革張ばりの椅い子すに腰こし掛かけた響は、ＴＶで見せるいつもの笑顔で言った。

「斉さい藤とうが共犯、いえ、主犯だと言った男についての情じよう報ほうが欲しいんです」

　斉藤というのは、真希を惨ざん殺さつした元教きよう師しの名。

　だが、今の響は、憎ぞう悪おを押おし殺し、その名を微笑ほほえみながら口にすることができる。

「……依い頼らい人にんの利り益えきに関かかわることなので」

　弁護士は、秘ひ書しよが持ってきたお茶を響に勧すすめながらも首を横に振ふった。

　弁護士としては当然のことだ。

「僕が、斉藤に有利になるような供きよう述じゆつ書しよを裁さい判ばん所しよに提てい出しゆつするとしたら？」

　響はやや大げさに肩かたをすくめて見せる。

「あなたが？」

　もう一度、汗を拭く弁護士。

「あなたはご遺い族ぞくの中でも、最も斉藤氏を憎にくんでいたと聞きますが？」

「ええ。その僕からの供述書です。裁判官の心しん証しようも大きく変わると思いますが？」

「……しかしですな」

　苦虫を嚙かみつぶしたような表情を浮うかべる弁護士。

　響の真意が読み取れないのだ。

「それに」

　響は秘書が出て行ったのを確かく認にんすると、小切手を取り出した。

「これは、法ほう律りつ的な相談料ということで」

　相談料としては破は格かくの金きん額がく。

　企き業ぎようの顧こ問もん料りように近い額がくに、弁護士は目を見張る。

「もちろん、これはその主犯の男の名前についてだけの料金です。さらに詳くわしい情報を頂いただけるのなら……」

　響はもう一枚まい、小切手を取り出す。

「……私から聞いたということは、内ない密みつに願えますね？」

　弁護士は声をひそめた。

「当然です」

「……当方が依頼人の利益のために、興こう信しん所じよを使って調べた範はん囲いでよろしければ」

　弁護士はさっさと小切手をしまうと、秘書を呼よんで資料を用意させる。

　スーツ姿すがたの地味な女じよ性せい秘書の差し出した資料を、手に取る響。

「……この男が？」

　しばらくして、響は資料から目を上げた。

「依頼人は復ふく讐しゆうを極度に恐おそれていましてね。決して口外しないという約束で、私にその男の名前を明かしてくださいました」

　信しん頼らいを裏切りながら、胸を張る弁護士。

「泉水……宗そう太た郎ろう」

　響は妹を殺した真犯人かもしれない男の名を、胸に刻きざんだ。
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「はい？」

　玲が電話に出ると、声の主は唐とう突とつに尋たずねていた。

『知っていたのか？』

「……村雨くんか？」

　玲には、その声が誰だれであるかすぐに分かった。

『知っていたのかと聞いている！　斉藤が主犯でないことに、いつ気がついた！』

「真希さんの遺い体たいを見た時点で」

　玲は答えた。

「あの殺人方法には、個こ人じんに対する執しゆう着ちやくがまったく見られなかった。犯人の関心は、肉体を破は壊かいすることに集中していた」

『はっ！　あんたは真希を殺されただけじゃなく、犯人を捕つかまえることにも失敗していた訳わけだ』

　響はヒステリックに嘲ちよう笑しようする。

『……無む能のうだよ、あんた』

「否ひ定ていはしない。君に対しては、償つぐないようのないことをしたと思っている」

『じゃあ、死んでくれ、今すぐに！　あんたのせいで死んだ真希に、あの世で謝あやまれ！』

「……村雨くん、何があった？」

　響の声に、単なる怒いかりとは別の感かん情じよう、悲ひ痛つうな絶ぜつ望ぼうを感じ取った玲は尋ねた。

『……貴き様さまの……知ったことか！』

　電話は唐突に切られた。

「……！」

　受話器を置いた玲は、突然咳き込んでその場に座すわり込むと、口に当てた手を見た。

　真っ赤な鮮せん血けつ。

　それが玲の手のひらを染そめていた。

「……もう、時間がないな」

　玲がつぶやいたその時。

　玄げん関かんのベルが軽かろやかに鳴った。
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「どう？」

　午後二時過すぎ。

　電話を切った法月に向かって、二美花は尋ねた。

「事じ件けん屋やの方にも、泉水についての新しい情じよう報ほうはないそうだ」

　法月は頭を振ふった。

「そう」

　サングラスの奥おくの視し線せんを、白いテーブルに落とす二美花。

「私も……一歩間ま違ちがえば、ああなっていたのね」

「否定はしない。君はついていたんだ」

　昨日、少女の遺体を発見したことを匿とく名めいで警けい察さつに伝えた二人は、二十四時間営えい業ぎようのファミレスで眠ねむれぬ一夜を明かし、今はまた別のファミレスで軽い昼食を取っている。

「あのダンボールは、被ひ害がい者しやの声が外に漏もれないようにするため？」

「いや、部屋を血で汚よごさないためだろう。死体は後でどこかに遺い棄きする予定だったに違いないな」

「殺されてから、あの子、どれくらいあの部屋で一人ぼっちにされてたのかしら？」

「もう、止やめにしないか？　これ以上は危き険けんだ」

　法月は言った。

「駄だ目め」

　二美花はウエイトレスが持ってきたピザの皿を脇わきに寄よせて、コーヒーカップにだけ口をつける。

　法月が見る限かぎり、二美花は昨日から固形物を一いつ切さい口に入れていない。

「……あのマンションから、警察が泉水を突つき止めることは？」

　ウエイトレスがコーヒーのお代わりを注つぎに来た頃ころになって、二美花が尋ねる。

「それはない。泉水の父親はかなり慎しん重ちように、自分の名前が出ない形であの物件を借りている」

　と、法月。

「自分の息子むすこに殺人の場所を与あたえるために？」

「そうとは知らなかったとしても、今度の事件が表に出れば気づくだろう」

「あのマンションにいたのは先月までって、事件屋さん、言っていた。今は一体どこにいるの？」

「手っ取り早く調べる方法がなくはないが、今度はずいぶんと手て荒あらなやり方になる」

「構かまわないわ」

　レシートを持って立ち上がりかける二美花。

「待て」

　法月はその手をつかむ。

「君はここに残れ。私ひとりで行く」

「それは駄目」

　二美花は法月の指をそっと手首から外す。

「あなたがこのまま、どこかのＴＶ局か写真誌しの編へん集しゆう部ぶに行って、私の居い場ば所しよを教えないとも限らないでしょう？」

「信用がないんだな」

「慎重なの」

　二美花は素そっ気けなく言うと、そのままレジに向かった。
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「ここで」

　体験入学を終えたニコルは飯塚の愛車であるルノーから下りると、屍桜屋や敷しきの門の前に立っていた。

「それじゃあ、今度は月曜日に」

　飯塚はサングラスをかけ、手を軽く振ってアクセルを踏ふみ込こむ。

「……疲つかれた」

　ルノーが角を曲がって消えると、ニコルはフラフラしながら玄げん関かんに向かった。

　庭には別の車が停とまっていたが、精せい神しん疲ひ労ろうの極きわみにあるニコルの目には留とまらない。

　そして、ぐったりとした顔でドアを開けた次の瞬しゆん間かん……。

「ニコル！」

　少女が突とつ然ぜん、ニコルの身体からだに飛びついてきた。

「えっ！　えっ!?」

　戸と惑まどうニコル。

「やあ、久ひさしぶり」

　飛びついてきた少女とそっくりの面おも立だちをした少年が、はにかみながら挨あい拶さつする。

「ビアータ！　ミハウ！」

　ニコルは自分の目にしたものが信じられなかった。

　ついさっき、二人のことを考えたばかりなのだ。

「どうしてここに？」

　ギュッとビアータを抱だきしめながら、ニコルは尋たずねた。

「アレクセイさんが、玲さんに話があるって」

　先に説明したのはミハウだ。

「ついでだから、ついて来ちゃった！」

　頰ほおを擦すり寄せるビアータ。

　ニコルにとって、このミハウとビアータがかけがえのない存そん在ざいであるのと同様、二人にとってもニコルはたったひとりの友人なのだ。

「……あのさ、ニコル。その服だけど？」

　ミハウはニコルの小学生スタイルを見て、批ひ評ひように困こまったような顔になった。

「こ、これは……」

　ニコルは説明に窮きゆうする。

「……この服ふく装そうに関する質しつ問もんは一切なし！　いいわね!?」

　ニコルはそれだけ念押おしすると、着き替がえるために自分の部屋に駆かけ戻もどって行った。




　その頃ころ、応おう接せつ室しつでは。

　アレクセイと玲が、チェス盤ばんを挟はさんで対たい峙じしていた。

　テーブルの脇わきには、淹いれ立てのコーヒーのカップ。

　二人の真横に椅い子すを引いてきて、勝負を見守っているのは七瀬である。

「前に約束してから、ずいぶんと時間が経たってしまったね」

　アレクセイは、赤のビショップで黒のポーンを取った。

「先日のお誘さそいなら、謹つつしんでお断ことわりします」

　玲は少し考え、ルークを横に動かす。

「それは困る」

　アレクセイはナイトを進めようとして、ふと、手を止める。

「……危あぶない、危ない」

　ポーンを二つ前に。

　これで、玲の女王クイーンの進路は妨ぼう害がいされる。

「……あたしが前からあんたを張はってたことを知ってて、よくここに来る気になったスね」

　七瀬は頰ほお杖づえを突ついて、アレクセイを見つめる。

「私は合がつ衆しゆう国こくの市民権けんを持つ、健全な一ビジネスマンだよ。元警けい備び部ぶの麗うるわしき女じよ性せいに追われる謂いわれはないはずだが？」

「ジョシュア・クラウン、その偽ぎ名めいの通りの道どう化け師しさん」

　七瀬は頭を振ふった。

「ドーム球場の核かく汚お染せん事じ件けんをはじめとして、あんたは恐おそらく日本国内だけでも、殺人を含ふくむ二十以上の犯はん罪ざいに手を染そめている。公安はあんたをもう四年も追ってるけど……」

「証しよう拠こは見つからない」

　アレクセイは玲のナイトの動きに注意しながら、七瀬に微び笑しようを投げかける。

「まあ、そのうち尻尾しつぽ、つかんでやるっスよ」

　七瀬はコーヒーを飲み干ほし、椅子から立ち上がった。

「玲くん、自分、これから新大久保の事件の捜そう査さ本部っス」

「行ってらっしゃい。……気をつけて」

　玲はうなずいた。

「……そうそう」

　廊ろう下かに出る扉とびらの前で、七瀬は一度だけアレクセイを振り返った。

「自分、しつこいっスから」

「期待していますよ」

　アレクセイはウインクし、ナイトで玲のクイーンを取る。

「チェック・メイト」

「……僕ぼくの負けのようだ」

　玲は認みとめた。

「いや。今のは君の実力じゃない」

　アレクセイは黒のキングを人差し指で弾はじいて倒たおした。

「これは前回、僕がわざと試合を落としたことへの返礼だね？」

「さあ？」

「もう一戦だ」

　アレクセイは駒こまを並ならべ直す。

「……君はやはり、私の側につくべき人間だよ」

「議ぎ論ろんの余よ地ちはない」

　玲は頭を振る。

「もう時間がないんだ」

　アレクセイは声をひそめた。

「レギナは、私とは別の人間を派は遣けんした」

「………」

　ルークを盤の角に置こうとしていた玲の手が止まった。

「組そ織しきにとって、君は将しよう来らい大きな障しよう害がいになるとレギナは判はん断だんした。君を消去するため、外科医サージヤンと呼よばれる人間が日本にやって来ている」

「……何な故ぜ、そのことを僕に？」

「君を死なせるのは惜おしいからだ」

「………」

　玲は椅子から立ち上がった。

「今なら間に合う」

「コーヒーが冷めてしまった。淹れ直しましょう」

　玲は微笑ほほえむ。

「勝負はそれからということで？」

「……君は高こう潔けつだね」

　アレクセイは目を細めた。

「だが、同時に愚おろかでもある」

「一体、君たちの組織は僕に何をさせようと？」

　玲は挽ひいた豆をサイフォンに入れながら尋たずねる。

「君にできないことなどあるのかな？」

　と、アレクセイ。

「だが、とりあえずは組織の活動の妨ぼう害がいをされないだけでも、我われ々われにとっては大きなメリットがある。人身売買、麻ま薬やく、武ぶ器きの密みつ売ばい組織の壊かい滅めつ、我々と協力関係にある政せい治じ家かの摘てき発はつ、テロ組織幹かん部ぶの刑けい事じ訴そ追ついへの協力。欧おう州しゆう時代の君の活かつ躍やくによる組織の被ひ害がいは、数十億ユーロにのぼるものと見られているんだ」

「過か大だいな評ひよう価かだよ」

「もし君が我々のために積極的に働いてくれるのなら、合法的なコンサルタント料として、年間二百万ユーロという額がくを提てい示じする用意がある」

「僕の協力が欲ほしいというのは、組織のためにということかな？　それとも、あなた自身の隠かくれた目的のためなのかな？」

「……同じことだ」

　アレクセイの声の調子がわずかに変わった。

「違ちがう」

　玲は頭を振ふる。

「あなたはセルビア人だ。あなたの故郷ふるさとを焦しよう土どと化すことで莫ばく大だいな利り益えきを上げたレギナに、本気で忠ちゆ誠せいを誓ちかっているとは思えない」

「そのことに触ふれられることを私は望まない」

「あなたの故郷の村には劣れつ化かウラン弾だんが降ふり注ぎ、多くの人命が失われた。その中には、あなたの家族や友人もいた」

「黙だまれ」

　アレクセイは立ち上がった。

「あなたが組織に入ったのは、自分の愛する人たちを奪うばったレギナへの復ふく讐しゆうだ。あなたはそれに僕を利用しようとしている」

「黙れと言っている！」

「だが、僕は復讐に手を貸かす心算はない」

　玲はサイフォンのアルコール・ランプに火をつけた。

「双ふた子ごのことを考えるんだ。あの子たちを不幸にしてはいけない」

「双子は私にとって復讐のための道具に過すぎない。いくらでも換かえは利きく」

　アレクセイは嘲ちよう笑しようを口元に浮うかべる。

「以前はあの双子も躊躇ためらわずに目標を消去できる優ゆう秀しゆうなツールだったのが、誰だれの影えい響きようか私の誕たん生じよう日びにプレゼントを用意するような、つまらない感かん情じようを持つようになった。精せい密みつな殺さつ戮りく機械が、もはやスクラップ同然だ。そろそろ新たな道具を育て始めないといけないだろうな」

「今の言葉は取り消せ」

　玲の言葉が、珍めずらしく怒いかりの感情を帯びた。

「あの子たちはあなたを愛し、あなたのためなら命さえ捨すてる気でいるんだ」

「当然だ。そう仕し込こんだ」

「アレクセイ！」

「大したヒューマニストだな。だが、君は知らない、本当の戦場を。一方的な正せい義ぎを振りかざした国連軍と言う名の虐ぎやく殺さつ者どもによって、誤あやまった指し導どう者しやを持った土地に住んでいたというだけで殺されていった人々を。私はあの戦場で、家族、友人、恋こい人びと、すべてを失った。人間を愛する感情も、その時死んだ」

「愛する感情を持たない人間に、協力することはできない」

「死ぬぞ。組織を甘あまく見るな」

　アレクセイはジャケットをめくり、ホルスターを覗のぞかせる。

「今、君の上着の下にあるのが説得の道具だとしたら、僕も軽く見られたものだ」

　玲は目を細めた。

　かすかに見えるグリップの形から判はん断だんして、アレクセイがもっているのはベクター・モデルＣＰ１。
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　九ミリ口径でありながら、軽量小型で突とつ起きが少なく、秘ひ匿とく携けい帯たいからの抜ぬき撃うちに適てきした銃じゆうだ。

「説得の道具？　とんでもない。私の手にあるのは、ちょっとした花束だよ。お望みなら、君の左ひだり胸むねに紅あかい花びらを散らせようか？」

　アレクセイはジャケットの襟えりを指で直す。

「それが花束なら、その花の花言葉は？」

　と、玲。

「最後通つう牒ちよう、といったところかな？」

「死を僕が恐おそれると思うか？」

「高いペルシャ絨じゆう毯たんを脳のう漿しようで汚よごしたければ、相談に乗る」

　二人は立ったままにらみ合う。

　そこに。

「アレクセイさん」

　ビアータとミハウが、ニコルとともにドタドタと応おう接せつ室しつに入ってきた。

「ニコル、学校に行ったんですって！」

　ビアータが報ほう告こくする。

「日本の学校って、ずいぶん恐ろしいところみたい！」

「僕も驚おどろいたよ。そんな……そんなことをするなんて！」

　と、顔を蒼あお褪ざめさせているミハウ。

「ニコル？」

　眉まゆをひそめて妹を見る玲。

「何を言ったんだ？」

「さあ？」

　ニコルは惚とぼけ、そっぽを向いた。

　学校に行かされたことで、まだ少しすねているのだ。

「……やれやれ、君のところも手を焼いているようだね」

　アレクセイは肩かたをすくめた。

　二人の間に張はり詰つめていた緊きん張ちようが一気に解とける。

「あら、私はアレクセイさんの手を煩わずらわせてはいないわよ」

　ニコルと同じように、つんと横を向くビアータ。

「……ビアータってね、だんだんニコルに似にてきてるんです」

　玲の耳にささやくミハウ。

「ミハウ、レイに変なこと吹ふき込んだら承しよう知ちしないんだから！」

　ニコルはベエッと舌したを出した。




「ミハウ、ビアータ」

　帰りの車の中で、運転席のアレクセイは後部座ざ席せきの二人に声をかけた。

「はい、アレクセイさん？」

　名残なごり惜おしそうに屍桜屋や敷しきの方を見ていたビアータが振ふり返る。

「しばらく、休みをあげよう。ビジネスの方は気にせずに、好きに行動するといい」

「……それはつまり？」

　と、ミハウ。

「そういうことだ。私は何も見ないし、何も聞かない」

「分かりました」

　双ふた子ごはお互たがいの手をしっかりと握にぎり、真しん剣けんな面おも持もちでうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　結局、午前中の収しゆう穫かくは、亜希美の手に入れた十年前の事じ件けんに関する刑けい事じの証しよう言げんだけだった。

　それによると、泉水という男には異い常じようなまでの死体に対する愛好癖へきがあり、戦場遺い体たいの写真を収集していたらしい。

　カメラの腕うでもプロ級で、ライカを愛用、時おり、写真家のアシスタントをしていたことも分かった。

『ごめん、こっちは収穫なしだ』

　一心が携帯で連れん絡らくを入れると、法月の行動を追っていた士郎は答えた。

『どこへ消えたのか、足取りはつかめてない。ただ、十年前に法月と同じ雑ざつ誌し社にいた人の話を聞いたよ』

「法月の……同どう僚りよう？」

　マスコミ避よけにサングラスとコートで変へん装そうした一心は、この陽気の中、逆ぎやくに目立つ気がする。

『そうだ。彼の話だと、法月は会社の上じよう層そう部ぶからの命令で辞表を書かされたらしい』

「圧あつ力りよくがかかったのか？」

　眉をひそめる一心。

『昨日、お前とトオルが法月の事じ務む所しよから見つけてきた資し料りようによると、泉水の父親は与よ党とうの大物代議士だ。十分あり得うるな』

「……二美花に協力する気にもなるか」

　一心はつぶやく。

『そっちは、これから八重さんのところか？』

「ああ。アカネも一いつ緒しよだ」

『さっき向こうの事務所の子に聞いたら、八重さん、二美花ちゃんのマンションに向かったらしい。イッシンたちもそっちに向かうといい』

「なあ」

　一心はリーダーに尋たずねた。

「俺おれが聞いて、八重さん何か答えてくれると思うか？　メンバーの中で一番沈ちん着ちやく冷静なお前が、八重さんからは何も聞きだせなかったんだぜ？」

『……イッシン』

　ほんの少し、間を置いてから士郎は答えた。

『これだけは言える。玲さんがお前に、八重さんの方を任まかせたんだ。俺やトオルが見つけ出せなかったことを、お前なら見つけ出せるよ』

「だといいけどな」

　一心は電話を切ると、茜を振り返った。

「八重さん、二美花のマンションだそうだ」

「……ねえ、大地くん」

　駅に向かいながら、茜は思い切って尋ねた。

「昨日の夜、何かあったの？」

「どうして？」

　質しつ問もんに質問で答える一心。

　こういう時の一心は、何か茜に言い辛づらいことを抱かかえているのだ。

「……よし」

　茜は一心の前に回り込んで足を止めた。

「どうした？」

　一いつ瞬しゆん、煩わずらわしげな表ひよう情じようをする一心。

「大地くんらしくない！」

　茜はそう言うと、いつもとは逆ぎやくに、一心の頰ほっぺたをギュ～ッと引っ張ぱった。

「お、お前、何すんだよ！」

　突とつ然ぜんの逆ぎやく襲しゆうに、一心は対たい応おうできない。

「いつもの大地くんじゃないよ、こんなの！　大地くんはね、落ち込んだり考え込んだりしちゃいけないの！」

「お前な！　俺が何考えてようが、お前に関係ないだろうが！」

「関係ある！　だって、あたし、大地くんの付き人なんだもん！」

　茜は自分の額ひたいを、ゴツンと一心の胸むねにぶつけた。

「……だから、これからず～っと先まで、大地くんのことは、みんなあたしに関係あるんだってば」

「アカネ……」

「それに」

　茜はちょっと赤くなった額を撫なでながら、一心を見上げる。

「二美花ちゃん、言ってたでしょ。大地くん、タロットで言えば戦車のカードだって。戦車なら、ずっと走り続けなきゃ」

「そうか……そうだったな」

　一心はこの日、初めて笑え顔がおを見せた。

「行くぞ、アカネ。八重さんから絶ぜつ対たい、真相を聞き出してやる」

「うん」

　二人は肩かたを並ならべ、再ふたたび歩き出した。




「これ以上しつこくすると、告こく訴そするわよ」

　蓮見八重は、マンションに現あらわれた一心たちの前に立ちはだかり、中に入れようとはしなかった。

　八重の付き人が何とか取り成そうとするが、八重は聞く耳を持たない。

「昨日、二美花から電話があった」

　一心は告げた。

「……！」

　息を吞のむ八重。

「……な話聞いてないって」

　茜も初耳である。

「人目もあるので、とにかく中へ」

　八重の付き人が言い、一心たちは居い間まに通された。

　居間の様子は、あの時のまま。

　ギターやテーブルの上のタロットも、そのままになっていることに茜は気づいた。

「……それで、あの子は何か言っていた？」

　一心の顔をまともに見ようとはせずに、八重は煙草たばこを取り出し、付き人に火をつけさせる。

「あんたのことは何も。ただ、俺に謝あやまってた」

　一心はソファーに腰こしを下ろした。

「最初は二美花が何で謝っているのか、俺には分からなかった。失しつ踪そうしたことか？　それとも、一緒のところを撮とられたことか？　けど、今になってやっと分かった」

「そう」

　関心を示しめさない八重。

　もっとも、これも演えん技ぎの可か能のう性せいはある。

「二美花は俺を利用したんだ」

　一心は続けた。

「写真誌しに載のり、それがきっかけで失踪したと思わせるために。俺がマンションにいることを写真誌の記者に知らせたのも、二美花だろうな」

「……それで？」

「ど、どうして!?」

　八重よりも、茜の方が数倍驚おどろいているようだ。

「そこのカレンダー、三日後の火曜に印がついてるだろ？」

　一心は壁かべを指さした。

「ええ」

　チラリとそちらに目をやる八重。

「その日は何の日か、アカネ、知ってるか？」

「どれ？　……ごめん、知らない」

　日付を確かく認にんした茜は首をひねる。

「私の芸能生活二十五周年映えい画がの、完成記者会見の日よ」

　八重が説明した。

「私の映画人生で、最も輝かがやける日になるはずの日」

「そう。そして、その印は俺がこのマンションの前でフォーカスされた日からついてた。ずいぶん前から書き込こんであったみたいだな」

「つ、つまり？」

「印の日から逆ぎやく算さんして、二美花は行動を起こしたってことさ。たぶん、記者会見をメチャクチャにするためかな？」

「うう、思考がついてかない」

　茜は頭を抱かかえて座すわり込んだ。

「二美花の目的は二つあった。ひとつは、十年前の誘ゆう拐かい事じ件けんについての真相を突つき止めること。だが、それは別に今、この時期でなきゃいけないってもんじゃない。三日前に二美花を行動に踏ふみ出させたのは、八重さん、あなたへの復ふく讐しゆう心しんだ」

「じょ、冗じよう談だん……だよね？」

　一心と八重を見み比くらべる茜。

　二美花が八重を何となく嫌きらっていることは知っていたものの、自分の母親への復讐をもくろんでいたなどとは、想そう像ぞうもしていなかった話だ。

「八重さん、二美花はどうしてあなたを憎にくんでいるんだ？　それも、あなたの人生にとって最高の瞬しゆん間かんを、ぶち壊こわそうと決意するほど？」

「……私の最高の瞬間をぶち壊す？　そんなこと」

　八重は吸すいかけの煙草をコップの中に捨すてると、それを壁に投げつけた。

　コップは割われ、あたりに欠片かけらが飛び散る。

「そんなことはさせない！　あの子に私の人生を壊させるもんか！」

　八重はさらに、ＴＶの上に置いてあった陶とう器きのマスコットを叩たたき割る。

「……やっぱり、あんた、怒いかりの衝しよう動どうを抑おさえきれないんだな。小さい時に……二美花に暴ぼう力りよく振ふるったんだろ？」

「……！」

　茜にはもう何が何だか分からない。

「あの頃ころだけよ！」

　八重の声は絶ぜつ叫きように近かった。

「今はもちろん殴なぐってはいないわ！　あの頃だけ！　あの誘拐事件が起きてからは、一度もないわよ！」

「主役級の女じよ優ゆうとして返り咲ざこうと焦あせるあんたに、生まれたばかりの二美花は邪じや魔まな存そん在ざい以外の何者でもなかった。辛つらい境きよう遇ぐうのはけ口として、あんたは幼おさない二美花を殴り、親らしいことなんか何もしてやらなかったんじゃないか？　施し設せつに送られたり、親しん戚せきに預あずけられたりしたのも、そのせいだろ？」

　一心は頭を振った。

「……小さい頃、自分を邪魔者扱あつかいし、殴っていた母親が、誘拐事件を利用して良き母を演じ、人気女優となった。それがずっと、許ゆるせなかったんだろうな」

「そんなの……可哀かわいそうだよ、二美花ちゃんが……」

　玲のファイルにあった誘拐事件の時の二美花の写真。

　あの幼い少女らしくない冷めた表ひよう情じようを思い出し、茜は顔を手で覆おおう。

「……記者会見は予定通り開くわ。あの子がその気なら、私は逆にそれを利用して、また悲ひ劇げきの母親を演じて……いえ、演じ切ってみせる！」

　何とか落ち着きを取り戻もどした八重は、硬かたい声で告げた。

「そうか」

　一心は立ち上がる。

「行こう、アカネ」

「……うん」

　差し伸のばされた手を取る茜。

「そうだ」

　帰りかけた一心は、窓まど辺べにたたずむ八重を振り返った。

「二美花がタロットやるの、あんた、知ってるだろ？　二美花に言わせると、あんたは女じよ帝ていのカードだってさ」

　一心はそのまま、静かにドアを閉しめた。




「イッシンくん」

　廊ろう下かに出たところで、八重の付き人が追いついてきて声をかけた。

「今の話……」

「別に誰だれかに言うつもりはないって」

「八重さん、あの頃は本当に捨て鉢ばちになっていたんです。仕事がうまくいかないこともそうだけど、愛していた人を失ったショックが大きかったんです」

「二美花ちゃんのお父さん？」

　と、茜。

「ええ。二美花ちゃんの目、お父さんそっくりなんです。それが八重さんには辛くて」

「だからって……子こ供どもを殴る言い訳わけにはならねえよ」

　一心は顔を背そむけた。




「女帝……」

　一心たちや付き人の姿すがたが見えなくなると、八重はテーブルの上にあったタロットを手に取った。

　何の気もなしに数すう枚まいめくってみると、女帝のカードが現あらわれる。

「私が……女帝？」

　カードの中の女帝は玉ぎよく座ざに座すわり、真まっ直すぐに正面を、八重を見つめ返していた。

　威い厳げんと慈じ愛あいに満ちた笑えみが、その顔には浮うかんでいる。

「……あの子の中の私は……ずいぶんと柔にゆう和わだこと」

　八重はつぶやき、カードをそっと撫なでた。




「……アカネ」

「何？」

　マンションから出ると、一心は難むずかしい顔で振り返った。

「一いつ旦たん、玲のところに戻るぞ」

「いいけど、どうして？」

　次し第だいに早足になる一心に、何とかついてゆく茜。

「思い出したんだ、赤い靴くつのこと」

「赤い靴？　……ああ、七瀬さんが言ってた、新大久保の事じ件けんの被ひ害がい者しや？」

「そうだ。どこかで見たか聞いたかしたけど、思い出せないってあの時、言ったろ？」

「うん。そしたら、トオルくんが、大地くんの記き憶おく力りよくが悪いんだって」

　ギュ～！

　一心は茜の頰ほっぺたをつねる。

　これでこそいつもの一心、と言えるかも知れない。

「そこはいい。俺おれは赤い靴の歌を聞いていたんだ」

「童どう謡ようの？」

「ああ、その歌を、小さな頃ころの忘わすれられない記憶だって言って、二美花が歌うのを聞いたんだよ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「あれは？」

　午後八時過すぎ。

　通りに車を停とめ、十メートルほど先の建物を黙だまって見ている法月に、二美花は尋たずねた。

「泉水順じゆん三ざぶ郎ろう、宗太郎の親おや父じの後こう援えん会かい事じ務む所しよだ」

　人の出入りを観察しながら、法月は答える。

「誰かを……待っているの？」

「私もここまでやることになるとは思っていなかったよ」

　そう法月が嘆たん息そくしたその時。

　四十代後半の男が、ぺコペコと頭を下げて事務所から出てきた。

「……行くぞ」

　車を徐じよ行こうさせた法月は、男が車と並へい行こうする位置に来た瞬しゆん間かん、素す早ばやく助手席側のドアを開けた。

　バンッ！

　ドアに当たって倒たおれる男。

　法月は男を車に引き込むと、アクセルを踏ふみ込んだ。

「ちょっと！　これじゃ誘ゆう拐かいだわ！」

　慌あわてて静止しようとする二美花。

「その通り！」

　法月はステアリングを切り、車を狭せまい路地へと滑すべり込ませた。




「な、何のつもりだ？」

　車が停止すると、男は怯おびえた目で法月を見た。

「少し、出ていてくれ」

　法月は二美花を車から追い出すと、男に話しかける。

「……宗太郎の居い所どころを教えろ」

「わ、私は何も知らない！」

「知らないで通るか、泉水順三郎代議士の第一秘ひ書しよさん？」

「！」

　相手が自分の正体を知っていることに怯える第一秘書。

「あの厄やつ介かい者ものの小こ倅せがれがマンションを借りる手はずを調ととのえたのは、お前さんだろう？　新大久保の殺人事件の報ほう道どう、見たかい？　あんたの名前が出るの、そう先の話じゃないぞ」

「あんたは誰だ？　金か？　要求する額がくを言ってみろ？」

「舐なめた口を叩たたくな」

　法月は秘書の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「お前、泉水代議士の選挙区の後あと釜がま、狙ねらってるんだろ？　ここはうまく立ち回った方が得だぜ？　すべて話しゃ、あのドラ息子むすこは消してやる。死人に口無しだ」

「……私の名前は出ない？」

　視し線せんを泳がせていた秘書の目に、狡こう猾かつな色が戻もどった。

「ああ。おまけに代議士はスキャンダルで引いん退たい。次の選挙のための資し金きん作り、始めた方がいい」

「……普ふ段だん、根ね城じろにしているのはここ。もうひとつ、趣しゆ味みに使うといって借りたのがこの倉庫だ」

　秘書は丁てい寧ねいにも、二か所の住所を書いて法月に渡わたした。




「……何をしたの？」

　秘書が歩いて車から出てゆくのを見てから、二美花は運転席の法月に尋ねる。

「別に。私を党とう本部の人間と勘かん違ちがいしたらしい」

　法月は肩かたをすくめた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その頃。

　ひとり屍桜屋や敷しきに残っていた玲は自室に置いてあるモバイルで、合がつ衆しゆう国こく国こく防ぼう総そう省しように務つとめる友人、ラショーモンと連れん絡らくを取っていた。





　　よお

　　あんたがやってくれたアルカイダの犯はん行こう予よ測そく

　　かなり役に立ったぜ




　ラショーモンは上じよう機き嫌げんだった。




　　だが、全部の犯行を防ふせげなかったことには後こう悔かいが残る




　玲は指し摘てきした。




　　それでも

　　十件けんのうちの九件までは防げた

　　表には出ないがな

　　ところで、何か情じよう報ほうが必要か？




　　二つだ

　　十年前にそちらに留りゆう学がくした

　　ソータロー・イズミという男の

　　そちらでの動向を知りたい




　　ソータロー・イズミね

　　了りよう解かい

　　あとひとつは？




　　外科医サージヤンというコードネームの

　　ユーロ・マフィアの構こう成せい員いんについて




　　そいつのことなら調べなくても知っている

　　ユーロ・マフィアのヒットマン

　　いや、正せい確かくに言うと、ヒットマンじゃない

　　使うのはナイフだからな

　　スタッブマンってとこか？




　　優ゆう秀しゆうかい？




　　トップクラスだ

　　ＦＢＩの捜そう査さ官かんやＣＩＡのエージェントが

　　十人以上サージャンに消されている




　　活動の拠きよ点てんは主に合衆国かい？




　　正確には把は握あくできていないが

　　ユーロポールも躍やつ起きになって追っている

　　今、資し料りようを送る




　ラショーモンはほんの数分で、資料のファイルを送ってきた。




　　そいつとやり合う気なら

　　注意しろ

　　そいつは俺が耳にした限かぎりで、最も危き険けんな人物だ




　　珍めずらしいな

　　９・11の時も、動じずに状じよう況きよう分ぶん析せきをしていた君が？




　　サージャンは今まであんたが相手にしてきた連中とは

　　全く異い質しつの存そん在ざいと言っていい

　　世界中のあらゆる警けい察さつ機構が

　　この野や郎ろう──男と仮か定ていしてだが──の正体の特定に失敗している

　　クリーピング・フィアー、忍しのび寄よる恐きよう怖ふと呼よぶ捜査官がいるくらいだ

　　今送った資料にあるプロファイリングでは

　　二十代後半から三十代の教育程てい度どの高い白人男だん性せいとなっているが

　　あまり信用しない方がいい

　　そのレポートを作った捜査官は、サージャンに殺されている




　　職しよく業ぎよう的殺人者に、プロファイリングは有ゆう効こうとは言えないだろう？




　　ところが、職業的殺人者と言い切っていいかどうか

　　こいつが殺しをやるのは仕事だけじゃない




　　つまり？




　　サージャンは趣しゆ味みも殺し

　　それも、狙ねらうのは少年少女だ

　　合がつ衆しゆう国こく内で起こった

　　未成年が被ひ害がい者しやの未み解かい決けつの殺人のうち

　　三十数件けんにサージャンが関かかわっている疑うたがいがある




　　興きよう味み深いね




　　サージャンは、あんたが照会してきたこのイズミって男でもありうるし

　　今まで親しくしてきた友人だという可か能のう性せいさえある

　　そう思っていた方がいい




　　狙いが僕ぼくと分かっているだけ、対たい処しよのしようはあるよ




　　あんたはどうしてそう自分の命を軽々しく扱あつかうかな？

　　まるで死期を悟さとった老人みたいだぜ




　　済すまない

　　自分ではそんなつもりはないんだが




　　……あとひとつ

　　確かく実じつではないが

　　あんたが知っておいた方がいい情じよう報ほうがある




　　聞かせてくれ




　　サージャンは日本国こく籍せきを持っているという噂うわさがある




　　実に面おも白しろい




　　繰くり返すが、油ゆ断だんはするなよ




　　ありがとう

　　イズミの方も頼たのむ




　　分かった






「暗殺者、だと？」

　玲がモバイルを閉とじると、背せ中なかで一心の声がした。

「帰ってきたのかい？」

　玲は椅い子すを回して、一心を見る。

「どういうことだ？　ユーロ・マフィアの連中、お前を狙っているのか？」

　詰つめ寄る一心。

「忙いそがしい時に限かぎって、新しい問題が次々と起こるね」

「アレクセイが雇やとった暗殺者か？」

「いや、彼がこの件を僕に教えてくれた」

　と、玲。

「乾さんには秘ひ密みつだよ。警察を動かしたくない」

「勝手なことを。お前、この状じよう況きようを楽しんでるだろ？」

「いや。……そんなことはないと思う」

「……ちっ。まあ、お前のことはどうでもいい。ただ、ニコルを巻まき込こむんじゃない」

　実じつ際さいはどれほど一心が自分のことを心配しているか、玲には痛いたいほど分かっている。

「それと、女郎花君も、だろう？」

「そう、あいつもだ」

　一心はこぶしを玲の胸むねに押おし付けてから、背を向けた。

「夕食の時間だ。それを言いに来た。何だかニコルのやつが機き嫌げんよくって、凝ったもん作ってるから覚かく悟ごしておけ」




「赤い靴くつって共通項こうだけで、七瀬さんの追ってる殺しと二美花の一件を結びつけるのはどうかな？」

　夕食後。

　一心から赤い靴の歌のことを聞いた亨は、首を傾かしげた。

「お前、考え過すぎじゃねえの？」

「とも言えないっしょ」

　捜そう査さ本部から戻もどってきた七瀬が、珍めずらしく一心に賛さん成せいする。

「過か去この赤い靴事件だと、被害者の遺い体たいは死後五日から一週間で屋外に遺い棄きされてるっス。けど、今回は匿とく名めいの通報があって、マンションで見つかってる。もし、法月と二美花ちゃんが自分の事件の犯はん人にんを追っていて、その潜せん伏ぷく場所を突つき止めたとしたら？」

「そうか。通報者は、法月か二美花ちゃん。犯人は二人に、遺棄する予定だった死体を発見されてしまった」

　と、士郎。

「そう説明が成り立たないこともないね」

「……ねえ、こいつを捕つかまえたら、もう二美花ちゃんは苦しまなくていいんじゃないかな？」

　茜が言った。

「大地くん、捕まえよう。許ゆるせないよ、自分より弱い、小さな女の子ばかり狙ねらうようなやつ」

「ああ、そうだな。捕まえて、二美花の悪あく夢むを止めてやろう」

　一心はうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　翌よく日じつ。

　都内某ぼう所しよ。

　繁はん華か街がいに近いマンションの一室。

　そこは、一部の愛好家にのみ知られる空間だった。

　売られているのは、ＳＭ関係の拘こう束そく具ぐや低学年の少女を題材にした、お世辞にも芸げい術じゆつ的とは呼よべない写真集やビデオ。

　中には、マニアが自分で撮さつ影えいしたものを売りに出しているケースもある。

　無言で好みの品を物色する男だん性せい客たち。

　響は店に入ると真まっ直すぐに、カウンターに向かった。

「顧こ客きやくリストを見たい」

　カウンターの奥おくでスポーツ誌しを読んでいる店員に、響は声をかける。

「……あんた、警けい察さつ？」

　退たい屈くつそうに顔を上げる店員。

　警察の手入れにも慣なれている感じだ。

「警察なら礼状。そうじゃなきゃ、見せられないよ」

　どうやら、音楽などは興きよう味みの範はん疇ちゆう外らしく、響の顔も知らないらしい。

「………」

　響は黙だまって、一万円札を数すう枚まいカウンターの上に置く。

　店員は無言で、分ぶ厚あついファイルを取り出してきた。

　ファイルをめくってゆく響。

　目的は、泉水宗太郎の名前ではない。

　通つう販はんリストの住所。

　少女の遺体が発見された新大久保のマンションのアドレスを探さがしているのだ。

「……あった」

　ファイルをめくり始めて、十分が経けい過かした頃ころ。

　響は目的の住所を見つけた。

　この手の店を六軒けんも巡めぐって、やっと見つけた手がかりだ。

　名前の欄らんには、泉水とは違ちがう苗みよう字じ。

　今度は、その名前を使って最近、別の住所で商品購こう入にゆうがなされていないかを調べる。

「……ありがとう」

　さらに二十分を費やして、響はリストを閉とじた。

　ここには同じ名前はない。

　響は店を出て、前に調べた店で今の名前の記録を探す。

　その名前を発見したのは、四番目に回った店だった。







　正せい義ぎの執しつ行こう







　ラショーモンから連れん絡らくが入ったのは、日曜の未明のことだった。





　　ソータロー・イズミ、とんでもない男のようだぜ




　ラショーモンは最初にそう言ってきた。




　　何か出たかい？




　　ヤツが留りゆう学がくしていた四年間に

　　ヤツの周囲で四人の少女が消えている

　　だいたい一年にひとりずつだ

　　イズミが怪あやしいと警察が証しよう拠こ固めをしているうちに

　　ヤツは日本に帰っちまった




　これは日本での犯はん行こうペースと完かん璧ぺきに一いつ致ちする。




　　それと、もうひとつ

　　ヤツの渡と米べい記録はこれが初めてじゃない

　　幼おさない頃に、両親に連れられてワシントンに滞たい在ざいし

　　犯はん罪ざいに巻まき込まれている




　　犯罪？




　　近所に住む牧ぼく師しのところに連れ込まれ

　　悪戯いたずらを受けたんだ






「犯罪の連れん鎖さ……か。やはり、この男なのだろうか、僕が見みい出だせなかった、あの男は……」

　ラショーモンとの連絡を終えた玲れいは、暗くら闇やみの中でひとりつぶやいていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『純じゆん、今まで僕は巽たつみ玲に対する復ふく讐しゆうの道具として、プラティウムと君を利用してきた。……本当に済すまない』

「な、何言ってんだよ!?」

　突とつ然ぜんの響ひびきからの電話に、純は戸と惑まどっていた。

　午前九時三十分。

　本当なら響も、純が今いるスタジオに、三十分前には姿すがたを見せていなければいけないのだ。

『これですべてを終わりにするよ。巽玲に僕と同じ苦しみを味わわせてね。事じ務む所しよの方には、さっき話をした。僕はプラティウムをやめる』

「響！」

『純……。君は本当に優やさしいいい子だ。もう、僕に縛しばられてＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのみんなに辛つらく当たる必要はないよ。君は、本当はあの連中が好きなんだろう？』

「……！」

『君は最高のパートナーだった。……さよなら』

　電話は純の説得を許ゆるさずに、突然切られた。

「……さよ……なら？」

　ＡＤが呼よびに来るまで、純は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしていた。




「ご、ごめん」

　屍し桜ざくら屋や敷しきを訪おとずれた純は、しゃくり上げながら一いつ心しんに頭を下げていた。

「けど、警けい察さつに言う訳わけにはいかないし、結局、お前らしか相談する相手思いつかなくって」

　響の電話から数時間が経けい過かした、日曜の正午近く。

　一心たちの前に座すわる純の顔からは、日ひ頃ごろのふてぶてしさは微み塵じんも感じられない。

「んだよ、いつになく弱気だな」

　一心も調子が狂くるう。

　こちらは、一いつ刻こくも早く泉水いずみを見つけ出さねばならないのだ。

　それでなくても、午前中は雑ざつ誌しの仕事が入っていたこともあって、大した収しゆう穫かくは上げていなかった。

　プラティウムのことに、かまけている場合ではない。

「何があった？」

　少しイライラしながらも一心は尋たずねる。

「響が……いなくなった」

　純は喉のどの奥おくから声を絞しぼり出すようにして言った。

「へ？　響くんが？」

　と、茜あかね。

「待てよ。二ふ美み花かに続いて、響もだと？」

　さすがに亨とおるは、うんざりした表ひよう情じようだ。

「一体どうなっている？」

「サッパリ分かりませんね」

　士し郎ろうや宏こう太たも眉まゆをひそめる。

「響、事務所を辞めて消えちゃったんだ！」

　純は繰くり返した。

「玲に……巽玲に、自分と同じ苦しみを味わわせるんだって言って！」

「同じ苦しみ？　おい、一体何のことを言ってる!?　順じゆん序じよ立てて話せ！　何でここで玲の名前が出てくんだよ！」

　話の見えてこない一心は、純の肩かたをつかんだ。

「響は……復讐のために身を隠かくしたんだ」

　純は真っ赤に目を腫はらして頭を振ふる。

「復讐を果たして……死ぬ気かも知れない」

「だから！　どうして玲が響に復讐されないといけないんだ!?　おい!?」

「知らなかったのかよ!?」

　純は一心の手を振り解ほどく。

「響の妹は、あんたの兄あに貴きに見み捨すてられて殺されたんだぞ！」

「噓うそだ！」

「噓じゃねえ！」

「この！」

　思わず純に殴なぐりかかろうとする一心。

　そこに。

「純くんの言う通りだよ」

　みんなの前に、玲が姿を現あらわした。

「響くんの妹さんの真ま希きさんは……、僕ぼくが殺したようなものだ」

　玲は、純に向かい合う形でソファーに腰こしを下ろす。

「一年前、僕は真希さんと響くんの弟さんから連れん絡らくを受け、ストーカー事じ件けんの調ちよう査さに当たり、ストーカーが真希さんの学校の教きよう師しであることを突き止めた」

　淡たん々たんとした口調。

　だが、茜はその裏うらに、自分の犯おかした過あやまちに対する悲ひ痛つうな思いがあることを感じ取った。

（玲さん……本当に全部背せ負おって逝ゆく気なんだ）

　玲の余よ命めいを知っている茜は、胸むねが締しめ付けられるような気持ちになる。

「真希さんにそのことを告げた僕は、警察に被ひ害がい届とどけを出すように助言してこの事件から手を退ひいた。その時、僕は他に幾いくつか殺人事件を抱かかえていたんだ。だがその後、真希さんはその教師に惨ざん殺さつされた」

「！」

　息を吞のむＳ＆Ｓメンバー。

「僕が手を退いたことで、真希さんは安心してしまい、警察に連絡して適てき切せつな保ほ護ごを受ける手続きをしなかったらしい」

「だったら！　玲さんの責せき任にんじゃないだろう！」

　と、玲を崇すう拝はいする亨。

「いや、僕は彼女を救える可か能のう性せいがあった。一いつ旦たん手をつけたからには、結末まで見届けるべきだったんだ」

　玲はさらに付け加えた。

「その上、致ち命めい的なことがある。犯はん人にんは複ふく数すうだった。そのことを、当時の僕は見落としてた。やはり、僕の罪つみだ」

「響がＳ＆Ｓに近づいたのも……あんたに復ふく讐しゆうするためだったんだよ」

　そう告げる純の声は震ふるえている。

「……噓つくな」

　一心は純の胸むな倉ぐらをつかんで立たせる。

「俺おれは信じないぞ！　響が、あいつがそんな気持ちで俺たちに近づいたなんて！　あいつはそんなヤツじゃない！　あいつはな、馬ば鹿かみたいに付き合いがよくて、気が優やさしくて、お人ひと好よしで……」

「そう」

　玲が一心の腕うでをつかんだ。

「村むら雨さめ響という人間は、本来そういう存そん在ざいなんだろう。それを変えてしまったのはこの僕だ。イッシン、君が殴るべき相手は、この僕なんだよ」

「……くそ！」

　一心は純を突き放し、壁かべにこぶしを打ちつける。

「響を探さがすぞ。ヤツが何をする気か、突き止めてやめさせる」

　亨が立ち上がった。

「二美花の方は、イッシンとアカネが引き続き調べる。俺とシローとコータは、響の方だ。玲さん、響と直ちよく接せつ連絡をとろうとしないで、俺たちを通してください、いいですね？」

「しかし、この問題には……」

「玲さん、あんたに何かあったら、こいつやニコちゃんがどう思う？」

　亨は一心を指さした。

「……すまない」

（ニコちゃんが出かけててよかった。この話聞いてたら、きっとショックだったよ）

　茜は思う。

　ちょうど今日は、ニコルは双ふた子ごと一いつ緒しよに遊びに出ているのだ。

「純、君は一いち応おう、響の友人や親、あいつが連絡しそうなところを当たってみてくれ」

　士郎が声をかける。

「うん」

　純はほんの少し、安心した表ひよう情じようでうなずいた。

「……こんな時だけＳ＆Ｓを頼たよりにして、俺、ひどいヤツだよな」

「似に合あわねえこと言うな」

　と、素そっ気けない一心。

「お前にもいろいろヒドイこと言った。ごめん」

　純は茜にも頭を下げる。

「いいよ。……だって、可愛かわいくないのは本当だし」

　茜は初対面でブスと呼よばれたことを思い出し、少しいじける。

「そ、そんなことないって、あれは響が……」

「響くんが？」

「……いや、何でもない。けど、あんたのこと、ブスって言ったの、あれ、噓うそだから」

　純は顔を赤くして下を向いた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同じ頃ころ。

　響は東ひがし池いけ袋ぶくろの安アパートの前に立っていた。

　インターフォンがない扉とびらを、響は何度かノックする。

「……はい」

　中から神しん経けい質しつそうな声。

「宅たく配はいです」

　それらしい調子を装よそおう響。

　カチャリ。

　扉がわずかに開くと、響は足を滑すべり込こませて素す早ばやく部屋に侵しん入にゆうする。

「泉水宗そう太た郎ろうか？」

　薄うす汚ぎたない湿しめった部屋。

　その中でうごめく三十代前半の蒼あお白じろい顔の男に、響は尋たずねた。

「違ちが……」

「噓だ」

　膝ひざを抱かかえて座すわる男に、響は言う。

「お前が使っている偽ぎ名めいを突つき止め、そこから住所を探した」

「……それで？」

　男は顔を上げた。

　どうやら、響の行動に興きよう味みを持ったようだ。

「お前は人殺しだ、泉水宗太郎。一年前、ひとりの中学生をその子の教きよう師しと組んで惨ざん殺さつし、罪つみをひとり、教師に被かぶせた」

「……そんなこともあったかな？　いちいち覚えちゃいないよ」

　髪かみを搔かく泉水。

「で、警けい察さつに言うの？　いいよ、別に。僕はおかしいんだ。どうせ病院に入れられるだけで、すぐに出て来られる」

「……いや」

　響は泉水の上に屈かがみ込んでささやく。

「僕はお前に、格かつ好こうの獲え物ものがいることを知らせに来た」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「こいつの事じ件けんまで、泉水とつながってたのか」

　週明けの月曜の午後。

　Ｓ＆Ｓメンバーは全員事じ務む所しよに集まっていた。

　この時間までに、一心と亨たちは響の義ぎ父ふから、真希の事件に泉水宗太郎の名前が浮うかんできていることを聞き出していた。

「あいつ、俺たちよりも泉水に近づいているようだな」

　と、亨。

「玲さんに対する復ふく讐しゆうって、どう泉水と結びつくんだ？」

「泉水と組んで玲さんを狙ねらい、その後に泉水を始末する。そういうシナリオだろう」

　士郎が想そう像ぞうする。

「……そうかなあ？」

　異い議ぎを唱えたのは茜だ。

「泉水って、自分より強そうなタイプは絶ぜつ対たいに狙わないヤツじゃない？」

「じゃあ、響のやつ、どうする気なんだよ？　玲に同じ苦しみをっていうんなら……！」

「！」

　一心と茜は同時に気がついた。

「玲さんに同じ苦しみを味わわせるなら、狙われるのはニコちゃんだよ！」

「電話！」

　屍桜屋や敷しきに連れん絡らくを入れる一心。

　だが、ニコルの姿すがたはすでに屋敷にはなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「今日はおうちから歩いていってみましょうか？」

　飯いい塚づかはニコルの手を引いて、学校に向かっていた。

「通学路はこっちになるわ」

　飯塚は〝学〟の字のついた交通標ひよう識しきを指さした。

「……だから、関係ない。あなたに付き合うのもこれが最後。もう学校へは行かないんだから」

　そう言いながらも、ニコルは何な故ぜか大人しく飯塚に従したがって小学校に向かっている。

　歩いて十分ほど。

　別に知らない道ではないが、こうして手を引かれて歩いていると、結けつ構こう心細い感じがする。

　ランドセルは理り不ふ尽じんに重いし、黄色い通学帽ぼうはちょっと大き過すぎてすぐに傾かたむいてくる。

「不ふ愉ゆ快かいだわ」

　ニコルはほぼ十歩ごとにつぶやいていた。

　と、そこに。

「ニコルちゃん！」

　黒い車が横付けして、ウインドウから響が顔を出した。

「大変だ！　イッシンくんが大おお怪け我がを！」

「イッシンが！」

　サッと顔を蒼あお褪ざめさせるニコル。

「レイには!?」

「知らせた！　日が暮くれたら、すぐに病院に向かうって！」

「病院はどこ!?」

「乗って！」

　響にそう言われて、車に飛び乗るニコル。

「待って！」

　飯塚も慌ててニコルに続く。

「……古典的だね」

　ドアをロックした運転席の泉水は、バックミラーを覗のぞき込みながらクククと笑った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『緊きん急きゆう配はい備びをかけてＮシステムで泉水の車を探さがしてるけど、今のところヒットしてないっス』

　七瀬は屍桜屋敷に、三十分ごとに報ほう告こくを入れていた。

『泉水の父親の代議士、重要参考人で引っ張ぱって、宗太郎の居い所どころを吐はかせる手続き取ってるとこっスけど』

「間に合わねえよ！」

　電話に怒ど鳴なり返す一心。

「せめてニコちゃんが、携けい帯たい持っててくれれば……」

　茜がつぶやく。

　今日は小学校に行くので、ニコルは携帯を置いていったのだ。

「そろそろ日が暮れる……」

　時計を見る玲の瞳ひとみには、悲ひ痛つうな色が浮うかんでいた。

「あいつら……」

　一心は、走り回っている士郎たちに望みを託たくす。

　二人はそれぞれ、二美花と響の足取りを辿たどって、接せつ触しよくした人間を探しているのだ。

　亨が現げん在ざい会っているのは、ストーカー事じ件けんを担たん当とうした弁べん護ご士し。

　士郎の方は、代議士の秘ひ書しよである。

　二人とも、多少の手て荒あらなことは辞さない覚かく悟ごだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　宏太が安心させるように、一心と茜に微笑ほほえみかける。

「ニコちゃん……」

　ギュッと目を閉とじて祈いのる茜。

　そして……。

「イッシン！」

　玄げん関かんで二人の声がした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「イッシンはどこ!?」

　芝しば浦うらの倉庫街の一画に連れ込まれたニコルは、周囲を見み渡わたして響に尋たずねた。

「大だい地ち一心？　あいつはここにはいない」

　響が肩かたをすくめる。

　と、同時に泉水が素す早ばやく動いて、飯塚をロープで縛しばる。

「噓うそをついたの？　どうして？」

　ニコルは、動どう揺ようを表ひよう情じように出さないように自分に言い聞かせる。

「君を招しよう待たいしたかったからさ、地じ獄ごくにね」

「……あなた、何者なの？」

　じっと響を見つめるニコル。

「ワタシの知っているイッシンのクラスメートじゃない」

「復ふく讐しゆう者さ。君の兄の巽玲を苦しめるために、すべては僕ぼくが仕組んだことだ」

「レイに復讐しようなんて考えるのは悪あく党とうだけよ！」

「生意気な口を利きけるのもそこまでだ。真希が味わったのと同じ恐きよう怖ふを、お前には味わってもらうからな！」

　響はニコルの腕うでをねじ上げ、泉水の方に突つき飛ばした。

「おっと」

　飯塚を縛り上げていた泉水は、ニコルを抱だきとめるとその首くび筋すじに顔を埋うずめた。

「いいねえ。この抜ぬけるように白い肌はだに、甘あま酸ずっぱい匂におい。この前、捕つかまえた子が、作品を完成する前に発見されちゃってね。もう一回やり直さなきゃって思ってたんだ。君はいい被ひ写しや体たいになってくれそうだよ」

　うっとりしたような表情になった泉水はライカをケースから出しながら、一いち応おう、響に聞いてみる。

「この子、抱くかい？」

「僕にはそんな趣しゆ味みはない」

　響は軽けい蔑べつを隠かくそうともしなかった。

　計画では、玲に絶ぜつ望ぼうを味わわせた後で、この泉水も殺すことになっているのだから。

　響はポケットの中のバタフライ・ナイフの感触を、指先で確かく認にんする。

「放して！　レイ！　レイッ！」

「静かにしろ！」

　ガッ！

　暴あばれるニコルの頰ほおを、泉水はこぶしで数発殴なぐった。

「……履はけ。この靴くつを履くんだ」

　口から血を滴したたらせて大人しくなると、泉水は赤い靴を取り出してきて命じる。

　どうやら、この倉庫にはかなりの数の赤い靴の在庫があるようだ。

「そうだ。いい子だ」

　泉水はニコルをマットの上に座すわらせる。

（これで……復讐が成し遂とげられる）

　震ふるえながら靴を手にとるニコルをながめながら、響は思った。

（巽玲は苦しむ。かつての僕と同じように）

　乱らん暴ぼうに靴下を脱ぬがされたニコルは、小さな足を片かた方ほうずつ靴に入れる。

　あの赤い靴。

　一年前のあの日……。

　前日から降ふり続ける大おお粒つぶの雨の中。

　四し肢しを妙みような形に曲げられた少女の裸ら体たいは、山手線のガード下で発見された。

　かつて、響に優やさしく微笑んでくれた瞳ひとみは、恐怖の色を浮うかべ、無言で灰はい色いろの空を見つめていた。

　死後、五日が経けい過かしていたことが後の解かい剖ぼうで明らかになった。

　おぞましいことに、全身四十か所以上に及およぶ傷きずには、すべて生活反はん応のうがあった。

　つまり、真希は生きながら、切り刻きざまれたのだ。

　泥どろで汚よごれ、冷たくなった身体からだに身につけていた唯ゆい一いつのもの。

　それが、あの赤い靴だった。

（……真希と同じ……赤い……靴）

「ヒビキ……お願い……」

　救いを求めるように、自分を見つめるニコル。

　その瞬しゆん間かん。

　ニコルの顔と、何度も夢ゆめに見た真希の顔がピッタリと重なった。

（響くん……ねえ、お願いがある……）

　それは、響が見た真希の最後の笑え顔がお。

（唄うたって、私だけのために）

　ブランコに乗って、楽しそうに響を振ふり返る、真希の優しい笑顔だった。

（……真……希？　……真希!!）

　全身の血が逆ぎやく流りゆうする感覚。

（僕はまだ、真希との約束を果たしていない！）

　響は無む我が夢む中ちゆうで飛び出すと、泉水を突き飛ばしてニコルから引き離はなしていた。

「この子から離れろ！」

「……どうした？　この子が欲ほしくなったのかい？」

　立ち上がりながら、薄うすら笑いを浮かべる泉水。

「気が変わった。この子は無事に帰らせる」

　響は宣せん言げんした。

「分かっているのかなあ？　今さら取り繕つくろっても君は共きよう犯はんだよ」

「気がついたんだよ、やっと。こんなことをしても、もうひとりの真希を作るだけだってことを」

　響はやっと理り解かいしていた。

　本当に復ふく讐しゆうしたかった相手は、玲でも泉水でもなく、愛する人を救えなかった無力な自分であることに。

（今さら遅おそいけど……償つぐないはするよ、真希！）

「ヒビキ……」

　響を見上げるニコル。

「ごめんねニコルちゃん。許ゆるしてもらえるとは思わないけれど」

　響は素す早ばやくポケットからバタフライ・ナイフを取り出した。

「お前を殺して、すべてを終わりにする！　もともと、最後にお前は殺す気だったんだ！」

　しかし。

「まるで玩具おもちやだ、ね！」

　響がナイフを突つき出すより一瞬早く、ベルトの背せ中なかに挟はさんで隠し持っていた特とく殊しゆ警けい棒ぼうが一いつ閃せんする。

「！」

　ナイフが宙ちゆうを舞まい、こめかみに一いち撃げきを受けた響は膝ひざを突いた。

「馬ば鹿かなガキだなあ。僕がお前を本当に信用したとでも思ってるのか？」

　ガッ、ガッ、ガッ！

　容よう赦しやなく振り下ろされる特殊警棒。

「普ふ通つうにやったら、勝てそうにないけどね。けど、僕は自分の弱さを知ってる分、慎しん重ちようで狡こう猾かつだ。だから、こうやってお前が倒たおれてる訳わけ」

「うごっ！」

　響は自分が吐はいた血の上に突っ伏ぷした。

「お前はまだ殺さない。この子を殺した罪つみを着てもらわなくちゃいけないからね」

　動けなくなって横たわる響を針はり金がねで縛しばり上げながら、鼻歌を歌う泉水。

　童どう謡ようの赤い靴くつだ。

「斉さい藤とうにも……同じやり方で罪を背負わせたのか？」

　腕をねじ上げられた響は呻うめく。

「そうそう。君の、真希ちゃんだっけ？　実はね、とっくに思い出してたよ。拉ら致ちした時の何とも言えない怯おびえた表ひよう情じように、腐ふ乱らんしてゆく均きん整せいの取れた幼おさない肉体。素晴らしい写真が撮とれたなあ。僕にとっての代表作と言っていい。あの時の教きよう師しには、僕の身代わりになってもらったけど、一回でもあの子を抱だけたんだし、あいつ、満足したんじゃない？」

「！」

「身代わりを立てるのは、僕の父親譲ゆずりのテクニック。僕はこれからも、ずっとこの楽しいことを続けていくんだ」

「お前だけは……殺して……やる」

　立ち上がろうとする響。

「大人しく待っているんだな」

　泉水は響のあご先を強く蹴けると、ライカを手にとってレンズをニコルに向けた。

「さあ、続きだ」

「やめて……」

　焚たかれるフラッシュに、すくみ上がるニコル。

「ニコルちゃんに触ふれないで！　いたぶるのなら、私にしなさい！」

　縛り上げられたままの飯塚が叫さけぶ。

「駄だ目め、あんたみたいな汚よごれ切った大人の女、僕、興きよう味みないんだよ」

　泉水は笑い、鼻歌を歌いながらニコルの肌はだに指を這はわせる。

「お願い、触さわらないで……」

　ニコルが涙なみだを流しながら泉水に懇こん願がんしたその時。

　ガタン！

「？」

　倉庫の扉とびらが開く音を、泉水は耳にした。




「……誰だれだい？」

　侵しん入にゆうしてきた二つの影かげに向かって、泉水は警けい戒かいしながらも何気ない口調で声をかけた。

「ここは僕のプライヴェートなアトリエだよ。帰ってくれないか？」

「……ようやく会えたな」

　マグライトの光を泉水の顔に当てた法のり月づきもまた、警戒を怠おこたらなかった。

「久ひさしぶりだね、泉水宗太郎くん。顔を合わせるのは、これが初めてだが」

「あんた、誰？」

　顔をしかめた泉水は、やや置いて思い出す。

「待ってよ……そうだ、あんただ。その声、覚えてるよ。僕をしつこく追いかけていた記者だね？」

「その通り。こっちはお前のことは良く覚えているぞ。お前を取り上げた記事で、大分儲もうけさせてもらったからな」

「今いま頃ごろ何やってるのさ？　あんたはパパが手を回して、雑ざつ誌し社をクビになったはずだろ？」

　背中に回した手の中でバタフライ・ナイフを弄もてあそびながら、泉水は法月に近づいてゆく。

「あんたに会いたがっている人がいてね」

「会いたがってる人？」

「私よ」

　法月の陰かげから、二美花が姿すがたを現あらわした。

「？」

「覚えていない？」

「……悪いけど」

　と、関心のない表ひよう情じようの泉水。

「本当に……覚えて……いないの？」

　自分に消えがたい恐きよう怖ふ心しんを植えつけておいて、泉水は全くそのことを覚えていない。

　二美花はそのことに愕がく然ぜんとする。

「十年前、あなたは私をさらったのよ!?」

「学生の頃か……ああ、あの子」

　泉水はやっと気がついたようだ。

「確たしか、女じよ優ゆうの娘むすめだっけ？　途と中ちゆうで邪じや魔まが入ったから、君を題材にした作品は中ちゆう途と半はん端ぱな未完成品で終わってたな」

「作品？」

「まあ、君は大きくなり過すぎて、僕の好みじゃなくなっちゃったけど……。とりあえず、話があるんならこっちにおいでよ」

　ニコルと飯塚のいる部屋に、二美花たちを呼よび寄よせる泉水。

「……変へん態たい野や郎ろうが、変わってないな」

　倉庫の床ゆかに散らばったＳＭ雑誌を見て、法月は顔をしかめる。

「聞かせて」

　もう一度、二美花は切り出した。

「私、誘ゆう拐かいされた時の記き憶おくがすっぽり抜ぬけ落ちているの。あの時、何があったのか、正せい確かくに知りたいのよ」

「そう言われてもねえ。困こまったなあ」

　頭を搔かいてみせる泉水。

　踏ふみ込こんできた二人が警けい察さつでもなければ、警察に連れん絡らくする様子を全く見せないことに、泉水は精せい神しん的な余よ裕ゆうを覚えているのだ。

「まだ、発表する段だん階かいじゃないんだよ」

「あんたは前に、俺おれの電話にこう答えている」

　法月が言った。

「自分の行っていることは、ただの誘拐殺人ではない。究極の美を追求する行こう為いだと」

「その通り」

　泉水は白い歯を見せると、ポケットから写真の束を取り出して床に撒まいた。

「ほら」

「………」

　二美花はその中の一枚まいを拾い上げる。

　それは、赤い靴くつを履はいた十歳前後の少女が恐怖を顔に張はりつかせたまま切り刻きざまれ、地に染そまったベッドに横たわっている写真だった。

　他ほかの写真も、同じように惨ざん殺さつされた少女のものだ。

「無む垢くな少女の恐怖の表情ほど美しいものはない。そう思わないかい？　僕ぼくはそれを永えい遠えんの形にとどめ、醜みにくく腐ふ敗はいしてゆく過か程ていをフィルムに収おさめる。つまり、滅ほろびの美学を追求しているんだ」

　泉水は恍こう惚こつの表情を浮うかべる。

「君の時には、まだ僕はその方法論ろんを確立していなかった。そこの記者さんの邪魔も入ったし、経けい験けん値ちを積むためにアメリカに行くことにしたんだよ」

「向こうでも殺しを続けていたのか？」

「勉強になったよ。でも、やっぱり肌はだは日本人の方がきれいだったかな？」

「……吐はき気がする」

　口を覆おおう二美花。

「そうだ、ちょうどいい。今からこの子を使って、あの時の様子を再さい現げんしてあげよう」

　泉水は木箱の陰かげからニコルを引き出してきた。

「ニコルちゃん!?」

「フミカ！」

　顔を合わせて驚おどろく二人。

「泉水ぃ！」

　法月はニコルを救おうと飛びかかる。

　だが。

　泉水はすでに、法月の動きに対たい応おうする心こころ構がまえができていた。

　サッと取り出したバタフライ・ナイフの先せん端たんが、法月の腹ふく部ぶに音もなく突つき刺ささる。

「くっ！」

　法月は腹部を押おさえて、肩かたから崩くずれ落ちた。

「法月さん！」

　悲鳴に近い声を上げる二美花。

　床に沈しずんだ法月は、何が自分の力を奪うばったのか分からずに泉水を見上げる。

「ああ、このナイフ？」

　面おも白しろくもなさそうに、血のついたバタフライ・ナイフを振ふり回して見せる泉水。

「村雨響って馬ば鹿かな坊ぼうやの玩具おもちやだよ。僕は手て袋ぶくろをしてるけど、こいつにはあの坊やの指し紋もんがはっきり残ってるんだ。あんたを殺したの、あの坊やってことになるから」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす二美花を、泉水は縛しばり上げた。

「相変わらずの……最低野郎だ」

　法月は呻うめく。

「黙だまってた方がいいよ。でないと……、早く死んじゃう」

　泉水はクスリと笑って法月を蹴けると、ニコルの方を振り返った。

「さてと、そっちのお姉さんに見せてあげようね。十年前、自分が何をされたのかを」

「やめて！　その子には何もしないで！」

「あれれ、知りたいんじゃないの？」

　泉水は大いに心外だという顔をして見せる。

「君の時はどうやったかなあ……。そうだ、まず……」

　バタフライ・ナイフの先端が、ニコルのブラウスの一番上のボタンを切り落とす。

「もう……もうやめて……」

　二美花はギュッと目を閉じ、泣き始める。

　その時。

「悪いけど、あなたにこの子は殺させないわ」

　飯塚が立ち上がった。

　いつの間にか、彼女を縛り上げていたロープが切られている。

「！」

　希望に顔を明るくするニコル。

　しかし。

「だって……」

　飯塚はどこから取り出したのか、冷たいメスでニコルの頰ほおを撫なでた。

「殺すのは、私なんですもの」

「飯塚……さん？」

「ふふふ、私が本当にそういう名前だと思う？」

　飯塚と名乗っていた女は、謎なぞめいた微び笑しようを見せる。

「じゃあ……あなたは？」

「闇やみに潜ひそむ悪あく夢む、よ」

　メスはゆっくりとニコルの白い首くび筋すじを這はう。

「こんなの……こんなのって……」

　絶ぜつ望ぼうが、完かん膚ぷなきまでにニコルを打ちのめしていた。

「おやおや？」

　泉水は飯塚に、正せい確かくには飯塚の握にぎるメスに興きよう味みを持ったようだった。

「僕のアトリエで、ずいぶん好き勝手なことをやってくれるね？　あんた、誰だ？」

「私はあなたが趣しゆ味みでやっていることで、お金を貰もらっている人間よ」

「……これは驚いた」

　泉水はニコルを、自分の方に乱らん暴ぼうに引き寄よせた。

「放して！」

　逃のがれようとするニコル。

「暴あばれるんじゃない！」

　泉水は、抵てい抗こうするニコルの腹はらを蹴けった。

「泉水くん、といったかしら？　聞き分けのない子は嫌きらいよ」

　目を細める飯塚。

「その子はレイ・タツミを組そ織しきに引き入れるための餌えさなの。放しなさい」

「レイ・タツミ？　関係ないね、これは……僕の獲え物ものだよ！」

　泉水は飯塚の方にニコルを突き飛ばした。

「消えちゃえ！」

　シュッ！

　飯塚がニコルを受け止めてよろけたところで、泉水は頸けい動どう脈みやくを狙ねらってバタフライ・ナイフを突き出す。

「あなたの獲物？」

　飯塚は平然とこれを見切り、さっと泉水の背せ中なかに回りこむと、首筋に手刀を浴びせた。

「……私の獲物よ」

「うがっ！」

　白目を剝むいて崩くずれ落ちる泉水。

「さてと……、あなたたちはどうしようかしら？　隣となりの部屋には、村雨っていう少年もいるらしいし」

　飯塚はニコルを引き起こすと、唇くちびるに指を当てて二美花と法月を交こう互ごに見る。

「手っ取り早く、この場で始末するのも手だけど……」

　冷たく光る瞳ひとみに、背筋が凍こおりつく二美花。

　と、その時。

「……こういうことになっているとは、予よ測そくしていなかったな」

　扉とびらの方から声。

「！」

　飯塚が振ふり返ると、そこにあったのは鋼こう鉄てつの扉に手をかけ、月を背はい景けいに立つ玲の姿すがただった。

「あなたがこの時点で正体を明かすとはね」

「気がついていたの？」

　飯塚と名乗っていたサージャンは目を細めた。

「最初、サージャンが女じよ性せいだとは思わなかったよ」

　玲はゆっくりと前に進み出た。

「どうやら僕は二美花さんの事じ件けんに注意を引きつけられ過すぎていたようだ。あなたがサージャンだと気がついたのは、響くんにニコルが拉ら致ちされてからのことだ」

「参考までに聞くけど、何な故ぜ分かったの？」

　サージャンは尋たずねる。

「思い出したんだ。あなたが最初からニコルに日本語で話しかけてきたことを。資し料りようを見て訪ほう問もんしただけの教育委員会の人間なら、まず、ニコルに何語で話しかけるべきか戸と惑まどうはずだ。だが、あなたはニコルが日本語に堪たん能のうなことを知っていた。我われ々われのことを知り過ぎていたんだ」

「お見事」

　サージャンは肩かたをすくめる。

「さっそくだけど、ビジネスのお話。味方になる？　ならない？」

「その答えはアレクセイにも伝えた」

「交こう渉しよう相手は変へん更こうされたの。答えは、この状じよう況きようを良く考えながら出すことね」

「飯塚……さん」

　サージャンの腕うでの中のニコルは、涙で曇くもる瞳で彼女を見上げた。

「ニコルちゃん、ごめんなさいね。どうしても、あなたのお兄さんが必要なの。そう、たとえ、あなたの命を犠ぎ牲せいにしても……」

　サージャンは片かた手てをニコルの脇わきから腰こしにかけてに這はわせ、もう一方の手で右耳たぶにメスの先せん端たんを食い込こませる。

「！」

　滴したたり落ちる鮮せん血けつ。

　赤い線がニコルの首くび筋すじから胸むな元もとにかけて描かかれてゆく。

「妹の命を犠牲にしてまで、正せい義ぎの味方、しちゃうのかな？」

　サージャンは楽しそうに肩をすくめた。

「時間はないわ。十秒以内に結けつ論ろんを出して」

　ニコルの首筋にキスをして、サージャンは数え始める。

「テン……ナイン……エイト……セヴン……シックス……ファイヴ……フォー……」

　ニコルは玲を見つめながら、わななく唇を動かす。

（駄だ目め、レイ。負けないで）

　恐きよう怖ふで声も出ないニコルは、そう必死に訴うつたえていた。

「スリー……トゥー……立りつ派ぱなお兄さんだこと……」

　メスがニコルの頰ほおに当てられる。

「まずは二目と見られない顔にしてあげる」

「……待て」

　玲はとうとう頭を振った。

「君の勝ちだ。……ニコルを離はなせ」

「……最高！」

　サージャンは笑い出した。

「あの、巽玲が私に屈くつ服ぷくした！　私の前に、レギナが一目置いた、組そ織しき最大の敵てきが平へい伏ふくしたのよ！」

　だが。

「そんなの……認みとめない！」

　今まで何もできなかったニコルが、突とつ然ぜん、サージャンの腕の中で暴あばれ始めた。

「ワタシが死んでも！　レイをあなたたちの仲間になんかさせないんだから！」

「こいつ！」

　思わぬ抵てい抗こうに、メスをニコルの喉のどに突つき立てようとするサージャン。

　その瞬しゆん間かん。

　ギュン！

　一枚まいのピックが風を切り裂さき、サージャンのメスを叩たたき落した。

「その子を放せ！」

　ほぼ同時に、後方から飛び出した亨の木刀が電光石火、袈け裟さ懸がけにサージャンの肩に打ち下ろされる。

「くっ！」

　ガッ！

　振ふり返りながら、上じよう腕わんで木刀を受け止めるサージャン。

　その顔を、強力なマグライトで照らしたのは士郎だ。

「タッチダウンだ！」

　一瞬視し力りよくを失ったサージャンの脛すねを狙ねらい、アメフトのヘルメットと防ぼう具ぐで身を固めた宏太が真横からタックルをかける。

　同時に、下げ段だんから擦すり上げた亨の木刀が、弧こを描えがいて脇わき腹ばらを狙う。

「ちっ！」

　サージャンはこれを避よけるため、やむなくニコルを突き飛ばした。

「あわわっ！」

　倒たおれ込むニコルを、間かん一いつ髪ぱつ抱だきとめたのは茜だ。

「ニコちゃん、取り返したよ！」

　茜はほとんどニコルの下した敷じきになりながら、一心に向かって告げる。

「……大地一心とその仲間、か」

　サージャンは顔を歪ゆがめ、亨を見た。

「トオル・ヒノモリ。確たしか、ケンドーの達人よね？」

「正せい確かくに言えば、俺おれがやってんのは古流剣けん術じゆつ。実戦的だぜ」

　亨は木刀を八相に構かまえる。

「思えば、あなたたちの姿すがたがここにないことを不ふ審しんに思うべきだったわね。私が隙すきを見せるのを待っていた訳わけかしら？」

「そういうことだ」

　一心は交差させた左右の手で、特とく製せいピックを抜ぬいた。

「警けい察さつには連れん絡らくした。覚かく悟ごを決めるんだね」

　携けい帯たいを握にぎった士郎が肩かたをすくめる。

「響くんと二美花ちゃんは、大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　後から駆かけ込んできて、そう告げたのは宏太だ。

「けど、法月さんは出血がひどいです！」

「呼よんでいないゲストが多過すぎるわね」

「それはこっちの台詞せりふだ。そもそも俺たちが追っていたのは、泉水だったんだからな」

「じゃあ……今日のところはこれでお開きにしましょう！」

　サージャンはＳ＆Ｓのメンバーを見み渡わたすと、宏太の方に向かって走り出した。

「あわわっ！」

　反はん射しや的に身を屈かがめる宏太。

「ふふふ、可愛かわいい坊ぼうや！」

　サージャンは宏太のすぐ手前で跳ちよう躍やくし、その頭を飛び越こえて倉庫の出口に向かう。

「あいつ！　俺の木刀を腕うでで受けて平気なのか！」

　自分の放った一いち撃げきに手て応ごたえを感じていた亨が啞あ然ぜんとなる。

　少なくとも、腕の骨ほねは砕くだけているはずなのだ。

　サージャンは走りながらその声に振り返り、ブラウスの袖そでをめくって見せた。

「プロテクターか！」

　舌した打うちする一心。

　強化プラスティックとケプラー繊せん維いのプロテクターには大きなヒビが入っている。

「イッシン、こっちも！」

　士郎の声に振り返ると、いつの間にか目を覚ました泉水が、無ぶ様ざまに這はいながら逃にげようとしている。

「シロー、トオル！　お前たちは泉水を！　アカネ、コータ！　ニコルたちを頼たのむ！」

「うん！」

　ニコルを抱いたままうなずく茜。

　宏太は法月たちのところに駆け戻もどり、士郎と亨は泉水に飛びかかってコンクリートの床ゆかに押さえつける。

「玲、追うぞ！」

「ああ！」

　一心と玲は、サージャンを追って倉庫を飛び出していた。




「どこだ？」

「見失ったか？」

　街の夜景を反射する黒い海。

　その海を前に、一心と玲は立ち尽つくしていた。

「嫌いやな感じがする。一いつ旦たん戻ろう」

　そう言って、玲が一心の肩を叩いたその時。

「戻られたら困こまるわ」

　サージャンが、二人の前に姿を現わした。

「無ぶ粋すいだけど、私、こんなのも持っているのよ」

　サージャンはスカートを引き上げ、ガーターベルトで留とめた小型の拳けん銃じゆうを抜いた。

　ベレッタ・モデル９５０Ｂ・ジェットファイア。

　全長十二センチの小型シングルアクションだ。

「可愛いでしょ、これ？　やっぱり、銃にはファッション性せいも大切だと思うの」

　恍こう惚こつの表ひよう情じようを浮うかべるサージャン。

「それにこの子、この大きさで九発も撃うてるのよ」

　破は壊かい力りよくの大きい大口径を使わないのは、自分の射しや撃げきの正確性に自信があるからだろう。

「さあ、動かないで。あなたには死んでもらうわ」

　サージャンは笑え顔がおで玲にそう告げる。

　どうやらこの状じよう況きようを楽しんでいるようだ。

「まんまと誘さそい込まれたな」

　眉まゆをひそめる玲。

「そっちの坊やは用がないから、帰っていいわよ」

　玲にジェットファイアを向けたまま、サージャンは一心に言った。

「そうはいくか」

　頭を振ふる一心。

「そ？　じゃあ、二人とも死んでもらうだけ。残念ね、レイ・タツミ。あと五年もすれば私好みのいい男になったのに」

　サージャンはウインクし、トリガーにかかる指に力を込める。

　次の瞬しゆん間かん。

「！」

　サージャンの腕から血が飛び散り、その手から銃がこぼれ落ちた。

「今だ！」

　足元に滑すべり込んだ一心が、銃を玲の方に蹴けり飛ばすと同時に、サージャンの膝ひざの裏うらに爪つま先さきをめり込ませる。

「くっ！」

　バランスを崩くずしかけるサージャンは、大きく跳とび退すさって体たい勢せいを立て直す。

「動くな！」

　銃を拾い上げた玲が、狙いをサージャンの眉み間けんにつけた。

　二人の間は、ほぼ一メートル。

　確かく実じつに当てられる距きよ離りだ。

「遊び過すぎたわね……」

　舌した打うちしたサージャンは周囲を見渡し、遥はるか遠くの倉庫の屋根に小さな光を発見する。

「スコープの反射光。……ここからほぼ一キロ。プロか」

　サージャンはつぶやく。

「動くなと警けい告こくした」

　玲は繰くり返した。

「警告は一度までにしなさい。二度目には撃つの」

　出血個か所しよにスカーフを巻まくと、サージャンは微笑ほほえみながらジリジリと後ろに下がる。

「忘わすれては駄だ目めよ、レイ・タツミ。あなたの大切な人はすべて、私たちの手のとどく場所にいるということを！」

　サージャンはそう告げると、振り返って跳ちよう躍やくし、冷たい海へと身を躍おどらせた。

　水みず際ぎわまで駆かけ寄よる玲と一心。

　だが、何分経たっても、サージャンが水面に姿すがたを現あらわすことはなかった。

「逃にげた、か……」

「やられたな。お前が撃てないこと、読まれてた」

　一心と玲は顔を見合わせる。

　結ゆう城きと七瀬が率ひきいる警けい察さつと救急がやってきたのは、それから数分後のことだった。




　一方。

　一キロほど離はなれた品川埠ふ頭とうの倉庫の上では……。

「何とか、レイさんを助けられたね」

　使用した狙そ撃げきシステムを分ぶん解かいしながら、ミハウが妹に微笑んでいた。

「私なら、あんな女、額ひたいを撃ち抜ぬいているわ」

　ビアータは不満げだ。

「それはやり過ぎだよ。同じ組そ織しきの人間なんだから」

「でも、アレクセイさんはニコルとレイさんを守っていいって」

「それも暗あん黙もくの了りよう解かいってやつで、僕ぼくらが勝手にやっただけじゃないか」

「ミハウ。あなた、最近、人間としての面おも白しろみがなくなってきたわ」

　鼻を鳴らすビアータ。

　その仕草は、ニコルのそれとそっくりだった。




「済すまない。僕は……自分の過あやまちに気づくのが遅おそ過ぎたみたいだ」

　ストレッチャーで運ばれながら、響は一心を見上げた。

　かなりひどく殴なぐられ、骨こつ折せつもしているが、どうやら命に別状はなさそうである。

「今度、間ま違ちがいをやらかしそうになった時は俺に言え」

　一心は響の手を握にぎる。

「ぶん殴ってでも止めさせてやる。お前は……ダチだからな」




「何か、いろいろ言いたいことはあったけど、後にするね」

　茜は頭を振ふりながら、二美花の肩かたに自分の上着をかけてやっていた。

「ごめんなさい」

　しゃくり上げる二美花。

「親友って言ったの、噓うそだったんだ？」

「違うよ！　……でも、そうは思ってくれないでしょう？」

「許ゆるせないもん、二美花ちゃんのやったこと。ねえ、どれだけまわりが迷めい惑わくしたか、分かってるの？」

「ごめんなさい……本当に……私、どうやって償つぐなえばいいの？」

「そうね。あたしも見当もつかないけど、とりあえず………………なめらかプリン十個こで手を打とう！」

　茜は笑いかけると、これ以上ないくらいに強く二美花を抱だきしめた。




「君らには僕を裁さばくことはできないよ！　僕には、いわゆる責せき任にん能のう力りよくがないんだ！　優すぐれた芸げい術じゆつ家かはみんなそうさ！　ゴッホだって、マルキ・ド・サドだって、優れた芸術家は狂きよう気きを抱いだいているんだからな！」

　アスファルトの上に座すわった泉水は笑っていた。

「どうせ病院に、二、三年いるだけでまた出て来れる！　そうしたら、今度はもっとうまくやってやる！　今度こそ、究極の退たい廃はい美びと言える作品を撮とるんだ！　ひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい笑い声。

「黙だまれ」

　ガッ！

　救急車まで響を見送った一心のこぶしが、泉水の顔面を捉とらえた。

「ひいいいいいいっ！」

　泉水は鼻血を流し、のた打ち回る。

「ぼ、僕は病気なんだ！　僕に手を出したら、マスコミや人じん権けん団だん体たいが黙っていないぞ！」

「……関係ねえよ」

　一心はバタフライ・ナイフを拾い上げた。

「これ以上、お前の犠ぎ牲せい者しやを増ふやしてたまるか」

　これに驚おどろいた警官たちが、銃じゆうを抜いて一心に銃口を向ける。

「イッシンくん、やめなさい！」

「駄目っスよ！」

　警官の銃を下ろさせる結城と七瀬。

「止よすんだ」

　玲が一心の手首をつかむ。

「放せよ、玲！」

　その手を振り解ほどこうとする一心。

「お前は手を汚よごしちゃいけないんだ！」

「玲！」

「こんなことはお前のすることじゃない！　お前にはお前にしかできないことがあるだろう、大地一心！」

「こいつがニコルにしたことを見てみろ！　俺は絶ぜつ対たいに許さない！」

　とうとう一心は玲の手を振り解いた。

「放っておきゃ、こいつは親おや父じの力を使って病院送りになり、またすぐに出てきて同じ事を繰くり返すんだ！」

「いやだああああああああ！　こ、殺さないで！」

　頭を抱かかえて無様に喚わめく泉水。

「くたばれ！」

　一心は、バタフライ・ナイフを大きく振り上げる。

　しかし、その時。

「イッシン……」

　泉水の喉のどを裂さこうとする一心の腕うでを止めたのは、ニコルの声だった。
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「ワタシは……大だい丈じよう夫ぶだから」

　か細い声。

「お前……」

　一心は振り返る。

「お願い、こんなヤツのために人殺しにならないで」

　毛もう布ふを身体からだに巻まいて立つニコルは、涙なみだを溜ためて一心を見上げた。

「けどな！」

「イッシン、ワタシ……自分の家族の手は血に染そまってない方がいい」

「………」

　一心の手から、バタフライ・ナイフが滑すべり落ちた。

「泉水宗太郎」

　結城警けい視しが、泉水に手て錠じようをかけた。

「午後十時八分。誘ゆう拐かい・監かん禁きん、及および殺人未み遂すいの罪つみで現げん行こう犯はん逮たい捕ほする」




「イッシンくん、心配するな」

　パトカーに引き立てながら、結城は言った。

「僕たちはこいつを野に放ちはしない。徹てつ底てい的に過か去この犯はん罪ざいを洗あらい上げ、命でその罪を償つぐなわせてやる！」

「これ、証しよう拠ことして預あずかるっス」

　七瀬がバタフライ・ナイフを拾い上げ、ビニール袋ぶくろに入れた。

「もうすぐ救急車が来るよ」

　玲が、腕の中のニコルに告げる。

「……大丈夫なのに」

「それでも、検けん査さはしないとね」

「早く家に帰りたい。みんながいる……家に……」

　ニコルは目を閉とじた。

「ニコ……！」

「し」

　声を上げようとする一心を、玲が制せいする。

「眠ねむっただけだ。君は二美花さんたちの方を」

「ああ。……ありがとな、ニコル。俺おれ、お前のおかげで泉水と同類にならずに済すんだ」

　一心は立ち上がると、茜に抱だきしめられて座すわっている二美花のところに行った。

「怪け我がはないか？」

「私の方は大丈夫」

　蒼あお褪ざめた顔でうなずく二美花。

「でも、法月さんが……法月さんは？」

「あいつは？」

　一心が気がついて周囲を見み渡わたした時、法月の姿すがたはどこにもなかった。







　長いお別れ







「おい、大丈夫か？」

　泉水いずみが逮捕されて一時間も経たった頃ころ。

　一いつ心しんが法のり月づきを発見したのは、彼の事じ務む所しよだった。

「あまり……そうとは言えない」

　ソファーに寄よりかかった法月は笑う。

「よくここが分かったな？」

「一度、忍しのび込こんだからな」

　走り通しで法月を探さがしていた一心は、呼こ吸きゆうを整える。

「おいおい、アイドルのやることか？」

「救急車を」

　デスクの上の電話に手を伸のばす一心。

「よしてくれ。……分かるだろ」

　法月は腹ふく部ぶを押おさえていた手を広げて、一心に見せる。

　内ない臓ぞうに達した致ち命めい傷しよう。

　あの時、すぐに病院に運ばれたとしても、たぶん助かることはない傷きずだ。

　真っ赤に染そまったその手で、法月はヒップ・ポケットから潰つぶれたキャメルの箱を取り出した。

「……残ってたかな？」

　震ふるえる指。

　一心は、法月の握にぎる煙草たばこの箱から捻ねじ曲がった一本を取り出し、口に咥くわえさせてやる。

「火は？」

「……胸むねポケット」

　法月のジャケットを探さぐった一心は、銀色のオイルライターで火をつけた。

　紫し煙えんがヒュウヒュウという息とともに、法月の口から漏もれる。

「その限げん定てい品ひんのジッポーやるから、ひとつ、頼たのまれてくれないか？」

「ああ」

「彩あや乃の二ふ美み花か。あの子には、私はほとぼりを冷ますために国外に逃にげた、とでも言っておいてくれ」

「何をするつもりだ？」

「手品師しみたいに消えて見せるのさ」

　法月は微笑ほほえんだ。

「人の死体のひとつぐらい、簡かん単たんに片かた付づけてくれる連中を知ってるんでね」

「なぜだ？」

「人間な、最後にひとつぐらい、格かつ好こういいことしてみたいんだよ。私が死んだことを、あの子に知られる訳わけにはいかない。私が死んだと知ったら、あの子は罪つみの意い識しきをこれから一生背せ負おってくことになる。お前さんだって、そんなこと、望んじゃいないだろ？」

　咳せき込んだ法月の唇くちびるから、煙草が落ちた。

「行けよ」

「謝あやまっとく。俺、あんたを誤ご解かいしてた」

「誤解されやすい人間なんだよ、私は……」

　法月は笑って一心の背中を叩たたき、送り出した。

「……ああ、法月だ」

　一心の姿が消えると、法月は携けい帯たいを取り出して事じ件けん屋やにかける。

「……まいった、お前の言う通りだったよ。ちょっとヤバ過すぎたみたいでね。……ああ、今、事務所だ。後始末の費用は、カードを使って適てき当とうに下ろしてくれ。暗あん証しよう番号は月つき並なみだが……」




　翌よく日じつ早朝。

　一心は二美花たちが入院した病院を訪おとずれていた。

「よお」

「あ、大だい地ちくん」

　二美花に付き添そっていたのは茜あかねだった。

「響ひびきくん、今治ち療りよう中ちゆうだよ。純じゆんがずっとついてるって」

「ああ、受付で聞いた」

　一心は途と中ちゆうで買ってきた花束を、二美花のベッドの上に投げ出す。

「こういうことするキャラじゃねえよな、俺は」

「それは言える……ったああああああ！」

　不用意にうなずく茜の足を踏ふんづける一心。

「そんなことないよ。ありがと」

　二美花は花束を抱だきしめた。

「あの人は？」

　花束に顔を埋うずめたまま、二美花は尋たずねる。

「……この病院には、来ていないよね？」

「法月か？　傷の手当てをしてから消えたよ」

　一心は笑顔で答えた。

　それが、法月の望んだことだから。

「あの傷で！」

　目を丸くする茜。

「けっこ～、タフなんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。見た目の出血ほど深くはなかった」

「だけど……」

　と、二美花。

「今回は相当危あぶない橋を渡わたったからな。警けい察さつが事じ情じよう聴ちよう取しゆを諦あきらめるまで、しばらく姿すがたを消すってさ」

「私が……巻まき込んだから」

「それは違ちがうな」

　一心は肩かたをすくめた。

「あいつはあいつなりに、十年前の事件に決着をつけたがっていた。お前が行かなくても、いつかは自分で動いていたさ」

「そう……かな？」

「だと思うよ」

　茜も力強くうなずく。

「お前は……決着がついたのか？」

　一心は尋ねた。

「ううん」

　二美花は首を横に振ふる。

「何も変わっていない。夜は恐こわいし、自分の身体からだがいくら洗あらってもきれいにならない感じは消えてないの。母への憎にくしみも……変わらない」

　自分の手に視し線せんを落とす二美花。

　その指は、わずかに震ふるえている。

「知ってる？　家庭内暴ぼう力りよくは連れん鎖さするって話。幼おさない頃ころ、親に暴力を振るわれた子は、自分の子こ供どもに同じことを繰くり返すんだって。母が私にしたみたいに、私も自分の子供に暴力を振るうようになるかも知れない。……だから私は結けつ婚こんもしないし、子供も作らない」

「馬ば鹿か言うな」

　一心は二美花の頭をそっと抱き寄せた。

　この光景に、ちょっとした嫉しつ妬とを覚える茜。

（こ、今回だけだからね！　またこんなことしたら……絶っっっ対に邪じや魔ましてやるんだから！）

「お前は強い。親と同じ過あやまちはしない」

「するわ」

「しない。俺には分かる。それに……」

　一心は病室のＴＶをつける。

「見てみろよ」

　ちょうど、その民放局のワイドショーは、蓮はす見み八や重えの記者会見を放送していた。




「私は……母親失しつ格かくでした」

　フラッシュの焚たかれる中、八重は静かに口を開いた。

　本来ならこの場は、八重の主しゆ演えんする新作映えい画がの完成発表会。

　だが、集まっているのは、二美花の失しつ踪そうに関するコメントを求める芸げい能のう記者たちだ。

「二美花を授さずかった時、あの子の父親はすでにこの世にいませんでした。当時の私はと言えば、映画の仕事もＴＶのレギュラーもなく、収しゆう入にゆうは何とか食べてゆけるだけ。その辛つらさを紛まぎらわせるために、お酒に溺おぼれ、あの子に怒いかりをぶつけていました。私は……」

　記者席から上がるざわめき。

　八重は一息ついてから続けた。

「あの子を……あの子を殴なぐって……日々の憂うさを晴らしていたのです。父親に似にたあの子を見ても、憎しみを覚えるだけ。愛情を注いだことは……ただの一度もありませんでした。そんな時です、あの子が誘ゆう拐かいされたのは」

　衝しよう撃げき的な内ない容ように、次し第だいに静まり返ってゆく記者席。

「私は女じよ優ゆうとして這はい上がるため、悲ひ劇げきの母親を演じました。悲しくもないのに泣き、心配などしていないのに、ＴＶや雑ざつ誌しに出て、あの子を返してくれるようにと犯はん人にんに訴うつたえたのです」

　八重は記者たちを見渡してから、真まっ直すぐに正面のカメラを見つめた。

「そして、思おも惑わく通り、私は良りよう妻さい賢けん母ぼを演じる女優として返り咲ざきました。あの子を……二美花を利用して」

　今や、八重が語りかけているのは、画面のこちらにいる二美花だった。

「二美花が姿を消したのは……そんな私に対する復ふく讐しゆうなのかも知れません。今は、あの子に帰って来てなど、おこがましいことは言えません。でも、お願い……お願いだから無事でいて……やっと分かったの。あなたを……あなたを……愛していることが」




「……これ、演えん技ぎだと思うか？」

　一心は二美花を振り返った。

「八重さん、今度もお前のこと、利用してんのかも知れない。けど、お前に無事でいて欲ほしいって言った言葉、あれだけは噓うそじゃないと思うぜ」

「私には……分からない。……本当に分からないの」

　二美花はギュッと目を閉とじたまま、頭を横に振る。

「でも、もう一度だけ、信じたい。……信じたいよ」

「そうだね」

　茜はＴＶの中の八重を見つめたまま、二美花の頰ほおを流れ落ちる涙なみだをそっと指で拭ぬぐった。

「信じよう。十年前と違ちがって、二美花ちゃん、ひとりじゃないんだよ。一いつ緒しよなら、人を信じる勇気、きっと持てるから」
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　それから二週間後……。

「結けつ構こう、入ってるな」

　ステージ脇わきから客席を見た一心はつぶやいた。

「そりゃあ、こんなのこれが最初で最後だもん」

　ヘッドフォンでマネージャーの指し示じを受けながら、茜がグッとこぶしに力を入れる。

「気き張ばっていこうよ！」

「うん！」

　すっかり明るさを取り戻もどした二美花がうなずく。

「彩乃二美花とプラティウムとＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの、事じ務む所しよの枠わくを越こえての共演だものね」

　と、夏なつ紀き。

　今回は出番がないので、ちょっと残念そうだ。

「響のリハビリを兼かねてるって話もあるけどな」

　ギターを調ちよう律りつしながらそう言ったのは亨とおる。

「……僕ぼくは本当に許ゆるしてもらっていいのか？」

　響は一心の顔を見る。

「僕が君たちや玲れいさんにしたことは、公おおやけの場で裁さばかれて当然のことだというのに」

「あのな、いつまでもこだわってんじゃねえよ。あの場にいた全員が、お前のことは警けい察さつに知らせる必要はないって思ったんだからな。あの泉水が取調べの時に何を喚わめいたって、言い逃のがれって思われるだけだ」

「しかし」

「しつこいな。チビ悪あく魔まがいいって言ってるんだから、いいんだよ」

　一心は響の肩かたを叩たたいてから、その後ろにいる純に声をかけた。

「……念のために付け加えておくが、お前はダチと違うからな。お前が何かやらかしたら、ボコ殴なぐりの半殺し」

「て、てめ～っ！」

「……ステージ上でこの二人をなるべく離はなすようにって、ディレクターに言い忘わすれた」

　士し郎ろうがこめかみを押おさえた。

　そこに。

「ライブの裏うら側がわというのも、面おも白しろいものだね」

　あたりを興きよう味み深げに見み渡わたしながら、玲が顔を出した。

　この数日、体調を崩くずしていたので顔色はあまりよくないが、その瞳ひとみだけは生気に満ちている。

「珍めずらしいな、お前が舞ぶ台たい裏に来るなんて」

「僕はただのエスコート役さ」

「ニコル？」

　一心は、玲の後ろからちょこっと顔を覗のぞかせる少女を見た。

「き、来たわ」

　人の多いところは苦手なニコルは、いつもよりも少し声が小さい。

「退たん院いんしたのか？」

　ニコルの頭に手を置く一心。

　ここで撫なでてやるのは、さすがに行き過すぎだと自重する。

「別に本気で借りを作ったとは思わないけど、一いち応おう、お礼は言っておいた方がいいでしょう？　今後、あなたを付け上がらせないためにも」

「……どこまでも素す直なおじゃねえな、ゴス・チビ」

　ニコルがその手に自分の顔の写真付きの団扇うちわを握にぎっているのを見て、一心は笑えみを漏もらす。




「そういや、こいつが小学校に行く話はどうなったんだ？」

「別にあの後、誰だれも何も言ってこないし、いいんじゃないか？」

　ニコルに月並なみな小学生の生活をさせることに失敗した玲は、ちょっと複ふく雑ざつな表ひよう情じようだ。

「結局、本物の児童相談所の飯いい塚づかさんは、産休中だったんだよね？」

　茜が確かく認にんする。

「あの女、見事に相談員に成りすましていた訳わけだ」

　と、一心。

「まあ、普ふ通つうああいう職しよく業ぎようの人間が来ても、身元は確認しないからな」

「この国の学校から学ぶことなんか何もないもの。今まで通り、通信教育で十分よ」

　ニコルはフンと鼻を鳴らす。

「こいつのランドセル姿すがた、笑えたのにな」

「それなら、あなたがワタシの代わりに小学校に行くといいわ。もっとも、学力がついてゆくかどうか、大いに疑ぎ問もんだけど」

「いっそのこと、二人で通ったらいいんじゃないですか？」

　ゲシッ！

　ガスッ！

　余よ計けいなことを言う宏こう太たの脇わき腹ばらに、一心とニコルの二人から肘ひじ撃うちが入った。

「さあ、みんな！　今夜限かぎりのスーパー・ジョイント・ライブよ！」

　司会を快こころよく引き受けた弓ゆみ塚づか亜あ希き美みが、全員を見渡して気合を入れる。

「……真ま希き……やっと君のために唄うたえる」

　響はギターを握って小さく微笑ほほえんだ。

「大地くん！」

「ん？」

　ギターを持って振ふり返る一心。

「がんばって！」

「ああ！」

　一心は茜とバチンと手を打ち合わせ、ステージに向かった。





　　諦あきらめないよ

　　分かり合おうとする気持ち

　　振り払はらわれた手を

　　たとえ夜空に

　　伸のばしたとしても

　　降ふる星たちにはとどかないけど




　　願うことは？

　　望むものは？

　　自分の胸むねに尋たずねても

　　ありきたりな答えしか

　　見つけることができなくて

　　怒いかりや憎にくしみ

　　湧わき上がるのを

　　止めることさえできなくて

　　大事にしたい

　　自分がいない

　　誇ほこりを持てる

　　自分がない

　　それでも

　　絶ぜつ対たい

　　捨すてられないのは

　　人を愛するこの気持ち







　　誰かのために

　　生きてゆきたい

　　誰かの笑顔

　　守りたい

　　その想おもいだけは

　　同じだから







　　ほんの少しずつ

　　ちょっとずつでいい

　　見つけていこう

　　分かり合えるとこ




　　諦めないよ

　　分かり合おうとする気持ち

　　振り払われた手を

　　たとえ夜空に

　　伸ばしたとしても

　　降る星たちにはとどかないけど




　　誰かのために

　　生きてゆきたい

　　誰かの笑顔

　　守りたい

　　その想いだけは

　　同じだから






　　　　＊　　　＊　　　＊




　その頃ころ。

　クラドック・グループ日本支し社しやの経けい営えい最高責せき任にん者室を、ひとりの女じよ性せいが訪おとずれていた。

「直ちよく接せつ会うのはこれが初めてかしら、アレクセイ？」

　女性は特上の笑えみをアレクセイに見せた。

「サージャン、お噂うわさはかねがね」

　アレクセイは女性の両りよう頰ほおにキスをすると、彼女の腕うでの包帯に触ふれる。

「その傷きずは？」

「これ？」

　サージャンはソファーに座すわっている双ふた子ごに微笑ほほえみ、包帯が巻まかれた部分を見せる。

「仕事中に思わぬ邪じや魔まが入ったみたい」

「それは気をつけなくては」

　傷を心配する様子を見せるアレクセイ。

「結局、こちらの仕事は延えん期きね」

　これを聞いて、ミハウとビアータはチラリと視し線せんを交かわす。

「イワンから連れん絡らくはあったかしら？　次のビジネスでは、私、あなたのサポートをするようにレギナに命令を受けているの」

「その件けんについては、レギナから直接連絡があるようです」

　アレクセイは時間を確かく認にんすると、デスク上のコンソールを操そう作さし、スクリーンを壁かべ際ぎわに下ろす。

「そろそろです」

　アレクセイがもう一度時計を見た時、スクリーンに女性の顔が大写しになった。

　実じつ際さいの年齢は三十代後半から四十代だろうか？

　見た目には、二十代でも十分通る肌はだの美しさをしている。

　神しん秘ぴ的で、聡そう明めいさを感じさせる緑の瞳ひとみ。

　その瞳が、アレクセイをサージャンを見つめて言った。

「直接あなたたちに顔を見せるのは初めてかしら？」

「はい」

　一礼するアレクセイ。

「あなたの活かつ躍やくについては、イワンから聞いています」

「光栄です」

　口元に笑みをたたえるアレクセイ。

　だが、その瞳には、レギナを射い殺ころすような憎ぞう悪おの色が隠かくれている。

「知っての通り」

　レギナは続けた。

「我われ々われの次のプロジェクトは、欧おう州しゆうに対する影えい響きよう力りよくを強化する上で、最も重要なものと言えるでしょう」

「それを何な故ぜ日本で？」

　圧あつ倒とう的なレギナの存そん在ざい感に気け圧おされながらも、サージャンが質しつ問もんする。

「我々のゲストが、ユーロポールによる二十四時間体たい制せいの監かん視しを快こころよく思っていない。それが理由、ということにしておきましょうか」

「レギナは来日を？」

　と、アレクセイ。

「現げん在ざいの欧州各国の体制に強い影響力を持つ政せい界かい財ざい界かい人じん、それに爵しやく位いを持つ方々がわざわざ集まられるのですよ。女主人がもてなすのは当然でしょう」

「では、そのように準じゆん備びを整えます」

　アレクセイは執しつ事じのように一礼した。

「このプロジェクトが成功すれば、あなたたちには更さらなる昇しよう進しんと富とみが待っています。当然ながら、失敗した場合には別のものが待ち受けていますが」

　レギナはそれだけ伝えると、通信を切る。

「あれが」

「レギナ」

　双子は喘あえぎ、蒼あお褪ざめた顔を見合わせた。

（今度のプロジェクトが成功する時……）

　アレクセイはデスクの上の写真立てに目を遣やる。

　写っているのは、故郷ふるさとの風景の中で笑顔をこちらに向けている家族と友人。

　その全員が、今は放ほう射しや能のうに穢けがされた大地で眠ねむっている。

（それはレギナ、あなたの最後の時だ）

　アレクセイは心の中でそう告げると、写真立てをそっと伏ふせた。







　らいなあのおと　アカネ乱らん入にゆう篇へん








茜　「は～い、全国の読者のみなさん、ハード・デイズ・ナイツのヒ・ロ・イ・ン、女郎花おみなえし茜あかねで～す！　今回の〝らいなあのおと〟はなんと、いつもと趣しゆ向こうを変えて、不ふ肖しよう、女郎花茜による作者へのインタビューの形式でお送りしま～す！」

作者「げっ、アカネ、いつの間に人の部屋に入り込んだ？」

茜　「誰だれかさんがパソコンで『修しゆう道どう士しカドフェル』のＤＶＤをえんえんと見続けてる間。しっかし、相変わらず片付けるという言葉とは無む縁えんの部屋ですねえ。……前より散らかってない？」

作者「この前、微び妙みようなバランスを保ってたＰＳ２のソフトが突然、雪崩なだれを起こしたんだよ。それからずっと忙しくて片付ける暇ひまがないんだって。だいたい、なに勝手に一脇わき役やくがヒロイン名乗って〝らいなあのおと〟に乱入してきてんだ？」

茜　「さ、作者は認めてなくても、読者のみんなにはあたしがヒロインなんだからね！　あたしと大だい地ちくんの仲を進展させてってお便たより、たくさん来てるでしょ？」

作者「認めたくない真実のひとつだよなあ。どうしてこんなのがブツブツ……」

茜　「人間諦あきらめが肝かん心じん。ともかく、〝らいなあのおと〟続けようよ。このやり方、富士見書房のＨホームＰページでやって、けっこ～評ひよう判ばん良かったじゃない？」

作者「……だっけ？」

茜　「覚えてないんかい!?」

作者「あ～、そうそう。……そうだ、そのＨＰでマネージャーや社長の名前募ぼ集しゆうしたんだ！」

茜　「あと、あたしたちの通う高校の名前ね。で、決まったの？」

作者「それは本編を読んでのお楽しみ。だから、あとがきを立ち読みして買おうかどうか考えてる人、このままレジに……」

茜　「……逆にここだけ読んで、作者のあまりのバカさ加か減げんに呆あきれて買うのやめたりして」

作者「お前な」

茜　「ところで秀ひでちゃん」

作者「秀ちゃんって……お前、ずいぶん作者に対して馴なれ馴れしくないか？　少しは尊そん敬けいしろって」

茜　「そっちだってヒロインの扱いひどいんだから、これで五ご分ぶ五分でしょ？　それにだよ、サッカーの国際試合があるたびに、前日から仕事が手につかなくなるようなダメ人間を、どうやって尊敬しろっていうの？　そもそも秀ちゃんさ、学研で出ているトリシア・シリーズのあとがきと人格違い過ぎだよ」

作者「あっちが本当の姿で、こっちの〝らいなあのおと〟は、ほんの読者サービス」

茜　「……絶対逆だ」

作者「よほど最終巻で悲ひ惨さんな目に遭あいたいらしいな」

茜　「あ～、うそうそ！　とっても尊敬しています！　作者といえば神も同然！」（貧びん乏ぼう神だけどね）

作者「……言葉に誠実さが感じられんが、まあ、いい。ところで、ヒロイン（仮）の分ぶん際ざいでこの〝らいなあのおと〟に出てきたからには、何か考えがあるんだろうな？　こっちは今回、あんまりネタないぞ。……頁ページは余ってるけど」

茜　「へへへ、実を言うとね、残すところあと一冊でしょ？　たまには登場人物の意見をストーリーに取り入れてもらおうと思って」

作者「それで？」

茜　「みんなの意見を聞いてきたのよ、最終巻で自分がどんなことしたいか、とか」

作者「一応、聞いてみようか」

茜　「まずはうちの事務所の社長さん。『Ｓ＆Ｓの大きなイベントを展開して、ヒトヤマ当てたい』だって。けっこう切せつ実じつ……」

作者「考えておく」

茜　「ええっと、これはマネージャーさんから。『金持ちのイケメンで性せい格かくのいいオトコをあたしの恋人に！』だそうです……」

作者「まず自分の性格を何とかしろよ」

茜　「ごもっとも。次はシローくん。『このところあまりモテなくなった。これはきっと、貧乏でヘタレな作者が嫉しつ妬としているせいに違いない。千円恵めぐんでやるから、最終巻では美女百人に囲まれる展開を』……」

作者「……織おり江えさん、出すぞ」

茜　「ああ、『ＧＯＯＤ　ＮＩＧＨＴ　ＤＡＲＫＮＥＳＳ』に収録された短編に登場した風かざ峰みね家のメイドさん。シローくん、あの人苦手だもんね。……と、これはトオルくんから。『ゲームの話が最近ない。理さと子こさんと二人でアーケードに行くシーンを』……」

作者「あのな、作者だってなあ、ゲームやる暇が全然ないんだぞ！　お前にばっかやらせてたまるか！　それに理子さんと二人ってなんだ!?　幸福なのか!?　ラブラブなのか!?　いつまでもそんな展開でいると思うなよおおおおっ！」

茜　「どうどう、落ち着いて。……ちなみに、最近クリアしたゲームは？」

作者「ええと『桜坂消防隊』と『イリスのアトリエ　エターナルマナ』と『グランド・セフト・オート・バイスシティ』と……」

茜　「それだけやってりゃ十分でしょうが！　（やっぱ、こいつバカ……）　ええと、次、コータから。『もう少しカッコイイことさせて。ギャグ担当はもう嫌いやだああああ！』って、これは心からの叫びだね」

作者「無む理り。ギャグ担当はコータとアカネ、これは動かせないところでしょ？」

茜　「あ、あたしもギャグ担当かい！」

作者「だからヒロインの器うつわじゃないんだって」（こいつ、ドラマＣＤで高橋美み佳か子こさんに声やってもらってからつけあがってるよな）

茜　「秀ちゃん、そのうちあたしのファンに刺さされるよ。次、今度は夏なつ紀きからだね。ええと…………！　こ、これは別の機会にということで、その次、いこうかなあ～？」

作者「っと、待て。今、なんで紙を丸めて捨てた？　なんて書いてあったんだ？」

茜　「気にしない、気にしない。そうそう、あたし、ひとつ聞いてみたいことがあったんだけどいい？」（と、話題を変えるあたし）

作者「何だよ？」

茜　「秀ちゃんってさ、変な予知能力ない？」

作者「はあ？」

茜　「だって、このシリーズって書いている間とか直後に、作中の事件と似たような事件が起こること、けっこ～多いじゃない？　ほら、ニコちゃんと玲れいさんの出会いの話を書いた時だっけ？

　　　その一か月後ぐらいに、幼児を誘ゆう拐かいしてあの話と同じようなことをするグループがヨーロッパで摘てき発はつされたよね？　なんか、事件が起きることが前もって分かるんじゃないかと思って」

作者「そういえばあったな、今回も。ちょうど書きあがる直前だよ、親が子供を傷つけたり殺したりする事件が頻ひん発ぱつしたの……」

茜　「もしかすると、秀ちゃんがミステリー書かない方が世界は平和だったり？」

作者「ミステリーを書くのをやめるとなると、自動的に女郎花茜という人格もこの世に存在しなくなる訳だが……」

茜　「……やっぱ、世界平和は他の誰かに任まかせてください。ところで、またまた話は変わるけど、今なら明かせる裏設定とかって、何かないの？」

作者「そうだな……。トオルの家族は静岡在住、二人の姉と妹がいることは？」

茜　「え、そうなの？」

作者「小さい時から姉と母親には抑えつけられ、妹のわがままに翻ほん弄ろうされ、それで女性恐怖症になったんだ」

茜　「今は理子さんのお陰かげでずいぶん治なおってきたけどね。あとは？」

作者「う～ん、じゃあ、君の家族のこと」

茜　「げっ！」

作者「父親は女郎花竹たけ雄お、広告代理店勤務の養よう子し。母親は女郎花桜さくら子こ、元ＯＬ。姉、女郎花向ひ日葵まわり、現在はフリーターで、赤坂にあるホテル黒こく城じよう館かんのフロント係、椎しい名な昌まさ克かつといい仲という噂うわさもある」

茜　「あのバカ姉あね貴き、いつの間に……」

作者「まあ、ほとんど活いかされてない設定だよなあ。活かされていない設定といえば、理子と亜あ希き美みとマネージャーと澤さわＰプロデユーサーが同じ女子大出身だとか、『ララバイは永と遠わの──』でアレクセイに殺された公こう安あんのベテラン刑事は江え南なみ警けい視し正せいの先せん輩ぱいに当たるとか、玲が放ほう射しや線せんを浴あびた原発事故を起こした原子力発電所で働いていた技術者のひとりが『エトワールは彼方かなたの──』に登場したラーラの父親だったとか……」

茜　「……足りない頭で一応考えてはいるんだね」

作者「お前はどうしてそういう口を！」

茜　「いひゃい！　くひをひっひゃらないふぇ、くひを！」

作者「しかし、よく伸びるよな、この頰ほっぺた」

茜　「もう！　女の子の顔を何だと思ってるのよ！　……ったく、もとに戻らなくなるかと思ったじゃない！」

作者「イラストの壱いつ河かわさんに頼んで、戻ってない顔で描かいてもらおうか？」

茜　「くっ！　そ、それだけは！」

作者「しかし、このインタビュー、収しゆう拾しゆうがつかなくなってるぞ。これでいいのか？」

茜　「……あのね、誰のせいだと思ってるんです!?　……もう決めた！　ここまでのインタビュー、なかったことにする！」

作者「あのな……」

茜　「いいの！　あたしがこの小こ汚ぎたない部屋に入ってきたところからやり直し！」

（茜、いったん部屋から出て、ドアをノックして開く）

茜　「は～い、全国の読者のみなさん、ハード・デイズ・ナイツのヒ・ロ・イ・ン、女郎花茜で～す！　今回の〝らいなあのおと〟はなんと、いつもと趣向を変えて、不肖、女郎花茜による作者へのインタビューの形式でお送りしま～す！　それでは、作者の南房さん、こんにちは！　今日はよろしくお願いしま～す！」

作者「こ、こんにちは……」

茜　「さてさて、細々と生き延のびてきた『ハード・デイズ・ナイツ』シリーズもとうとうラスト一冊ってところまで来ました～。それで、どうなるんです、この後の展開？」

作者「さあ？」

茜　「さあって、あんた……。やりかけた仕事にちゃんと責任持ちなさいって」（少しは協力せんか、このアホ作者～っ！）

作者「そう言われてもなあ……。このまま、まったりと何も起こらずに終わるとか？」

茜　「それじゃここまで張ってきた伏ふく線せんはどうなるのよ!?」

作者「伏線なんて張ってないもんね！　いつも行き当たりばったりだもん！」

茜　「だもん、ってあんた、それが大人の言い草かい！　レギナの謎なぞの計画とか、玲さんの病気のこととか、アレクセイとの決着とか、あたしと大地くんの関係とか、解決しなきゃいけない問題、いろいろあるでしょうが！」

作者「じゃあ、イッシン、夏紀とくっつける」

茜　「……殺す！」

作者「うぐぐぐっ！　首を絞しめるな、首を！」

茜　「じゃあ、あたしと大地くんのことを含めて、きちんと次の巻で完結させる？」

作者「させる、させる！　たぶんさせる！」

茜　「たぶんかい!?」

作者「あのな、次の巻の内容をここでバラしてどうすんだよ？」

茜　「そ、それもそうよね」

作者「ともかく、読者のみんなを失望させる展開にはしないから安心して」

茜　「本当？」（全然、信用できないって）

作者「本当」（お前だけはとんでもない目にあわせてやる）

茜　「期待してますよ」（こいつ、二十四時間監かん視しして、変なこと書いたら張り倒してやる）

作者「もう任せて！」（あとで泣きついてきても、絶対に書き直してやらんもんね）

茜　「……アハ、アハハハハハハ」（最後ぐらいは仲よく見せなくちゃ）

作者「ふふ、ふふふふふふ……」（それにしてもこいつの笑顔、気持ち悪いな）




茜・作者「「そ、それではまた、次巻でお会いしましょう、まったね～！」」









　ニコルによる付記

　……人間失格の自じ堕だ落らく作者と、短い仕事さえまともにやり遂とげられないアカネがきちんと発表しないので、仕方なくワタシがここで、正式にＨＰでの応募の結果を発表するわ。

　まず、マネージャーさんの名前。

　猪い飼かい玲れい子こさんの考えた〝朔さく月づき〟という苗みよう字じと、中なか村むら佳か永えさんの考えた〝みさお〟という下の名を合わせて、〝朔月みさお〟に決定。

　社長さんは、斉さい藤とう瑠る璃り子こさんが考えてくれた〝芹せり沢ざわ忍しのぶ〟。

　あと、学校の方、今回は登場しないので、最終巻で発表ということになったので、あしからず。

　採用された方には、担当編集者の方から何らかのプレゼントがあると思うけど、あまり期待しないで。

　それじゃ。

　……ホントに、使えない連中が多くて困るわね。







　玲による付記の補ほ足そく

　……みなさん、ごめんなさい。うちのニコルが言葉不足だったもので、僕がここで選考理由を説明します。

　マネージャーさんの名前は、苗字は硬かたく、下の名前の方は柔やわらかくという考えで、二つの案を組み合わせてみました。全体として、たおやかな和のイメージを強くして、現実のマネージャーさんの性格とのギャップが強いところを見せたかったというのが作者の弁べんです。……マネージャーさん、本当にごめんなさい。

　社長さんの場合は、作者が新しん撰せん組ぐみ好き（昔、炎えん天てん下かに友人と史し跡せき巡めぐりをしたほど）で、単に芹沢鴨かもを連想したかららしいです。もっとも、実際に新撰組で一番好きな隊士は、山やま南なみ敬けい助すけだそうですが。

　応募してくれたたくさんのファンの方々、応援のメッセージを送ってくれた人たち、それにいつもファンレターくれるみんな、ほんとうにありがとう。

　僕やイッシンも、とっても感謝しています。

　残すところ『ハード・デイズ・ナイツ』もあと一冊。

　作者も登場人物も至らないところの多いシリーズですが、どうか、最後までよろしく付き合ってくださいね。

　次の巻でまたみなさんに出会えることを楽しみにしています。

　それでは……。
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